
        
            
                
            
        

    























ハイスクールＤ×Ｄ ＤＸ.4




生徒会とレヴィアタン








石踏一榮







富士見ファンタジア文庫









本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　その男は──最強の槍を持って生まれてきた。

　その男は──何も持たずに生まれてきた。

















　　　Power.1　滅ほろびのない大王









　それはデュリオが率いるチーム『天界の切り札ジヨーカー』との試合が終わってすぐのことだった。

　俺たちは、冥めい界かいの魔ま王おう領にある首都「リリス」を訪おとずれていた。理由はというと──、

「ふふふ、どうやら、年ねん貢ぐの納め時のようだな、おっぱいドラゴンよ！」

　屋外の大型ステージの上で悪役らしい着き飾かざりをした「魔ま龍りゆう将しようバーヴォ」ことボーヴァが、膝ひざを突つく鎧よろい姿の「おっぱいドラゴン」こと俺を嘲ちよう笑しようしながら見下ろしていた。

　俺も俺で、

「くっ！　ここまでの強さか、魔龍将バーヴォっ！」

　などとヒーローを演じてみせた。

　すると、観客席を埋うめ尽つくす子供たちから応おう援えんが届く。

「おっぱいドラゴン負けないでぇぇぇっ！」

「立ってぇぇぇっ！」

　大いに賑にぎわう「乳ちち龍りゆう帝ていおっぱいドラゴン」の屋外ヒーローショー！

　そう、俺たち新旧オカ研のメンバーは、このヒーローショーをはじめ、いくつかの行事に出演するため、揃そろって冥界入りしていた。

　レーティングゲームの国際大会や学業があるなかでも、こういう仕事をこなすのも俺たちの大事な役目だったりするからね。

　今回参加している「おっぱいドラゴン」の屋外ヒーローショーは、テレビ番組とも連動しているそうで、テレビシリーズ新章突とつ入にゆう記念と称しようして本人こと俺たち出演の特別公演となった。

　──で、ボーヴァ扮ふんする「魔龍将バーヴォ」が、テレビの新シリーズに登場する新たな敵だというのだ。

　もちろん、テレビや他ほかのイベントでは、俺たちを模した役者さんたちが演じてくれるわけだが……。

　ボーヴァが俺の臣下になってすぐに、「おっぱいドラゴン」にも絡からめるなんて……。グレモリー家の関係者は目ざとく、フットワークも軽すぎる……。

　──ということで、そのテレビ番組の新シリーズと連動したヒーローショーで、俺こと「おっぱいドラゴン」は「魔龍将バーヴォ」により、ピンチになることになっていた。まずは、新たな敵の強さを際きわ立だたせなくちゃいけないからね。

「負けないぜっ！　何度でも戦ってやる！」

　俺は立ち上がり、ボーヴァに向かっていくが──ボーヴァは巨きよ体たいを見事に動かして、こちらにダメージを与あたえるかのようにパンチとキックで空を切る。俺もボーヴァの演技のパンチとキックを食らったかのように見せて、わざとらしく仰のけ反ぞり、その場で倒たおれ込む。

「ふはははは！　この程度か、おっぱいドラゴンよ！　ダークネスナイト・ファングを倒したと聞いて、期待したのだが……どうやら、肩かたすかしだったようだっ！　弱い、弱すぎるぞ、おっぱいドラゴンよっ！　ふははははっ！」

　見事に悪役らしく演じてみせるボーヴァ。憎にく々にくしい笑い声も様になっている。

　……案外、ボーヴァの奴やつ、演技派？　意外なところで臣下の才能を垣間かいま見みる俺だった。

「うわあああんっ！　おっぱいドラゴンやられちゃった！」

「あのドラゴン、怖こわいよぉぉぉおっ！」

　子供たちもショーのシナリオに見事反応してくれているが……ボーヴァの悪役らしい演技は想像以上に怖がらせている面もあるように見える。まあ、このぐらいのほうが印象に残っていいのかね？

「これ以上、やらせはしないっ！」

　イケメンボイスを会場に響ひびかせて登場するのは──ショー用の衣い装しようを身につけた「ダークネスナイト・ファング」こと木き場ばであった。

「きゃあああああああああああああああああああっ！　木場きゅぅぅぅううんッッ！」

「ファングさまぁぁぁっぁああああああああああぁああぁぁっ！」

　ファングこと木場の登場に会場のお母さま方から、黄色い歓かん声せいが一いつ斉せいに湧わく。いままで静かだったのに、木場が登場した瞬しゆん間かんにこれだ！

　ファングこと木場は、いままで悪の幹部だったわけだが、今回からは俺たち味方サイドのほうから登場し、魔ま剣けんを「魔龍将バーヴォ」に向けるなり叫さけぶ。

「バーヴォ！　彼は、おっぱいドラゴンは私の獲え物ものっ！　好きにはさせないっ！」

　ファングの物言いにバーヴォが怒いかりの声を上げる。

「裏切り者めっ！　おっぱいドラゴン側に寝ね返がえりおって！　おまえもかみ殺してくれよう！」

　そう、新シリーズでは、前シリーズまで敵の幹部だった「ダークネスナイト・ファング」が味方に回るのだ。そのせいか、新シリーズはお母さま方からの視線も熱い。

　ファングはニヒルに言う。

「勘かん違ちがいしないでもらいましょうか。おっぱいドラゴンを倒すのは私だ！　他の誰だれにも渡わたさないっ！」

『いやぁあああああああああああああああっ！　ファングさまぁぁあああああああっ！』

　木場の宣言にお母さま方はメロメロだった。

　ファングは魔剣を持って、バーヴォに立ち向かうが──巨きよ大だいなドラゴンはそれすらも吹ふき飛ばす豪ごう快かいな演技をしていく。たちまちファングは剣を弾はじかれて、（空の）パンチを食らい、後方に吹き飛んでいった。

　ステージ上で、おっぱいドラゴンとファング、二大人気キャラがピンチという構図。子供たちも気が気でなく、ハラハラとした面おも持もちで、なかには涙なみだすら流す子供もいるほどだった。

「ふはははははははっ！　おっぱいドラゴン、ファングッ！　どちらも恐おそるるに足らず！　この魔龍将バーヴォさまの敵ではないわっ！　ふははははははっ！」

　バーヴォの嘲笑が会場に響き渡り、俺も木場も悔くやしそうにするなかで、その声は届く。

「待てぇいっ！」

　ステージ上に盛せい大だいな火薬が炸さく裂れつすると、迫せり舞ぶ台たいから金色の鎧を着込んだ新たなキャラクターが登場する。

「魔龍将バーヴォ！　これ以上の狼ろう藉ぜきは、この『レオニス・レクス』が許さんッッ！」

　バーヴォにそう言い放つのは、獅し子し王おうの鎧を着込んだサイラオーグさんだった！　今回のヒーローショーの目玉のひとつが、このサイラオーグさん扮する正義のヒーロー『レオニス・レクス』の参戦だったのだ！

　実は、バアル領ではすでにこのサイラオーグさんを模した『レオニス・レクス』が、『おっぱいドラゴン』のようにヒーロー番組として放送されていて、好評を博していた。

　その上でグレモリー領とバアル領が、ヒーロー産業で業務提てい携けいすることになり、この度たび、『乳龍帝おっぱいドラゴン』に『レオニス・レクス』が合流することとなった。

　それで、その共演の効果はというと──、

「ライオンさーんっ！」

「レオニス・レクスゥゥゥッ！」

「おっぱいドラゴンとレオニスが一いつ緒しよに出てる！　すごいすごい！」

　会場はいままでにないほど、大盛り上がりの様相を呈ていしていた。先ほど、俺とファングのピンチを見て泣いていた子供たちのいる客席とは思えないぐらい興奮のるつぼと化していた。

　倒れ込む俺とファングを見て、サイラオーグさんは声を張る。

「立て！　おっぱいドラゴン、ファングっ！　立ち上がり、前を向かなければ何も始まらないのだぞッ！　戦うべき相手は……敵と己おのれだッ！」

　──っ。

　……台本の台詞せりふなのに、サイラオーグさんからそんなことを言われると感かん慨がい深いものがあるし、気合いが入るってもんだっ！

　俺は勢いよく立ち上がり、赤いオーラを高める！

「わかっています！」

「ふふっ、私も焼きが回ったものですっ！」

　ファングこと木場も魔剣を拾ひろうなり、立ち上がった。

「ふはははははっ！　今いま更さら一人増えようと、この魔龍将バーヴォさまには勝てぬわっ！」

　ボーヴァもノリノリでそう台詞を力強く吐はいていく。

　俺とレオニス・レクス、ダークネスナイト・ファングが三人並んだことで、会場はさらに盛り上がり、俺はかけ声を二人にかける。

「よし！　行くぞ、レオニス、ファングッ！」

「「おおッッ！」」

　バーヴォに突つっ込んでいく俺たち三人──。

　会場は盛せい況きようのまま、クライマックスへと向かっていった──。







　ヒーローショーを終えて数時間後、俺たちは休きゆう憩けいを入れてから次のイベントに出演するため、首都『リリス』の違う会場に移動していた。

　実は今日一日、イベント尽くしだった。昼間は屋外ヒーローショー、夜は屋内の大型劇場ホールで若手『王キング』によるトークショーが行われることになっていた。

　お題は『レーティングゲーム国際大会アザゼル杯カツプの行く末』という真ま面じ目めなものだ。

　トークショーの出演者は、レーティングゲーム国際大会に参加中の若手悪あく魔まで、冥界の住人からも人気のあるリアスとサイラオーグさんが選ばれた。そして、光栄なことに俺もそこに同どう伴はんすることになっていたのだ！

　ソーナ先せん輩ぱいやシーグヴァイラさんは、スケジュールが合わず、同時出演は叶かなわなかった。

　会場の壇だん上じように立つ司会者の男性が、観客に向けてトークを始め、今回のトークショーの概がい要ようを説明していた。

「それでは、いま冥界で最も注目を集める『王キング』のお三方にご登場いただきましょう。出演者の皆みなさま、どうぞ壇上にお上がりください」

　俺、リアス、サイラオーグさんは拍はく手しゆで出で迎むかえられるなか、大型劇場ホールの壇上に立ち、司会者に促うながされるまま、用意されていた椅い子すに並んで座る。

　会場を見み渡わたすと──空あいている席がないほどの多くの観客の視線がこちらに注がれている。見れば大勢の立ち見ができるほどに悪ヒ魔トが集まっていた。

　司会者が、あらためて口を開く。

「サイラオーグ王子、リアス姫ひめ、兵ひよう藤どう一いつ誠せいさんにお越しいただきましたので、さっそくトークショーのほうを始めさせていただこうと思います。では、まず全勢力で話題沸ふつ騰とう中のレーティングゲーム国際大会『アザゼル杯カツプ』の概要から──」

　司会者が、大会の内容を軽く話題にしつつ、注目を集めた試合などを取り上げながら、現時点に至るまでの経けい緯いを話していく。

　サイラオーグさん、リアス、俺の参加した試合も語られるなか、俺たちにも大会に対する感想などを求められた。

　司会者からの質問に対してはサイラオーグさんが、

「各勢力が協力しあい、このような大おお舞ぶ台たいが用意されたのは大変喜ばしいことだ。そこに参加できることは、いち戦士として光栄であり、いち悪魔としても身が引き締しまる思いだ」

　と真面目に返したり、他の質問ではリアスが、

「誰でも参加できるということは、各陣じん営えいでいままで目立たなかった者、埋うもれていた人材、隠かくれた才能が表舞台に出てこられる可能性が広がったということです。私はそういう者たちと会いたいし、戦いたいと思うわ。大会だけじゃなく、これからの冥界に必要なヒトたちと会えるかもしれないものね」

　と持論を語った。

　俺に対しても、「上級悪魔に昇しよう格かくし、リアス姫のもとから離はなれていちプレイヤーとして参加したのはなぜか？」という質問が飛んだ。

　ああ、そうか。冥界の住民、各メディア的にそういうところが不思議に感じるところなのかもしれない。

　俺は──、

「俺は……上級悪魔になるのが夢で、ここまでがむしゃらに走ってきたので……。何度も死にそうな目に遭あいましたが、いまは本当に上級悪魔になれて……評価してもらって光栄です。素す直なおにうれしいです。サイラオーグさんやリアス……さまのように立派な持論や思想は持ち合わせてないですけど、ただ単純にいまの自分が世界を舞台にどこまでやれるのか……何より、いままで出会ってきたライバルたちが参加する以上、自分が参加しないってのはありえないと思うので……」

　などと、特に飾かざらない精せい一いつ杯ぱいの想おもいをコメントにした。

　会場の皆さんは真しん摯しに聞き入ってくれているので、小こっ恥ぱずかしい限りだよっ！

　司会者が言う。

「やはり、宿命のライバルとされる白はく龍りゆう皇こうとの戦いが注目されるわけですが、兵藤さん的にもそこは大事でしょうね？」

「ええ、いつか必ず決着をつけたいと互たがいに話しているので、それがこの国際大会になるのなら、これ以上の舞台はないかなと思います」

　俺の率直な気持ちに会場が「おおっ！」と軽く沸わいていた。

　あー、あいつ、「ルシファー」の名で大会に参加して大暴れしているから、各勢力──冥界の全住民にもルシファーの子孫だってバレてんだよな。

「ルシファー」の名は絶大で、名だけ継けい承しようしていたサーゼクスさまと違い、本物の血筋なもんだから、次し第だいに支持する声が高まっていると聞く。あいつは無視しているようだが。

　そのような感じで、出演者に各質問が投げかけられていくなか、ショーも進行していたのだが……。

「大会に参加する悪魔のプレイヤーの今後」という質問にサイラオーグさんが答えているときだった。

「──ということもあり、俺自身としてはプロのプレイヤーが他ほかの陣営のチームに負けたとしてもそれは悪いことではなく、むしろ新たな課題が見つかったことで、より強いチームを作れるきっかけに──」

　そこまで言ったときに観客席から、罵ば声せいが届く。

「……このペテン師っ！」

　ある男性の観客が立ち上がり、憤ふん怒ぬの表情でそんな罵ののしりを大声で俺たち──いや、サイラオーグさんに向けて叫さけんだのだ。

　そのヒトだけかと思われたが──、

「そうだ！　あんた、『王キング』の駒こまを使ったんだろう!?」

「だから、魔ま力りよくもないのにあんなに強いんだっ！」

「大王家の次期当主だもんな！　使っていてもおかしくない！」

　次々と非難の声が上がり、立ち上がる観客が増えていく。

「皆さん、落ち着いてください。これは国際大会について語る場であって──」

　司会者が落ち着かせようとするが、非難の声はヒートアップするばかり。

　ある観客はこう怒いかりの声で叫ぶ。

「大王派の政治家も多数庇かばったというじゃないかっ！　いろいろ利権が絡からんでいるからなんだろ!?」

　政治についてまで批判が始まったぞ！　『王キング』の駒の不正使用の件で、大王バアル家が冥界の住民からバッシングを受けているのは知っていたが……。

　つーか、サイラオーグさんの強さが『王キング』の駒のせいだと思われているのか!?　んな、バカなことがあるはずない！　このヒトは誰だれよりも、苦労して生きてきたのによっ！

「帰れッ！」

　誰かがそう発すると、続くように──、

「帰れッ！　帰れッ！」

「「「「「「「「「「帰れッ！　帰れッ！　帰れッ！　帰れッ！」」」」」」」」」」

　サイラオーグさんに向けての「帰れ」コールが、会場のあちらこちらで巻き起こる。観客の全員がそれをしているわけじゃない。けど、無視できるほどの数でもなくて……。

　サイラオーグさんは無言でそれを受け止めていた。特に怒おこることもなく、ただ無言で──。

　俺は椅子から立ち上がる。

　待ってくれっ！　このヒトは違うんだ！　このヒトは『王キング』の駒なんて──。

　サイラオーグさんを擁よう護ごする一声を発しようとしたとき、リアスが手で俺を制してくる。

「イッセー、お止やめなさい」

「……けどっ！　このままじゃ……っ！」

　リアスは努つとめて冷静に述べる。

「……ここであなたが立てば、あなたの眷けん属ぞくにまでいらない疑いがかけられるわ。──サイラオーグは、それを絶対に望まない」

「それでも、俺は……っ！」

　食い下がろうとする俺にリアスは告げた。

「あなたはもう『王キング』なの。自分の眷属を守るのも、仕事よ。大だい丈じよう夫ぶ、あなたも私もサイラオーグも、結果を見せれば誰もが黙だまるわ。結果がない限り、何を言っても彼らには届かないの」

　…………っ！

　リアスの正論に俺は歯がゆい気持ちでいっぱいだった。サイラオーグさんに視線を向ければ、このヒトも俺を落ち着かせようと首を横に振ふった。

「天使にでも焼き殺されちまえッ！　ペテン師ッッ！」

　批判の声を上げる者たちは、警備員に連れ出されるその間ま際ぎわまで、サイラオーグさんに対してのバッシングを続けた。

　俺は──黙って拳こぶしを強く握にぎりしめて耐たえていた。

　──使ってない。このヒトは、『王キング』の駒なんて、一いつ切さい使っていないんだ……っ！

　あの拳を食らった俺が、誰よりも理解している。

　あの一発にそんなものが込こめられているわけがないんだ……っ！

　俺とサイラオーグさんの戦いは、本物だったんだ。本物だったんだ……っ！

　そのなかでとうのサイラオーグさんは、連れ出されていく聴ちよう衆しゆうに向けてこう宣言する。

「──試合を見てくれ。今後の俺の戦いを見てほしい。俺にはいまそれしか言えない」

「…………」

　サイラオーグさんの少ない言葉に、連れ出されていく者たちは無言だった。

　……俺は、サイラオーグさんへのバッシングを我が身に起こったことのように思えてしまって、残りのトークショーの間、そして終わったあともずっと悔くやしかった──。




　　　　─○●○─




　ヒーローショー、トークショーのあった日、俺たちはそのまま『リリス』にある高級ホテルで一いつ泊ぱくした。翌日、俺は朝早く起きて、宿しゆく泊はくしていたホテルを密ひそかに抜ぬけ出して、近くの公園に足を運んだ。

　実は、ホテルの部屋の窓から、公園の様子が見えてしまったからだ。

　人ひと気けのない公園の一角で、サイラオーグさんが筋トレをしている。そう、ホテルの部屋の窓からランニングウェア姿のサイラオーグさんを確かく認にんしてしまい、居ても立ってもいられずに公園に来てしまったのだ。

　サイラオーグさんの眷属も、近くのホテルに泊とまっていることは知っていたけど、まさか、あんなことがあった次の日も、いつも通りにトレーニングをしているなんて……。

　サイラオーグさんは体をほぐし終わったようで、走る準備に入っていた。俺も歩み寄り、あちらも俺を視界に捉とらえた。

　俺は開口一番に言う。

「俺も一いつ緒しよに走ります」

　サイラオーグさんは驚おどろいたような表情を浮うかべたあと、苦く笑しようし、うなずいた。

　そのまま、無言で朝の首都をランニングすることに。俺はサイラオーグさんに併へい走そうする。

　数キロほど軽くランニングしたあとで、サイラオーグさんが走りながら話しかけてくる。

「スタミナ作り……これだけは積み重ねがものを言う。何よりも信しん頼らいできるトレーニングだ」

「俺も冥界に来たとき、山のなかを目一いつ杯ぱい走らされました。おかげで体力は自信があります」

　思えば、冥界に来るたび、無茶な目に遭わされることが多いな。初の冥界入りのときもタンニーンのおっさんに山で追いかけられたし。でも、あれのおかげで基き礎そ体力が大おお幅はばに向上した。

　併走しながら、サイラオーグさんはこう言う。

「俺のために怒ってくれたようだな」

　──っ。

　……昨日のことだろう。俺はリアスの隣となりで、サイラオーグさんへの罵ば詈り雑ぞう言ごんに怒り震ふるえていた。

「……力になれなくて、すみません」

　謝る俺。俺は怒りに震えるばかりで何もしてあげられなかった。共に戦った仲間を庇う言葉があの場で出せなかったんだ……。

　自分が『王キング』であるという立場が、己おのれを制してしまった──。

　しかし、そんな俺の心中を理解しているかのように、サイラオーグさんは快活に笑った。

「ハハハ、その気持ちだけで十分だ。『王キング』ならば、無む闇やみに揚あげ足を取られる行動をするべきではない。これは、バアル家に生まれた俺の定めのようなものだ。このような状じよう況きようだが、正直なところ、実はうれしくもある」

　サイラオーグさんは続ける。

「決して楽な道みち程のりではなかったが……それでも、多くの者が俺をバアルの悪魔だと、バアルの次期当主だと、そう見てくれるのだ。重く辛つらい状況だ。──それでも、やりがいがある。どうにかしたいと、心の底から思える」

　──っ。

　……あれほどのことを言われ、冥界での実力に疑いをかけられても、このヒトは『バアル』であることを誇ほこりに思っているんだな。

　確かにこのヒトの生き様ざまを鑑かんがみれば、いまの立ち位置はようやく手に入れた居場所だ。

　どんなことを言われようと、いまの自分は揺ゆるがないのだろう。そこに至るまで幾いく重えもの茨いばらの道を越こえてきたからだ。

　サイラオーグさんは併走しながら、朗ほがらかに言う。

「兵藤一誠よ。俺は不器用な悪魔だ。戦友にも民衆にも真まっ直すぐにしか応こたえられん。幾度も負けては、倒たおれては、この体を鍛きたえ続けてきた。次こそは勝とうと、前に進もうと」

　サイラオーグさんはその場で止まり、拳を空に向けて掲かかげる。

「──拳これならば、どこにでも届くような気がする。そう思えるように鍛えてきた」

　無骨な拳──。

　傷だらけで大きなゴツゴツした拳。到とう底てい、貴族出身の、王子の手とは思えないほど、その拳はごつく、鍛え抜かれたものだった。

　サイラオーグさんは目を細めて言う。

「……残念ながら、生まれながらにして、個々に才能の差というものがある。ここまでの戦いでおまえもそれを知ったはずだ」

　天才と呼ばれる者たちと、俺は何度も出会った。木場、ヴァーリ、曹そう操そう……俺が出会ってきた男たちは、俺よりも遥はるかに少ない練習量で、俺よりも遥かに早く上達していく。それは非常に悔しく、何よりも『壁かべ』というものを肌はだで感じ取ってしまうものだった。

　俺もサイラオーグさんも匙さじも、天才に負けないため、こうして走り込んで走り込んで、体を鍛え抜くしか彼らに追いつく方法がない。

　けど、サイラオーグさんはこう断言する。

「だが、その才能にも限りがあり、いずれ俊しゆん英えいたちも己の限界を知るだろう。──しかし、兵藤一誠。足りないものを補うこと、鍛たん錬れんに終わりはない。速さが足りなければ、それを鍛えればいい。腕わん力りよくが足りなければ、それも鍛えればいい。意外性を欲ほつするなら、未知のものに触ふれればいい」

　サイラオーグさんは俺の胸に拳をこつんと当ててくる。

「──己を高めようとあらゆる可能性を鍛える。本当の敵は、己の可能性を否定する自分自身だ」

　──っ。

　……ふいに脳のう裏りを過よぎったのはアザゼル先生だった。よく先生からも「おまえの可能性を信じる」って言われてたっけな。

　そうだ、サイラオーグさんの言う通りだ。自分に何かが足りないと思ったとき、俺はあらゆる視点から強さを探さぐった。その結果がいまの俺だ。

　一年前の俺、半年前の俺、数か月前の俺、過去の俺に言ってやりたい。

　──いまおまえが悩なやんでいることは正解だ、と。

　サイラオーグさんの言葉にじんときている俺だったが、ふと背後に人の気配を感じて、振り返る。

　──と、そこには意外にも意外すぎる者が立っていたっ！

「奇き遇ぐうだ」

　制服の上から、漢服を着た青年──曹操がそこにいて、俺は仰ぎよう天てんしたっ！

　あったりまえだ！　帝たい釈しやく天てんの刺し客かくになり、現在国際大会に参加中のこいつが、冥界の首都の、しかもこんな公園にいるなんてさっ！

「──っ。曹操！　どうしてここに!?」

　俺がビックリしながら問うと、奴やつは平然と肩かたをすくめるだけだった。

「何、この先に用事があるだけさ。一応、認可は得ている」

　そう簡潔に答える曹操。……いや、認可は得ているって言われても、おまえがここにいること自体驚き以外の何物でもないよ。

　何せ、こいつは『魔ま獣じゆう騒そう動どう』の折、この首都を恐きよう怖ふに陥おとしいれたのだから──。

　おっと、おかしなところは他ほかにもあるぞ。こいつ、いつも手にしている聖せい槍そうを持っていなかった。曹操の癖くせである槍やりを肩にトントンする仕草がないと、途と端たんに違い和わ感かんを覚えるのは、いつだってこいつが聖槍を持っているからだろう。

「……何かおかしなところでもあるかな？」

　訝いぶかしげに訊きく曹操に俺は言う。

「いや、おまえが槍を持っていないところ、初めて見たからさ」

「ふっ、さすがに早朝の魔ま王おう領を聖槍なんて持って歩いていたら、今度こそキミたちに殺されてしまう」

　などと、小さく笑いながら、そう返された。

　まあ、そりゃ大問題だわな……。

　──と、俺の横で先ほどから、曹操に熱ねつ烈れつな視線を送るヒトがいた。

　当然だ。何せ、次のゲームでぶつかるチームの『王キング』同士が、こんなところで偶ぐう然ぜんにも鉢はち合あわせしたのだから──。

　サイラオーグさんと曹操は黙もくしたまま、数秒の間だけ視線を交かわした。

　曹操は横を素す通どおりし、一言だけサイラオーグさんに述べる。

「勝負、楽しみにしている」

　サイラオーグさんもニヤリと好戦的な笑えみを浮かべていた。

「ああ、舞ぶ台たいで会おう」

　……力と技わざの権ごん化げ。二人のあいさつなんて、これで十分なのだろう。権化だからこそ、多くは語らない。会って、顔を見れば互たがいにわかるものがあるのだと思う。

　大会を見守る選手たちも、ファンたちも、両者の戦いを楽しみにしている。

　──もちろん、俺も！

　俺とサイラオーグさんは、立ち去っていく曹操の後ろ姿を見ていたが……ふいに俺は疑問が生じて、その場で腕うでを組んで首を傾かしげた。

　サイラオーグさんが不思議に思ったのか、訊いてくる。

「どうした？」

「いえ、あいつが登場するとどうにも……大たい概がい大おお事ごとだったんで」

　京都で出会って以来、あいつと出くわす場面は大事の最中ばかりだった。帝釈天のところに身を寄せてからも、出てくるときは大きな戦せん闘とうや催もよおしのときだったから。

　そういや、俺の上級悪魔昇しよう格かくのときも来てくれてたな。

　サイラオーグさんが言う。

「ふっ、あの男は身に宿った力のせいで、どこからも注目を浴びるだろうからな。あの男もあの男で、一言では片付けられない生き方をしてきているのだろう」

　──注目、一言では片付けられない生き方……。

　……最強の神滅具ロンギヌスを宿した男の半生、か。どういうものだったのか、ちょっとだけ興味が引かれるけど……。

　神器セイクリツド・ギアによって、まともな人生を歩めなかった者たちの長おさをやっていた以上、あいつも……。

「……あいつは、どうして異い形ぎように挑ちよう戦せんするなんて野望を抱いだいたんだろう」

　俺は出会った当初、曹操が語っていた目標を口にする。

　人間だからこそ、異形に挑戦したい──と。化け物を倒してきたのはいつだって人間だとあいつは語っていたが……。

「……さてな。聖書の神が創つくった『システム』は、俺たち悪魔には計り知れないのだろう」

　サイラオーグさんはそう言ったあと、ランニングを再開する。

　俺はそれについていきながら、顔だけ後方──曹操のほうを振ふり返る。小さくなっていく曹操の姿。

　……戦意もなく、槍を肩に担かついでいないあいつの後ろ姿は、年相応の青年にしか見えなかった──。








　　　Power.2　英えい雄ゆうと少年たち









　中国の山奥にある田舎いなかの農村で、その少年は生を受けた。

　少年が生まれた家は、先祖代々農家であり、祖父も曾そう祖父も古くから農業を営み、その村で生しよう涯がいを過ごした。

　少年も物心ついたときから、農業に従事し、両親に土いじりを教えてもらいながら、日々を送っていた。

　何もない農村だった。家にテレビもなく、村自体、電気もまともに通っているとは言えないほどの田舎だった。

　少年の住む家は掘っ立て小屋だったが、それは彼の家に限ったことではなく、村の大半がそのような家だった。

　それが当たり前の世界だった。

　少年は同世代の友人たちと、山を駆かけ回り、冒ぼう険けんごっこをするのが大好きだった。

　両親から聞かされた恐おそろしい「妖よう怪かい」の話に心躍おどらせ、友人たちと山に入っては探検隊と妖怪役に分かれて、妖怪退治ごっこをするのが何よりも好きだった。

　少年は──うれしいとき、悲しいとき、怒おこられたとき、決まって行く場所があった。自分だけの特等席──村で一番大きな木の上に登って、正確な名も知らない高山を眺ながめる。

　村から見える一番高い山──。あの山に登るのが、夢だった。

　変わらぬ田舎での生活──。これが一生続くのだと幼おさな心ごころに思っていた。

　しかし、ある日、それは唐とう突とつに起きる。

　友人たちといつものように冒険ごっこで山へ入ったときだ。自分だけ、迷子になり、山の奥深く、奥深くへと入り込んでしまった。

　そこで会ったのは──見たこともない異い形ぎようの化け物だった。

　化け物が、山の生物を捕ほ食しよくしていたところに少年は偶然に出くわし、不運にも気づかれてしまった。化け物は、「久しぶりの人肉だ」と舌なめずりして、少年に襲おそいかかる。

　少年は必死で逃にげて逃げて逃げ抜ぬこうとしたが、山のなかでは思っている以上に走り回れず、所しよ詮せん子供の脚きやく力りよくでは──異形の足に勝てるはずもない。

　程ほどなく捕つかまり、いままさに食われようとするときだった。すべてに絶望した彼の脳のう裏りを走そう馬ま燈とうのようにいままでの人生が過よぎり、そのなかで一番楽しかった友人たちとの妖怪退治ごっこが蘇よみがえる。

　……ああ、僕に妖怪を倒たおせる力が本当にあったらな──。

　そう思ったときだった。体の奥がドクンと激しく脈動し、胸が光り輝かがやき、それが突つき出てくる。

　──一本の神こう々ごうしい槍やりだった。

　化け物はその槍の放つ光に身を焼かれ、体をよろめかせた。

　少年は槍をつかみ、まるで最初から知っていたかのようにそれを振るってみせた。

　──数分後、少年は血まみれのまま、化け物が消しよう滅めつした場所を呆ぼう然ぜんと見つめていた。

　少年が、村の捜そう索さく隊に発見されたのはそれから一時間後のことである。両親を初め、村の全員が、血まみれの少年の姿に驚きよう愕がくしたのだった。

　それから、再びいつもの田舎暮らしが戻もどった。けれど、ひとつだけ以前と異なる点があった。

　──彼は輝く槍を手に出すことができるようになっていたのだ。

　自分の身に起きたことはわからない。あまりのことに両親や友人にも打ち明けられなかった。

　しかし、槍を見つめているとどこか心が落ち着く自分がいた。

　何もない山奥の村で、ごく普ふ通つうの農家に暮らす自分の手元に現れたキレイな槍──。

　彼にとって、生まれて初めて、「自じ慢まん」できるものが出来た瞬しゆん間かんだった。

　半年後、少年はまた別の化け物に会う。

「なるほどのぅ。これはまたえらいところに槍が出たもんじゃて」

　年老いた猿さるのような化け物だった。化け物は自分を「斉せい天てん大たい聖せい」だと名乗った。

　猿の化け物は少年の頭をなでながら言う。

「……坊ぼう主ずや、そいつはなぁ、その槍はよぅ、こんな山奥にいるおまえさんをいずれ辛つらい目に遭あわせるだろうよ。でもな、坊主。おまえさんはおまえさんだ。槍がおまえさんじゃねぇんだぜぃ？　槍をおまえさんの一部にしなきゃあいけねぇ」

　それだけ言うと、猿の化け物は「さてねぃ、天てん帝ていにはなんと報告すりゃいいんだろうかねぃ」と苦笑いしていた。

　猿の化け物は去り際ぎわにこう少年に言う。

「坊主がわかるかどうか知らないけどねぃ。おまえさんの体にはこの国の英雄──『曹そう操そう』の血が流れているようだぜぃ？　ま、あくまで流れているだけ。それに気づき、生かし、目覚めるかどうかは──坊主しだいってことだぜぃ」

　──『曹操』。

　少年にとっては、自分の名前とも違ちがうまったく知らない者の名前である。だが、『英雄』という響ひびきだけは彼の心に強く残り続ける。

　槍を手にしてから、彼はそのような不思議な体験ばかりをしていく。

　そして、ついに化け物だけじゃなく、人間たちからも接せつ触しよくが図はかられた。

　とある日、農作業から帰ってくると、見たこともないキッチリした服装のヒトたちが、少年の家を訪おとずれていた。

　少年の両親は、彼が帰ってくるや否いなや、笑顔でこう言う。

「良かったな！」

「ええ、良かった！」

　そう言われ抱だきしめられる少年は意味不明の状態であったが、両親は続けてこう口にする。

「おまえは、都会の学校に行くことになったんだ！」

「良かったわね！　おいしいものもたくさん食べられるんだって！」

　いきなり、そんなことを言われた少年は、頭の上に疑ぎ問もん符ふが浮うかぶような状態であったが……キッチリした服装のヒトたちは、少年に作り笑顔でこう言う。

「キミは選ばれたんだ。私たちはお父さんとお母さんにそのことを伝えに来てね」

　そのヒトたちが説明を始めたが、そのときの少年には理解が困難な言葉の羅ら列れつであり、到とう底てい状じよう況きようを把は握あくすることなどできなかった。

　──が、少年はひとつだけ理解できた。彼の視線の先に父親の手があった。

　父親の手には──分厚い札束が握にぎられていた。

　幼い少年でも、すぐにそれだけは理解できた。




　──自分は売られたのだ、と。




　少年はその日のうちにわずかばかりの食料をポケットに詰つめ込んで、家を飛び出していった。

　数日家出すれば、元の生活に戻れると思った。──が、彼のその認にん識しきは、常じよう軌きを逸いつした世界からの訪問者により、その日から崩くずされる。

　すぐに武器を手にした大人たちに命を狙ねらわれだしたのだ。理り不ふ尽じんな生活の始まりだった。少年は輝く槍を振るい続け、大人たちから逃げ続けた。

　追つい跡せき者に遭そう遇ぐうしても、槍があったおかげで難を逃のがれた。

　山で道に迷い獣けものに出くわしたときも、槍があったおかげで助かった。

　ある村で人身売買のバイヤーに襲われたときも、槍があったおかげで撃げき退たいできた。

　人生が一変する出来事の連続を体験しながらも彼は──広い世界をようやく目にすることができた。

　きらびやかな建物、山のように高いビル、村の祭りの比ではない数え切れないほどの人々が行き交かう広い道。

　そんな、彼を圧あつ倒とうする街のなかでも刺し客かくは容よう赦しやなく彼と──槍を狙った。

　──おまえの槍を寄よ越こせ！　それはおまえが手にするには勿もつ体たいないほどの代しろ物ものなのだぞ！

　殺されかける日々──。

　なかには彼を言葉巧たくみに自分たちの勢力に引き込もうとする者たちもいたが……。

　親に売られ、逃げ続ける日々のなかで、少年は槍以外信じられなくなっていた。

　そうして、村を飛び出して、数年後──。

　少年は、中国からも抜け出して、他国で生き抜いていた。

　見たこともない他国の文化、人々に触ふれていくうち、彼にひとつの信念が生まれた。




　──俺には槍がある。この槍があればどこにでも行ける。どんな奴やつにも勝てる。




　逃とう亡ぼう生活を続けるなかで、彼は戦いの才能に目覚め、槍の特性も引き出していったのだ。

　そして、彼は名を捨すて、猿の化け物が口にしていた英雄の名──『曹操』を名乗るようになった。さらに『神器セイクリツド・ギア』という異能の力がある自分の持つ槍は、そのなかでも特別な『神滅具ロンギヌス』であって、最強の『聖遺物レリツク』とされていることを知る。

　少年──曹操は、それからも世界を回り、青年になってから出生地に一度だけ戻った。

　世界を回るうち、自分の住んでいた村は世界のほんの一部でしかないことを知り、何よりも「金」というものの力を理解した。あの貧しい村で暮らす一農家があれだけの大金を手にすれば、子供をどこかに預けてしまおうと思っても仕方がないという結論に、曹操は至っていた。

　今いま更さら、誰だれに何を言うつもりもなく、村に居残るつもりもなかったが、ひと目だけ両親の顔を見ていこうと思ったのだ。

　しかし、自分の住んでいた家は──荒あれ果はて、無人になっていた。

　両親はそこにはいなかった。

　彼がそれとなく村の者に事情を訊きいたとき、村人は嘆たん息そくしながら語り始める。

　彼の両親は、その後訪れたとある勢力のエージェントに、息子の情報を提供したのだという。

　最強の『神滅具ロンギヌス』の情報は、所有者の出生も含ふくめて、とても貴重だ。その『神滅具ロンギヌス』ともども所有者を自じ陣じんに引き込むための情報はひとつでも多く欲ほつしただろう。

　何より、両親は子の情報を売って得た報ほう酬しゆうで、贅ぜい沢たくの味を知った。貧びん乏ぼうな暮らしを送っていた二人にとってみれば、世界が塗ぬり替かえられるほどの出来事だっただろう。

　もちろん、贅沢の味も知らなければ、金の使い方も知るはずもなく……。程なくして、彼らはあらゆるところに金を無心するようになり、多額の借金を背負った。

　毎日のように借金取りに追われ、どうしようもなくなった二人が選んだのは──。

　話をしてくれた村人は、無人となった廃はい屋おく──曹操の生家の天てん井じようを指差し、一言こう漏もらす。

　──そこであの二人は首をくくっていたよ。

　……………………。

　…………それが、あの二人の出した最さい期ごの答えだった。

　──俺にこの槍が宿らなければ、俺たち一家の人生は平へい穏おんだったのか？

　曹操はそう考えることもあったが、すぐに頭を振ふって切り換かえる。

　──俺も、俺の両親も、弱っちいただの人間だ。

　槍があろうと、なかろうと、俺自身は弱いままに違いない。英えい雄ゆうの血が流れていようと、特別な槍を持っていようと、自分はあのとき、状況を変えることができなかった。

　あのとき、逃にげずに戦えば、親はそんな末路を迎むかえることがなかったのかもしれない。あのとき、逃げずに話し合えば、共に生きることができたかもしれない。

　かもしれない……かもしれない……かもしれない……。

　あらゆる可能性を頭のなかで巡めぐらせるが……すべては虚むなしく、荒れ果てた無人の家という眼前の現実しか返ってこない。

　曹操は無人の家で一時間だけ座り込み、そしてそのまま村を出て行った。もう、二度と帰らないと誓ちかいながら──。

　俺には──俺しかない。

　手元には、槍しか残らなかった。それなら……この槍でどこまで行けるか、行ってみるしかないのだろう。

　それは、曹操がそのときに抱いだいていたすべての原動力──存在の根源だった。

　その後、彼は自分のように神器セイクリツド・ギアに人生を変えられた者たちと接触し、その過程で超ちよう常じようの存在たる神々と、異い形ぎようのモノたちをさらに知る。

　──悪魔、魔ま王おう。ドラゴン、龍りゆうの王、龍の神。

　彼らは人間を遥はるかに超ちよう越えつした力を持ち、この世界の裏側で暗あん躍やくしていた。

　自然と、曹操は胸に一つの想おもいを抱く。

　──彼らと自分。この槍はどこまで彼らに届くのだろう、と。

　生まれて初めて目的──生きがいのようなものを得た彼の周囲には、いつの間にか、神器セイクリツド・ギアを持った者たちが集つどっていった。

　自分の人生を塗りつぶした神器セイクリツド・ギアをもって、新たな生きる意義を見み出いだす──。

　そこからは戦いの日々だった。同じ異能力者であろうと、悪魔であろうと、ドラゴンであろうと、曹操たちは立ち向かい、自分の力を誇こ示じしていった。

　そのなかで、そいつらに出会う。

　兵ひよう藤どう一いつ誠せい、ヴァーリ・ルシファー──。

　神や伝説の魔物を目の前にしても一いつ切さい怖おそれなかった曹操が心底、畏い怖ふ、戦せん慄りつを覚えたのは──その二に天てん龍りゆうだった。

　一人は、自分以上の絶大な才能を見せつけてくれた。

　もう一人は、聖せい槍そう以上に理不尽でデタラメな奇き跡せきを連発してくれた。

　そして、兵藤一誠一行によって、曹操たちは生きる意義を、戦う理由を、力も、誇ほこりも、何もかも、粉々に打ち砕くだかれた──。

　悪魔の世界──その首都リリスの公道を歩く曹操は、己おのが半生を振り返りながら独特の色模様を見せる冥界の空を眺ながめる。

「……俺は蒼あおいほうが好きだな」

　そう独りごちる彼は、ただただ目的地まで歩を進めた──。




　　　　─○●○─




　冥めい界かい首都リリスのとある区域にある住宅街、その一角に曹操はたどり着いていた。

　そこは──悪魔の子供たちが通う幼よう稚ち園えんだった。

　守衛の者に話を通し、中に案内してもらう。すると、花か壇だんで作業する巨きよ軀くの男性が目に飛び込んできた。

　作業服を着る──ヘラクレスだった。

　彼は現在曹操のチームに在ざい籍せきしており、共に国際大会に出場しているが、普ふ段だんはこの幼稚園で用務員の仕事をしている。

『魔ま獣じゆう騒そう動どう』の折、冥界政府に捕つかまった彼は、散々尋じん問もんされたあげく、悪さができないよう体に何重もの呪じゆ術じゆつを刻み込まれた。

　その上で、政府──魔王サーゼクス・ルシファーは、彼を牢ろう獄ごくではなく、この幼稚園に預けたのだ。

　ヘラクレスが、あの騒動のときに幼稚園のバスを巻き込んだのを知りながら、あえてかの魔王はここに送り込んだ。

　当然のごとく、最初は領民──特に園児たちの親からは非難の声が上がったが……悪魔たちが最終的に受け入れたあたり、魔王──特にサーゼクス・ルシファーの絶大なまでの人望の高さがうかがえる一件だった。

　問題を起こせば、その時点で呪術は発動し、ヘラクレスの身を焼く。しかし、現在でも生きているということは……。

　帰りの時間だったのか、迎むかえに来た親に手を引かれて園児たちが園舎をあとにしようとする。

　園児たちが花壇で作業をするヘラクレスに手を振って声をかけていた。

「じゃあね、おじさん」

「また明日ね、おじちゃん」

　ヘラクレスも作業をしながら、ぶっきらぼうに手を振って応こたえていた。

「気ぃつけて帰れや。あと、俺をおじちゃんと呼ぶな」

　ふいに彼と目が合う。見られたくない姿を見られたと思ったのか、ばつの悪そうな表情をしていたが……。

　ヘラクレスが作業を止やめ、顔に土をつけたまま、こちらに歩み寄ってきた。

　曹操は一言漏らす。

「仕事中にすまないな」

「……へっ、格好悪いところを見せたな。英雄ヘラクレスの魂たましいを受け継つぐ俺が、いまじゃ幼稚園の用務員兼けん守衛だ」

　そう、領民たちが彼を受け入れた理由のひとつが、いざというときのガードマンである。呪術で捕ほ縛ばくされている以上、そのときが来たら強制的に動かざるを得ない。ここ最近、危険な事件が連続して起こっていたため、『力』を持つ者として犯罪者が『壁かべ』になるということは、とりあえず溜りゆう飲いんが下がるのだろう。

　そうだとしても、曹操は悪魔の感性が「おっぱいドラゴン」の流行も含めて、どこかズレているように思えてならなかったが。種族と文化が違ちがうため、これ以上の思し慮りよは無む駄だなのかもしれない。

　ヘラクレスが軍手を取りながら訊いてくる。

「ここに来た理由は国際大会──だろ？　おまえがこんなところにまで来るなら、それしかない」

　そして肩かたをすくめる曹操。

「それもあるが、おまえの仕事風景でも見てみるかというのもあった」

　その言葉にヘラクレスは一いつ瞬しゆん間ま抜ぬけな表情となるが……頰ほおをかいて苦く笑しようした。

「……へっ、変わったよな、おまえも」

「そちらも大分な。このあと、指定の場所でミーティングをするのは覚えているな？　一いつ緒しよにそこへ向かうか」

　曹操の提案にヘラクレスは「あいよ」と答えるが、すぐに花壇のほうに目をやった。

「あっちの作業を終えてからでいいか？　一応、それが俺のここに繫つながれている理由だしよ」

　曹操は「ああ」と返し、制服の袖そでをまくりあげた。

「俺も手伝ってやろう。土いじりはそれなりに経験がある」

　冥界で土をいじるなど、想像もしていなかったが……それもいいだろうと曹操は小さく笑った。







　曹操がヘラクレスを伴ともなって次に向かったのは──キリスト教、カトリックの総本山ヴァチカンだった。

　冥界の魔王領に入ったときのように、帝たい釈しやく天てんから譲ゆずり受けた認にん可か証しようを係の者に見せて、ヴァチカンの端はじっこにある施し設せつに足を運ぶ。

　聖遺物たる聖せい槍そうを持った自分が、かつて彼らと敵対し、いまは何事もなかったように彼らの本ほん拠きよ地ちに足を踏ふみ入れる。彼は静かに自じ嘲ちようした。

　二人がたどり着いたのは──戦士育成機関に所属する若い戦士たちが寝ね泊とまりする宿舎だった。

　そこが、次の試合のためのチームミーティングをする場所だった。なんとなく、自分のいまの立場を利用して最大限どこまで行けるのか試ためしたというのもあるが……単に興味本位でこのような場所を選んだところもある。

　その宿舎の食堂に足を踏み入れると、夕飯時というのもあったためか、人で賑にぎわっていた。屈くつ強きような教会の戦士たちが、思い思いに食事に舌した鼓つづみを打っている。

　教会は内部の改革で戦士の数が減少傾けい向こうだと聞いていたが……少なくともこの宿舎の食堂は盛せい況きようだった。

　実力のある戦士たちはすぐに曹操やヘラクレスの気配に気づいて驚おどろき、視線をこちらに送ってくる。しかし、こちらに敵意がまったくないことを知ると、怪訝けげんに思いつつ、警けい戒かいしながら食事を再開していた。

　食堂のテーブルの間をせわしなく動き回る女性がいた。──ジャンヌだった。

　エプロン姿のジャンヌが、料理の盛られた皿を両手に持って、次から次へテーブルに置いていく。

　彼女もこちらの気配に気づいたのか、声をかけてくる。

「あら、あんたたちか。ちょっと待ってなさいな。いま忙いそがしいから。そうだ、あんたたちも食べてく？　安くしておくけど？」

　顔を見合わせる曹操とヘラクレスは、何も注文しないでここに居座るのも周囲に奇き妙みように映るだろうからと、パスタ料理を頼たのむことにした。

　夕飯の時間が終わり、戦士たちもほぼ出て行ったところで、ジャンヌは一息ついて、エプロンをはずしてこちらに向かってきた。同じテーブル席にどかっと座る。

「まったく、ただでさえここの料理番で忙しいのに、国際大会のミーティングをここでするなんて。ヴァチカンも特例で許すとかあり得ないわ」

　毒づく彼女。ここにメンバーが全員集まるまで、しばしの閑かん話わとなった。

　ジャンヌは、ヘラクレス同様『魔獣騒動』で捕まった。ただ、ヘラクレスと違ったのは、冥界からヴァチカン本部に移送されたことだ。そこであらゆる罪を問われ、最終的にこの宿舎の料理番に任じられたのだ。

　ヴァチカンの者たちも、冥界の悪魔たち並に理解しがたい判決を下したものである。

　ジャンヌの場合は、教会にとっても聖人の魂を継ぐ者であるため、対応が難しいところがあったのだろうと曹操は推察する。

　そういうこともあり、彼女はここで毎日教会の戦士たちに料理を振ふる舞まっていた。

「キミがヴァチカンの、それも戦士育成機関のコック見習いになるとはね」

　曹操が皮肉げにそう漏もらすと、ジャンヌはテーブルに頰ほお杖づえをつきながら嘆たん息そくする。

「私だって、まさかのまさかよ。法王聖せい下かがおっしゃるには、『聖人たるジャンヌ・ダルクの魂を受け継ぐ者であるのなら、人々を救済してこそのカトリック教徒である』、だそうよ？」

　教会の理解しがたい考えに曹操とヘラクレスは苦笑した。

　ジャンヌは面おも白しろおかしそうに曹操とヘラクレスを見る。

「まあ、私からすればあんたたちも相当変わったように思えるけどね？……それで鎖くさりに繫がれた私やヘラクレスをまた勧かん誘ゆうしてまで、リーダーは国際大会で何が欲ほしいの？　優勝賞品で世界を取る算段でもあるとか？」

　ジャンヌの言葉にヘラクレスも同調したように、曹操の顔を見る。

「……単純にいまの己おのれ自身を試したいだけだ」

　曹操はそう言い、こう続ける。

「──俺たちは自分たちを天才だと思っていた。天にも地にも祝福された人を超こえる真の『英えい雄ゆう』なのだと。それを砕かれた。赤い龍ウエルシユ・ドラゴンと、白い龍バニシング・ドラゴンに──」

　奇き跡せきの道具と技わざを持とうと、冗じよう談だんのようにそれ以上の奇跡を何度も連発する者たちには通じないということを知った。いや、安易に触ふれてはいけない存在があることを知ったのだ。

　──悪戯いたずら心で二に天てん龍りゆうと戦うことは、確実に身を滅ほろぼすことになる。

　それは自分たちも含ふくめ、いままで彼らに倒たおされた強者の数からもわかることである。

　そして、彼らと戦って生き残った者たちから、二天龍にまともに挑いどめる術すべもわかった。

　──彼らは正面から挑む者たちを好み、挑んだ者たちも大きく成長を遂とげている。

　……強くなりたいという想おもいと、彼らに挑ちよう戦せんしたいという戦意を両立させたいのなら、それが一番の近道となる。

　何より、もう二度とあのような理解のできない奇跡で翻ほん弄ろうされ、打だ倒とうされるのはごめんだった。だから、俺は──。

　曹操の言葉にジャンヌが続いた。

「彼らを正面から打ち倒したい？」

　ジャンヌに想いを読まれたことに少しだけ驚いて目を向けると、彼女から「以前より、あなたはわかりやすくなったわ」とだけ返された。

　構わず曹操は続ける。

「正直、いまの彼らにいまの俺が勝てるかはわからない」

「あら、自信に満ちあふれたあの英雄派の首しゆ魁かいが、健気けなげなことを言うものね」

　ジャンヌがそう言う。

　曹操は隠かくさず心の内を吐と露ろした。

「──しかし、悔くやしさだけは消し去れなかった。屈くつ辱じよくと敗北感と恐きよう怖ふ心というこの心に刻まれた傷きず跡あとは、彼らを倒さねば癒いえないとわかった。ただそれだけだ。ただそれだけの理由で、俺は戦う。──リベンジさ、彼らへの、そして自分への」

　志こころざしを同じにする仲間たちと英雄を目指した──が、それは英雄ごっこに過ぎなかったとヴァスコ・ストラーダ猊げい下かに看破された。だから、がむしゃらに自分の道を突つき進む赤せき龍りゆう帝ていに負けたのだと──。

　……英雄は民たみが決めるものだとも、猊下は言われた。自分たちはまだ「英雄だ」と民に選ばれるステージにすら立っていない。

　英雄の定義は今後の自分たちにとって、あらためて考え直す必要があるが……まずは、二天龍を追ってみようと曹操は思い至ったのだ。

　──と、食堂に新たな人ひと影かげがふたつ現れる。

「リーダー、お連れしました」

　そう言いながら登場したのは神器セイクリツド・ギア『闇夜の大盾ナイト・リフレクシヨン』の所有者──コンラであった。京都で敗れたあとも、英雄派が瓦が解かいしたあとも、帝釈天の先兵に成り下がったあとも、彼は曹操のもとに身を寄せた。

　もう一人は、英雄派が兵藤一誠たちに壊かい滅めつさせられたあとに、単独でリアス・グレモリーを幻まぼろしの世界に引き込んだ神器セイクリツド・ギア『幻映影写ドリームライク・カース』の所有者──マルシリオだった。

　こちらは兵藤一誠たちに打倒されたあと、冥界政府に引き渡わたされ、ヘラクレスと同様の措そ置ちが執とられた。やはり、ヘラクレスと同じく現在大会参加に協力してくれているところだ。

「ああ、すまないな、コンラ、マルシリオ」

　曹操の視線には、コンラとマルシリオの背後にいる青年の姿が捉とらえられている。

　見知ったメガネの青年だった。

「本当にここにいたか。こんなところを今回の集合場所に選ぶとは」

　ローブを着た魔ま法ほう使つかいの青年──ゲオルクであった。

「「ゲオルク!?」」

　彼の登場にヘラクレスとジャンヌは大いに驚き、その場で立ち上がった。

　当然だろう。ゲオルクは、赤龍帝一行にやられたあと、帝釈天の手によって神滅具ロンギヌス「絶霧デイメンシヨン・ロスト」を没ぼつ収しゆうされ、曹操と「魔獣創造アナイアレイシヨン・メーカー」のレオナルドと共に冥めい府ふに落とされたのだから。

　曹操はすぐに冥府から這はい上がったが、彼は冥府に留とどまり、魔ま術じゆつの研究に没ぼつ頭とうしていた。大会にも現時点で参戦していなかった。

　その彼が突とつ然ぜんヴァチカンに現れたのだから、事情を知らないヘラクレスとジャンヌは驚いて当然だった。

　曹操が平然と言う。

「俺が冥府から呼び出した。何やらハーデスが留守にすることが多いらしくてな。だったら、いっそのこと帰ってこいと呼んだ」

　そうしたところ、ゲオルクが応じたのである。

　ゲオルクが愉ゆ快かいそうにメガネをくいっと上げながら言う。

「試合で魔法の使い手がいなくて寂さびしそうなんでね」

　ゲオルクは参戦していなかったが、それでも曹操チームはいまのところ負け知らずである。神クラスと当たっていないという幸運も重なったが……今後は確実に当たるため、彼を呼び寄せたのだ。

　ヘラクレスが──ゲオルクの周囲に視線を配り、誰だれかを探しているようだった。

　ぼそりと漏らす。

「……レオナルドは無理か」

　ゲオルクと共に冥府に残った少年のことが気になったようだ。

　ゲオルクが言う。

「冥府からは帰ってきているさ。グリゴリの研究所に預けることになった」

　そう、冥府から帰き還かんしたら、そういう手はずになっていたようだ、帝釈天の中では。おそらく、グリゴリ──三大勢力との裏での取引だろう。

　曹操が語る。

「──『魔獣騒動』。あの事件から一年も経たっていない。魔獣を産み出した少年の参戦は冥界の世論が許さないだろう」

　それが、帝釈天が最も憂ゆう慮りよしたことだ。彼的に戦力増強として、神滅具ロンギヌスの所有者たる曹操、ゲオルク、レオナルドの三枚のカードは欲しいところだ。──とはいえ、彼らのしでかしたことは大きい。特に大きな被ひ害がいを出したレオナルドは、力が完全に制せい御ぎよできていないこともあり、他ほかの勢力に気を配って、神器セイクリツド・ギア研究の盛さかんなグリゴリに預けたのだ。意外なところで帝釈天は周囲への気配りが細かいと、曹操は感じる。

　そうして、ミーティングの時間が近づくにつれて、続々とメンバーが集まり出す。

　そのなかには、『禍の団カオス・ブリゲード』時代に途と中ちゆうで脱だつ退たいしたものの、大会には駆かけつけてくれている元英雄派の幹部もいた。

　ヘラクレスが、到とう着ちやくしたばかりの──ブラウンの髪かみをした端たん整せいな顔立ちの男性に声をかける。

「お、ペの字も来たか」

「うっす。ペの字言うな。偉い大だいなる男ペルセウスさまと言え」

　そう軽口を叩たたくのは、元英雄派の幹部──ペルセウスだ。

　その名の通り、ギリシャ神話の英雄「ペルセウス」の魂たましいを継つぎし者だ。彼は京都襲しゆう撃げきの寸前に曹操の考えについていけなくなり、英雄派を脱退したのだが、大会の参加には応じてくれたのだった。

　実は、京都のあとに一度だけ曹操のもとに顔を覗のぞかせたこともあった。メデューサの眼を持ってきたのが彼だったのだ。己のなかの正義を貫つらぬくことに関しては、かつての幹部のなかでも一番だったが、義ぎ理り堅がたいことに関しても、彼が一番だった。

　そのペルセウスが、ゲオルクの姿を見て驚おどろいていた。

「って、うわ、ゲオルクじゃん。死神グリム・リツパーに就職したって聞いてたけど」

「あんなブラック通り越してまんま地ヘ獄ルなところで働きたくはない」

　ゲオルクの言いようにゲラゲラと笑うペルセウスは、椅い子すに座るとジャンヌに言う。

「そりゃそうだ。で、ここがジャンヌの職場か。お姉さん、ピザ一枚焼いてくれ」

「パスタ料理でいいなら、曹操たちの残りでも食べなさいな」

　うんざりしたようにジャンヌはそう答えるが、ペルセウスは気にせず「そうする」と曹操とヘラクレスの残しをフォークですくいだした。

　新たにチーム入りするゲオルクを含めてメンバーが全員揃そろったところで、食堂を一時だけ借り受けて、あらためてミーティングを始める。

「よし、全員揃ったようだ。サイラオーグ・バアルチームの資料を配る」

　曹操がメンバー全員に紙の資料を渡した。相手チーム──サイラオーグ・バアル眷けん属ぞくなどの情報が記されたものだ。

　サイラオーグたちは、サイラオーグの弟──マグダラン・バアルと組んでおり、サイラオーグの眷属を中心にマグダランの眷属も補欠メンバーとして用意していた。対戦相手に応じて、臨機応変にメンバーを入れ替かえている。

「──では、ミーティングだ」

　それを踏ふまえた上で、曹操たちの作戦会議が始まった──。

　あらゆるルール下での想定と、相手選手たちの知る限りのデータ、それらを照らし合わせてメンバー各おの々おのの動きを設定していく。

　基本、レーティングゲームのルールは当日にならないと明かされないため、相手チームの戦力を考こう慮りよしながら、先に各ルールへの対処方法を模も索さくするのである。

「──というこのルールが来た場合はこういう想定になる」

　曹操がある程度の対策案をメンバーに話していると、長い話に嫌いや気けがさしてきたのか、ヘラクレスが率直に訊きいてくる。

「……まどろっこしい。なあ、正直に話せよ、曹操。──サイラオーグの一発、おまえは全部避よけられるのか？」

　──っ。

　……この質問に、メンバー全員の視線がリーダーである曹操に集まった。

　次の試合、一番危険なのは当然のことながら、相手チームの『王キング』たるサイラオーグ・バアルの一いち撃げきである。

　冥界の若手悪魔のなかで、無類の攻こう撃げき力を有する悪魔だ。単純な攻撃力では赤龍帝と並ぶとされ、肉にく薄はくしての打だ撃げき戦だけならヴァーリ・ルシファーすら超こえるとも称しようされる力の化け身しん──。

　正面から当たれば──英えい雄ゆうの魂を継つぐこのチームの面々でも、軽く吹ふき飛ばされるだろう。たったの一撃で致ち命めい傷しようとなりえる。

　その上でヘラクレスはチームで一番強い──リーダーの曹操に訊いてきたのだ。

　全部、避けられるのか？──と。それは、一撃でも当たれば、曹操でも倒たおれるとチームメンバー全員が認にん識しきしているからだ。

　──サイラオーグ・バアルの拳こぶしは、あまりに驚きよう異い的なのだから。

　曹操は息を吐はいてから言う。

「さて、どうかな。彼の戦せん闘とうスタイルは、あの兵藤一誠とほぼ一いつ緒しよだ。理り屈くつを超えたパワーで攻せめてくる。一発でも当たれば致命傷になるだろう。ああいう手合いは、こちらの９割９分９厘りんの勝率をただの一撃でもって一いつ瞬しゆんで塗ぬり替えてくる」

　あと一歩まで攻めたとしても、一撃でも食らえば──自分は致命傷を負うだろう。あらゆるビジョンを想像しても、曹操の出した結論は、彼の一撃は受けてはならないというものだった。

　レーティングゲーム国際大会の記録映像で映し出された彼の拳は、寒気がするほどだった。受けた者は、最上級悪魔であろうと倒れ伏ふした。熟練した魔法使いの防ぼう御ぎよ魔法すら、軽々と砕くだいて、相手を殴なぐり倒す。

　単純明快な闘たたかいだ。拳が当たれば相手が倒れる──。だからこそ、かつてないほどの強敵なのである。

　ヘラクレスが言う。

「あいつのパンチ食らった俺からのアドバイスだ。──勝とうとが負けようが、痛ぇままになるぜ」

　ヘラクレスはサイラオーグに成敗され、冥界政府に引き渡された。

　彼は自分の頰ほおをさすりながら、目を細める。

「あいつにやられてから……あいつのパンチの痛みを忘れたことなんて、一度もねぇよ」

　ヘラクレスの語るサイラオーグの拳の威い力りよくにメンバー全員息をのむが──一人だけ笑うものがいた。

「ふふふ」

　ペルセウスだった。

「何がおかしいんだよ」

　ヘラクレスがふくれっ面つらでそう言うと、ペルセウスはカラカラと笑い言う。

「おまえ、それ言うの十回は軽く越こえてるぞ」

「うっせぇぞ、ペルセウスッ！」

　怒おこるヘラクレスを相手にしながら、ペルセウスはこう言う。

「ま、ゲオルクが帰ってきたことで、うちのチームも本領発揮となるかな」

　魔法の使い手──「絶霧デイメンシヨン・ロスト」を持つゲオルクの帰還は喜ばしいことだった。

　ふと、ジャンヌが天てん井じようを眺ながめながら言う。

「ジークのバカもいればね。せっかく、彼の古巣で集合してんのに」

　かつての英雄派の副リーダー──ジークフリートの名が出たことで、全員がしんみりとなってしまった。

　チームで、一番冷静であり、一番……イカレていた戦士だった。ゆえに滅ほろんでしまった。

　曹操は首を横に振ふる。

「……彼がいたら、ここは集合場所に選ばないさ。彼は──あそこが死に場所だったんだ。もう、休ませてやろう」

　グラムに選ばれながら、身に宿るドラゴンの神器セイクリツド・ギアゆえに、魔ま帝てい剣けんのすべてを引き出せなかった剣士──ジーク。

　グラムをはじめ、彼の持っていた魔剣の数々は、教会の別の施し設せつで育った剣士のもとに渡わたった。

　魔帝剣がなぜジークフリートを選び、どうして木き場ば祐ゆう斗とを選び直したのか──。

　きっと明確な答えは出ないだろうが、曹操はなんとなく得心していた。

　……ジークは、このヴァチカンから解き放たれた時点で、己おのれの生き方に満足してしまったのだ。この地の呪じゆ縛ばくから放たれて、彼の目的はほとんど完かん遂すいされてしまったのだろう。

　──己の成長を止めた主あるじの姿に、魔帝剣は否いなやを突つきつけたのだ。

　……いや、それすらも正確ではないだろう。答えはやはりあの剣しか持ち得ない。

　なんとも言えない空気になったときだった。

　食堂の扉とびらがコンコンとノックされる。メンバーの一人が対応したところ、扉の向こうから現れたのは──若い教会の戦士たちだった。

　彼らはジャンヌの姿を視界に捉とらえるなり、中に恐おそる恐る入ってくる。

「ジャンヌさん、試合が近いって聞いたよ──って、曹操選手!?　お、おい、聖せい槍そうの使い手がいるぞ！」

　試合や事件で知ったのか、曹操の顔を確認するや戦士たちが驚き、突とつ然ぜん拝おがんでくる。

『ああっ、主しゆよ！　聖槍よ！』

『アーメンッ！』

　などと、曹操に対して祈いのりを捧ささげだしたのだ。これにはさすがの曹操も困こん惑わくしていた。

　ここは教会の本ほん拠きよ地ちだ。聖人と大いに関係のある槍やりを持った者が来れば、信しん仰こう心のある信徒ならばこういう対応になるだろう。しかも曹操は（須弥山しゆみせん勢力として）国際大会に出ているため、試合を観戦している者にとっては有名なのだ。

　ヘラクレスは愉ゆ快かいそうに笑っていた。

「ククク、ようやく聖槍さまの本来のお役目が果たせたな？」

「言っていろ」

　若じやつ干かん照れ気味の曹操がそう返す横で、若い戦士たちがジャンヌに言う。

「──がんばってください」

「あまり公おおやけに応おう援えんできないけど、それでも応援させてもらいます」

　そう、それはジャンヌに対しての応援だった。

　予想もしていなかったのか、突然のことにジャンヌは目を白黒させる。

　戦士たちが言う。

「ジャンヌさんのパスタ料理、味が濃こいときが多いけど、最近、癖くせになってきてさ」

「そうそう。それと、壊こわれたピッツァ用の釜かま、ジャンヌさんが大会から帰ってくる頃ころまでには直しておくから、またあの生焼けのマルゲリータを作ってくださいよ」

　若い戦士たちの激げき励れいにジャンヌは顔を背そむけ、素そっ気けない態度をわざと取っていた。

「……ったく、あんたたちは……私は悪人よ？　善よい子は天使さまたちを応援してあげなさい」

　それを見ていた曹操は、これも冥界や教会──天界の意地悪な罰ばつなのだろうと思った。こういう状じよう況きようにさせることで、ジャンヌの毒どく気けを完全に抜ぬこうとしているのだ。

　これはヘラクレスに対しても同様だ。

　……しかし、それもいいのかもしれないと思える自分がいることに、曹操は小さく笑う。

　応援に来た戦士たちが帰ったあとで、ゲオルクがメガネをくいっと上げながら感かん慨がい深く言う。

「──国際大会。こんな形で俺たちがやろうとしていたことが叶かなえられるなんてな」

　全勢力の者が、身分も出生も問わず参加できる未み曾ぞ有うの大会──。そこに参加すれば、悪魔だろうと、天使だろうと、ドラゴンだろうと、神だろうと、相手にできる。

　そのようなこと、少し前までは想像もできなかった空想の物語のような状況だ。

　ヘラクレスもこれには苦笑いする。

「へへっ、バカらしくなるよな。あれだけ、無法に大暴れしておいてよ、いまじゃ公に異い形ぎよう側と戦える。しかも伝説の魔ま物ものや魔王クラス、あげくに神クラスもわんさかだ」

　各勢力に敵対してまで、超ちよう常じようの存在と戦おうとした自分たち。

　一年前のことは常じよう軌きを逸いつした行動だった。それがいまでは、公に行えるのである。

　馬ば鹿からしく感じてしまっても仕方のないことだが……だとしても、自分たちが起こした事件が許されることはないだろう。

　曹操が言う。

「実にわかりやすくなってしまったな。何せ、この大会で優勝すれば──俺たちが世界最強ってことになるんだから」

　その一言にメンバーが不敵な笑えみを見せる。

　ヘラクレスが右の拳を左手のひらに打ち付けて言う。

「やるさ。やってやるさ」

　ジャンヌも髪かみの毛を払はらいながら言う。

「ええ、だからこそ、曹操のもとに再度集まったんだから。なに、今回がダメでも次回また挑ちよう戦せんすればいいだけのことよ。──勝つまでね」

　ペルセウスがカカカと笑いながら言う。

「ああ。メデューサの眼を渡したあとに関かかわりを完全に断った俺が言えた義理じゃないが……曹操、いまのあんたなら信じられるよ。ジークの分まで戦おうかね」

　死んだ仲間もいた。──が、かつて去った仲間が戻もどってきた。

「俺はあなた方と戦えて光栄です」

「再度集まれただけで自分は十分です」

　影かげ使いのコンラと幻まぼろし使いのマルシリオがそう言うと、ゲオルクも同意する。

「同じく。曹操のもとであの夢の続きを見られるのなら本望だ」

　──人間のまま、どこまで強くなれるのか？

　曹操はメンバー全員の顔を見み渡わたす。

　ここに集つどっている者たちは全員、神器セイクリツド・ギアによってまともな人生を送れなかった者たちだ。

　その鬱うつ憤ぷんを晴らすかのように英雄ごっこをしていた曹操たちの姿はヴァスコ・ストラーダの目にはさぞ滑こつ稽けいかつ幼よう稚ちに見えただろう。

　……俺たちは弱っちい人間だ。体も心もとても脆もろい。それでも、英雄の血と魂たましいを継つぎ、奇き跡せきのような力を与あたえられた。それに意味はあるのか？　意義があるのか？

　……いまだ答えは出ないが……兵藤一誠やヴァーリ・ルシファーのように、曹操たちもこの時代を真まっ直すぐに駆かけ抜けたいと思っている。

「では、明日は勝とう」

　曹操の言葉に全員がうなずいた──。

　それを確かく認にんした曹操はふいに思い出す。

　故郷に一度だけ戻ったあの日、両親の最さい期ごを知ったあとのことだ。

　なぜだか曹操は、幼少時に村で一番大きな木から眺めていたあの山に登った。無む性しように登りたくなったのだ。あれほど大きく見えた高山は、登ってみると呆あつ気けなく、すぐに登頂できてしまい、酷ひどく拍ひよう子し抜ぬけした。

　所しよ詮せん、子供の目から見える風景などたかが知れている、と少しだけ落らく胆たんする結果に終わりかけた。

　しかし、頂上で彼を待っていたのは──壮そう大だいに広がる抜けるほどの青い空だった。

　果ての見えない蒼そう天てんを目に捉えたとき、この山の上にはまだこんなにも広く終わりの見えない世界があったことを、あらためて認識した。

　では、この空の先には何があるのか──。

「……蒼天の先、どこまで行けるのか。行けるところまで行ってみるか」

　あのとき抱いだいた想おもいは、やり方は変われど、いまだ抱き続けている。








　　　Power.3　力と技わざの狂きよう宴えんが始まる









「紫金の獅子王インペリアル・パーピユア」チームと「天てん帝ていの槍やり」チームの試合当日──。

　俺こと兵ひよう藤どう一いつ誠せいは、会場となるアガレス領の空中都市──アグレアスに来ていた。そう、クリフォトに奪だつ取しゆされた空中都市は、取り戻もどされ検分をすべて終わらせたあと、国際大会用の舞ぶ台たいのひとつとして復活を遂とげていた。

　新旧オカルト研究部いつものの面々は、シトリー眷けん属ぞくと合流したあと、アグレアス・ドームにある専用のＶＩＰ観戦室に赴おもむき、そこで試合を見守る形となった。

　この都市自体がレーティングゲームの聖地だけあり、一いつ般ぱんの観客席は満員御おん礼れい状態で、空あいている席を見つけるのが難しいぐらいだった。

　そのなかで、実じつ況きようアナウンサー──俺たちのときと同じナウド・ガミジンさんが吼ほえる。

《さあ、期待の一戦が始まります！　若手悪魔の筆頭とも言える『若手四王ルーキーズ・フオー』最強サイラオーグ・バアル選手と、神滅具ロンギヌスの中でも最強とされる『黄昏の聖槍トウルー・ロンギヌス』の曹そう操そう選手、この両者が率いる大注目のチーム同士の対決とあって、観客席のテンションは試合開始前から最高潮です！　では、今日の実況解説ゲストをお呼びします！》

　カメラがナウドさんの隣となりを映すと──そこにいたのは、少年の格好をした神、シヴァだった！

《どうも皆みなさん、こんにちは。大会の主しゆ催さい者しやでもありますシヴァです。お見知りおきを》

　などと、微笑ほほえみながら言ってくれるが……っ！　よりにもよって、破は壊かい神兼けん大会主催者さまが実況の解説かよっ！

　ナウドさんも緊きん張ちよう気味だった。

《かの破壊神さまがおいでくださるとは、私も緊張しております！》

《ははは！　気にしないでほしいな。なに、ここが悪党に狙ねらわれてテロが起こったとしても、僕がなんとかしよう。まあ、相手が神だろうと、問題はないさ》

　なんつー危険極きわまりないことを口走ってくれるんだかっ！　そりゃ、シヴァがいればここは世界でも有数の安全領域だろうよ！

　ナウドさんは《そ、それは心強いですね……》と破壊神ジョークに困惑していた。──と、気を取り直して咳せき払ばらいすると、あらためてマイクを震ふるわせる。

《さあ、各勢力の要人からも注目を浴びるカードっ！　もう間もなく試合開始となりますっ！》

　それにしても、懐なつかしい限りだ！　俺たちがサイラオーグさんと戦ったアグレアスで、今度はサイラオーグさんがあの曹操と戦うなんてよっ！

　すでに両チームのメンバーがにらみ合うように一列に並んでいる。両チームとも言い知れない覇は気きを全身から放っていた。

　俺たちが戦ったときのようにフィールドに岩──浮うき島しまはない。今回は競技用のフィールドに替かえられている。と言っても、試合開始前に専用のゲームフィールドに転移するだろうけど。

　なかなか試合が始まらないのには、理由があった。

　──曹操チームの『女王クイーン』が遅おくれているのだ。

　……つーか、ここにいる俺たちや観客も、その者の登場に注目していた。

　横に座るリアスが言う。

「……今回の曹操チームの登録メンバー表が公開されたとき、誰だれもが驚おどろいたはずよ」

　そう、彼女の言う通りだ。……何せ、試合前に開示された両チームのメンバー表の曹操チーム側の登録には、無知な俺でも知っている者の名前が記されていたのだから──。

　観客がざわつきだしたなかで、それは出現したっ！

　曹操チームが入場してきたゲートから、パカラパカラと蹄ひづめの音を立てながら、赤い毛並みの巨馬が現れる！　そして、それに騎き乗じようしている者に全員の視線が集中する！

『──遅れて申し訳ない』

　そう言いながら登場したのは──緑色の戦せん袍ぽう（古代中国の武将が着る戦せん闘とう衣い装しよう）を着た巨きよ漢かんだ！

　長すぎる髭ひげを生やし、モニター越ごしでもわかるほどの圧あつ倒とう的な闘気を放っている！

　手には長い得え物もの──青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうが握にぎられていた。

　武将は赤い毛の巨馬から下りると、曹操が右拳こぶしを左手で包み込むポーズ──拱きよう手しゆにて迎むかえ入れた。

『いえ、あなたの登場としては、これ以上にないほどです。──関かん聖せい帝てい君くん』

　曹操が口にした『関聖帝君』という男性の呼び名に、俺たちも観客も「本当だったのか！」と驚くしかなかったッ！

『関聖帝君』──生前の名前は、関かん羽うッ！　三さん国ごく志しの英えい雄ゆうだっ！

　これに実況のナウドさんがテンション高めに叫さけぶ。

《で、出たァアアアアアアアアアッ！　曹操チームの『女王クイーン』枠わく、超ちよう超超大物神クラスッ！　人間界で絶大な人気を誇ほこる関聖帝君ッ！　どの国でもこの方が祀まつられているほどですッ！　生前は、三国志の英雄たる関羽雲うん長ちようッッ！　あの関帝がこの国際大会に参戦ですッッ！》

　そう！　関羽だよ関羽！　無知な俺でも知っている三国志の超有名人だっ！　なんか、死後に中国本土で祀られて神さまになったとか聞いていたけど……。

　シヴァが解説する。

《関帝のチーム入りは、天帝──インドラの采さい配はいだよ。何せ、問題児揃ぞろいの元『禍の団カオス・ブリゲード』の英雄派だからね。いくら、主催者の僕がＯＫを出して参加を認めても、民衆は不安がる。だから、インドラは首輪──監かん督とく係をつけたんだろう。生前も死後も人間たちから敬愛され続ける関羽雲長を元テロリストの監督係に据すえれば、とりあえずは溜りゆう飲いんも下がる》

　結構、ズバズバ解説してくれたシヴァだけど……そうか、そういう意図があって、帝たい釈しやく天てんは関羽なんて英えい傑けつを曹操につけたのか……。

「いざとなったら、関帝に曹操たちの首をはねるように申しつけてあるんだろうね」

　──と、木き場ばがぼそりと漏もらしていた。まあ、それぐらいの措そ置ちが執とられてなければ、大衆が見ている大会に参加できないよな……。

「参加が遅れたのは、何か理由があるのかな」

　俺がそう口にする。途と中ちゆうから参戦なんて妙みようだなと思ったから。

　これに、共に観戦しているソーナ先せん輩ぱいが言う。

「おそらく、商売の神さまになっているため、忙いそがしかったのでしょう。どの神話体系でも商あきないを司つかさどる神格は一年中忙せわしないと聞きますから」

　あー、なるほど。世界中に関羽を祀る「関かん帝てい廟びよう」があるって聞くからな……。

　関羽──関帝の参戦に、相手チームの長おさたるサイラオーグさんが、一歩前に出て関帝自身に問う！

『再び「曹」の名のもとで刃やいばを振るわれるということですかな？』

　サイラオーグさんの問いに関帝は長い髭をさする。

『なに、久しい気に当てられて、あの頃ころを思い返しているだけのことだ、悪魔の大王よ』

　二人のやり取りに……歴史に疎うとい俺は漢おとこ二人が会話しているだけに見えてしまうが。

　眷属たちは、唸うなるように彼らのやり取りに注視していた。

「劉りゆう備びに忠義を尽つくしていた関公が、子孫とはいえ、曹操のもとに再び配されるなんてことは……」

　シトリー眷属の『女王クイーン』たる真しん羅ら先輩が、あごに手をやってそう漏らす。

　今度はこちら側の小こ猫ねこちゃんが俺に解かい析せきしてくれる。

「……関羽雲長は、一時的に曹操孟もう徳とくのもとに捕ほ虜りよとしていたことがあるんです。曹操は関羽のことが気に入り、どうにか配下にしようとしましたが、関羽は劉備玄げん徳とくに義を貫つらぬき通したそうでして、すぐに主あるじのもとに帰ったと聞きます」

　曹操のことを調べているときに本にそんなことが書かれていたかもしれないな……。あのときは、現代の曹操対策として英雄の曹操孟徳のほうを中心に調べていたから……。

　今度は劉備側の歴史も調べよう……。勝ち進めば、彼らとも戦う可能性が高いからな。

　リアスは腕うでを組みながら難しい表情で言う。

「英傑には英傑にしかわからない道理があるのかもしれないわね」

　サイラオーグさんたちのやり取りを見守る俺たちだったが、両チームの選手が揃そろったことで、実況のナウドさんが試合のシステムを話し始める。

《この試合は『オーディエンス・チョイス』というものが設定されておりまして、事前にテレビの前の視し聴ちよう者さまと観客の皆さまに、数あるゲーム形式のなかから、見たいルールを選んでもらっております！》

　そう！　今回は、事前に観客やテレビの視聴者にアンケートを採とっており、このふたつのチームの対戦にどんなルールを適応してもらいたいか聞いているのだ！　公おおやけに開かれているお祭まつり騒さわぎ的大会のため、こういうエンターテイメント性の強いゲームもあるのだろう。

　人気チームの組み合わせに対して行われるものとして、本来のプロのレーティングゲームでも人気のシステムだった。

　そりゃ、人気の好カードは、それに相応ふさわしいルールで戦ってもらいたいのがファン心理だよな。

　むろん、俺たちいつものメンツもアンケートに答えている。……さて、どうなるか。

　会場の大型モニターに観客、選手、俺たちの視線が集まる。

　ナウドさんが言う。

《最も多くの票を得たルールで試合が展開されます。さあさあ、このスタジアムにお集まりの皆さま方は、どのルールを選ぶのか？　期待は膨ふくらみますね！》

　モニターにあらゆるルールの名前がパッパッパッと目まぐるしくランダムに表示されていき──ついにそれは決定される！

《では、アンケートの結果が表示されます！》

　モニターに表示された悪魔文字は──『ライトニング・ファスト』！

　これにナウドさんが興奮し、観客も『おおっ！』と歓かん声せいをあげる！

《おおーっと、これはッッ！　き、決まりましたァァァァァアアアアアッ！　観客が選んだこの試合の形式は──『ライトニング・ファスト』、早指さしこと短期決戦ブリツツとなるルールですッッ！》

　──っ！

　それは、レーティングゲームのルールのなかでも最も短い制限時間と狭せまいゲームフィールドで使われるルールだった！　ゆえに早指しの短ブ期リ決ツ戦ツとされる。

　レイヴェルが言う。

「……視聴者と観客は、小手先の戦術よりも、短期での両チームの正面からのぶつかり合いが見たいのでしょうね」

　……わかる！　ファンの心理が痛いほどわかるぜ！　俺もプレーンなルールとこれで迷って、プレーンなルールでアンケートを返してしまった。やはり、『王キング』としてはプレーンなルールで両チームがどう動くのか見たかったからね！　個人としては断然『ライトニング・ファスト』さ！

　大いに盛り上がる会場。そのなかで、選手たち──なんと、曹操が一歩前に出て、サイラオーグさんに話しかける。

『サイラオーグ・バアル、提案がある』

　カメラが曹操に寄った。

　曹操が不敵にこう提案する。

『こうなった以上、この試合がどう展開しようとも、俺とキミが取らなければならない行動があるはずだ。俺は勝利のために進しん撃げきしながら──』

　曹操とサイラオーグさんが正面から、距きよ離りを詰つめる。曹操が言った。

『──転移先のフィールド中央で待つ。キミもそこに来い。理由はわかるな？』

　両チームの選手全員が、曹操の一言に驚いていた。

　当然だろう……。だってこれは……ッ！

　サイラオーグさんが、戦意ある笑えみを見せながら問う。

『「王キング」同士の一いつ騎き打うちをするというのか？』

『──是ぜ非ひもないだろう？　もちろん、そちらの神滅具ロンギヌス込こみの話だ』

　…………ッッ！　観戦室で見守っていた俺──俺たちのなかにも動どう揺ようが広がるっ！

　俺たちが息をのむ中でナウドさんが興奮した様子で吼ほえた。

《なんという挑ちよう発はつ宣言でしょうッッ！　曹操選手が、サイラオーグ・バアル選手との一騎打ちを提案しましたッッ！》

　曹操は挑戦を申し込んだ上でこう付け加える。

『一対一の申し出だ、疑いは持たれるかもしれない。何せ俺は大たい罪ざい人にんだ。……それだけのことをしてきたからな。──が、俺はとある者の名に誓ちかって噓うそ偽いつわりなく、キミとの一騎打ちを望むと宣言しよう』

　サイラオーグさんが再度問う。

『誓うだと？　誰だれにだ？　おまえが仕つかえる帝釈天かみにか？　それとも英えい霊れいとされる先祖にか？』

　曹操はハッキリとこう告げた。カメラもそれを真っ正面から捉とらえる。

『──兵藤一誠に誓う』

『──ッ!!』

　曹操の一言に、この場にいる者たちも仰ぎよう天てんした。

　……俺も曹操の言葉にその場で立ち上がっちまったよっ！

　……野や郎ろう……ッッッ！　宣言に俺の名前を使いやがって……ッ！　怒いかり……なんてものがあるはずがないっ！　俺の好敵手たちが、俺の名のもとに戦いの約束を取り付けようとしてくれてるんだからなっ！　あるのは高まる胸の鼓こ動どうだけだっ！

　それを聞いたサイラオーグさんの体に、かつてないほどの濃のう密みつな闘気がまといだす。

　曹操がそれを視し認にんして、嬉き々きとして訊きき直す。

『不足か？』

　二人の間で──モニター越ごしに視認できるほどの戦意、闘気がぶつかり合い、空間が歪ゆがむほどの現象を作り出していた。

　サイラオーグさんが踵きびすを返し、元の位置に戻もどりながら言った。

『いや、その名を出されたのなら、これ以上の問答は無ぶ粋すいの極きわみだ。──フィールド中央にて、おまえを屠ほふろうッッ！』

　こちらまで戦意が高まって仕方ないやり取りを二人がしてくれる……ッ！

　匙さじがこれを見ていて鼻息を荒あらくしていた。

「サイラオーグの旦だん那なは曹操の野郎を信用していないだろうよ。曹操のほうもまたサイラオーグの旦那をいずれ倒たおすべき男の一人だと認識している。でもな、でもよ、兵藤」

　匙の言葉にリアスが続ける。

「あの二人にとって、イッセー──あなたの名のもとに誓った約束は、それだけ重要なものだということよ」

　こうして、力の権ごん化げたるサイラオーグさんと、技わざの具現化とされる曹操の、短期決戦による試合が始まる──っ！








　　　Team member.









○「紫金の獅子王インペリアル・パーピユア」チーム・大会登録メンバー

王キング──サイラオーグ・バアル

女王クイーン──クイーシャ・アバドン

戦車ルーク──ゼクトーズ・バルバトス（マグダラン・バアルの『女王クイーン』）

戦車ルーク──ラードラ・ブネ

騎士ナイト──ベルーガ・フールカス

騎士ナイト──リーバン・クロセル

僧侶ビシヨツプ──ミスティータ・サブノック

僧侶ビシヨツプ──ヴェヴェス・フールフール（マグダラン・バアルの『僧侶ビシヨツプ』）

兵士ポーン『５』──レグルス

兵士ポーン『２』──ガンドマ・バラム（本来は『戦車ルーク』）

補欠・僧侶ビシヨツプ──コリアナ・アンドレアルフス（曹そう操そうチームとの戦いでは控ひかえメンバー）







○「天てん帝ていの槍やり」チーム・大会登録メンバー

王キング──曹操

女王クイーン──関かん帝てい（神クラス）

戦車ルーク──ヘラクレス

戦車ルーク──コンラ（神器セイクリツド・ギア『闇夜の大盾ナイト・リフレクシヨン』の所有者）

騎士ナイト──ジャンヌ

騎士ナイト──ペルセウス

僧侶ビシヨツプ──ゲオルク

僧侶ビシヨツプ──マルシリオ（神器セイクリツド・ギア『幻映影写ドリームライク・カース』の所有者）

兵士ポーン×８──元英えい雄ゆう派の構成員八名







※１、「紫金の獅子王インペリアル・パーピユア」チームは、サイラオーグ・バアル選手の眷けん属ぞくを中心に、彼の弟マグダラン・バアルの眷属がサブメンバーとして脇わきに控えており、試合の状じよう況きようによって入れ替かえている。

※２、「紫金の獅子王インペリアル・パーピユア」チームの『兵士ポーン』レグルス選手は、神滅具ロンギヌスそのものというイレギュラーな存在のため、大会基準の駒こま価値計測が正確ではなく、あくまでこれまでの経けい緯いから鑑かんがみた価値数である。

※３、「天帝の槍」チームは、『王キング』の曹操選手をはじめ、ほぼ全員が、本名ではなくリングネームで登録されている。








　　　Power MAX VS Technic MAX　獅し子し王おうの剛ごう拳けんと英えい雄ゆうの聖せい槍そう









「紫金の獅子王インペリアル・パーピユア」チームと「天てん帝ていの槍やり」チームの戦いが始まる！

　フィールドは、冥めい界かいの遺い跡せきのひとつを模したものらしく、荒こう野やの真ん中に朽くちた遺跡があるというものだった。

　広さはちょうど駒く王おう学がく園えんの敷しき地ち程度だ。建物はないので、隠かくれる場所はないに等しく、ちょっと動いただけで敵と接せつ触しよくして、戦いが始まってしまうだろう。

　いま思えば、俺たちがライザーと戦ったレーティングゲームは、ほぼ『ライトニング・ファスト』だったんだろうな。速そつ攻こうで戦せん闘とう始まったし、すぐに決着もついたからね。

《今回の『ライトニング・ファスト』は、制限時間が一時間と、非常に短く設定されております！》

　ナウドさんが言うように、レーティングゲームとしては、非常に短い試合時間だ。長いやつだと、一日がかりとかあるからね。

　ナウドさんがさらにこう説明する。

《先に相手の『王キング』を倒たおしたほうが勝ち。倒せなかった場合、試合終しゆう了りよう時点までに撃げき破はした相手チーム選手の合計駒こま価値で勝敗が決まります！》

　単純なルールだ。『王キング』が取れなかった場合、試合が終わるまでにどれだけ相手を倒せるかって話だからな。

　相手チームの駒がフルでなかった場合、撃破テイク時の点数に不足分が生じるが、そのあたりはカバーできるよう配はい慮りよされている。

　さて、観戦室に設けられたモニターの数々に両チームの動きが映し出されるが、どちらのチームも転移してからフィールドを確認してすぐに行動に移る。

　両チームの『王キング』であるサイラオーグさんと曹そう操そうも、仲間に指示を出したあとで、約束の場所であるフィールド中央に向かって進行を開始する。

　程ほどなくして、実じつ況きようのナウドさんが吼ほえた。

《おーっと！　早さつ速そく、フィールドの北部で戦闘が開始しそうですッ！》

　そこを映したモニターを見ると──青ざめた馬ペイル・ホースに乗ったバアル眷けん属ぞくの「騎士ナイト」ベルーガ・フールカスさんが、「天帝の槍」チームのブラウンの髪かみをしたイケメン「騎士ナイト」ペルセウスとぶつかっていた。

　曹操チームのペルセウスって奴やつは、英雄派時代にはいなかったメンバーのようで、大会の試合で初めて見たんだよな。なんでも脱だつ退たい組で、大会のために再び組んだそうだが……。

『我が名は、サイラオーグ・バアル眷属の「騎士ナイト」ベルーガ・フールカス！　いざ尋じん常じように勝負ッ！』

　木き場ばと戦ったときみたいにランスを構えて真っ正面から攻こう撃げきを仕し掛かけるのは、サイラオーグさんの「騎士ナイト」らしいと思ってしまうね！

　相手のペルセウスは、円形の盾たてに長ちよう剣けんと、まさにナイト然とした格好で待ち構える！

『俺様は偉い大だいなるペルセウス様だぜっ！　真まっ直すぐな攻撃は大好物だっ！』

　そう言ってベルーガさんのランスを盾で受け流し、長剣で馬上を狙ねらうが──こちらは青ざめた馬ペイル・ホースがそうさせまいと距きよ離りを取った。

　ファーストインパクトで良い戦いぶりを見せてくれたことで、会場の観客は大盛り上がりだった。

　ペルセウスはベルーガさんの一ひと太た刀ちで実力がわかったようで、本気の表情となっていた。

『いいねいいね。大王家の「騎士ナイト」いいじゃない。そうそう、こういうのでいいんだよこういうので。こんな戦いが俺には必要だったんだッ！』

　ペルセウスは──円形の盾を捨すててしまう！　──と、空あいた左手にオーラが滾たぎり、何かを形成させていく！

　これは他ほかの試合の記録映像にも映っていた奴の神器セイクリツド・ギアだっ！

　そこに出現したのは──人の顔らしきものが中央に彫ほられた大きな盾だった！

　その顔は──髪の毛が蛇へびという女性のものだっ！　俺でも知ってる超ちようメジャーな女性の魔ま物ものの──メデューサってやつだ！

　ペルセウスが吼える！

『開眼せよッ！　俺の神器セイクリツド・ギア──「蛇の王妃による死の勅令イージス・ミネラリゼーシヨン」ッ！』

　叫さけぶや否いなや、盾の彫刻──メデューサの眼が開いていく！　カッと見開かれた眼が光り輝かがやく寸前にベルーガさんは避よけて事なきを得たが……。まともに光を浴びた者を石化させてしまう恐おそろしい神器セイクリツド・ギアだ。ペルセウスよりも力の弱い者があれを食らうと、たちまち石化してしまう。

　一いつ緒しよに観戦している木場が言う。

「ペルセウスは、本来の英雄『ペルセウス』に由来した神器セイクリツド・ギアを得た珍めずらしい例だね。何はともあれ、あれをまともに浴びるのはまずい」

　ベルーガさんが速度重視の眷属で良かった。スピードの遅おそい者だったら、あれで終わりだったからな……。

　この二人だけじゃなく、フィールドの各地で戦闘が始まっている。

　フィールドの西では、濃こい霧きりが辺り一帯を覆おおい尽つくしていた。元英雄派の霧使い──ゲオルクの霧だろう。あれでかく乱＋防ぼう御ぎよなど、多様な効果を出すんだよな。

　あいつ、冥めい府ふから帰ってきたのか。聞いた話では、あいつと『魔獣創造アナイアレイシヨン・メーカー』の少年は曹操共々、帝たい釈しやく天てんの手によって、冥府に落とされたそうだが……。

　あの少年がチームにいないってことは控ひかえ？　いや、あれだけの事件を起こしたのだから、参加自体さすがにまずいだろう。今回は出さないってことなのかね。

　──と、レグルスを伴ともなって中央に向かうサイラオーグさんを映すモニターに変化があった。

　もう間もなくフィールドの中央にある遺跡の広場にたどり着こうとするが……サイラオーグさんたちの前に巨きよ軀くの男が立ちふさがった。

　その男の登場に、サイラオーグさんは嬉き々きとした表情となっていた。

『そうか、俺の前に最初に立つのは──おまえだったか』

『へっ、久しぶりだ』

　サイラオーグさんの前に立ったのは──ヘラクレスだった！

　俺は直接見たわけじゃないけど、この二人は『魔ま獣じゆう騒そう動どう』の折、首都リリスで一戦交えたっていうじゃないか！

《な、なんとぉぉおおおおっ！　サイラオーグ選手と最初に接触したのは、ヘラクレス選手だぁあああああッッ！　まさか、曹操選手とぶつかる前に、因いん縁ねんの相手ヘラクレス選手が立ちふさがるとはッッ！》

　ナウドさんも叫んでいた。

　あの騒動でヘラクレスを捕とらえたのがサイラオーグさんだと、多くの悪あく魔またちが知っている。この組み合わせはそうした者にとって、因縁の対決だとわかるだろう。

　ヘラクレスは、自身の頰ほおをなでる。

『てめえにやられた一発、いまでもハッキリと覚えてる。痛いとかそういう次元じゃねぇ』

　ヘラクレスは上着を脱ぬぎ去り、見事な体たい軀くを露あらわにした。

『あのときまで一度もブルったことのねぇ俺が、生まれて初めて戦せん慄りつってもんを知った』

　盛り上がる筋肉、浮うき上がる血管、ヘラクレスは目を細めて言う。

『怖こわくて怖くて怖くて……でも、悔くやしくて悔しくて悔しくて……。そういう弱い感情をずっとずっと引きずっちまっている。へへへ、女みてぇだろ？』

　拳こぶしを突つき出して、ヘラクレスが構えた。

『──んじゃ、リベンジさせてくれや』

　言うなり、ヘラクレスは巨きよ体たいとは思えないほどのスピードでサイラオーグさんに仕掛けた。サイラオーグさんは瞬しゆん時じに反応し、ヘラクレスを真っ正面から待ち構えた。

　ヘラクレスのパンチがサイラオーグさんの顔面に入った瞬しゆん間かん──盛せい大だいな爆ばく発はつを起こす！　これはヘラクレスの神器セイクリツド・ギアっ！

　しかし、臆おくすることも、退しりぞくこともなく、サイラオーグさんは爆ばく煙えんを吹ふき飛ばしながら、闘気のこもったパンチをヘラクレスの顔面にぶち込んでいくッ！

　両者いきなりの顔面パンチッ！　よくやるぜ、二人ともッ！

　鼻血を噴ふき出すサイラオーグさんとヘラクレスは、互たがいにあまり衝しよう撃げきを食らっていないようだった。

　まだ本気じゃないだろうけど、サイラオーグさんの闘気のこもったパンチを顔面に受けて、鼻血程度でとどまれるヘラクレスも大たい概がいだな。

「……明らかにヘラクレスの防御力が前回より上がっているね。以前なら、あの一いち撃げきで大ダメージを受けてよろめいていたよ」

　木場がそう口にする。

　そのときの戦いを見ているせいか、両者の力量の変化に気づいたのだろう。……ヘラクレスも鍛きたえ込んだということだろう。

　首をコキコキ鳴らすヘラクレスが言う。

『ひとつだけ言っておきてぇ。……この接触は、うちのリーダーの思おも惑わくとは違う。俺の勝手だ』

『だろうな。──だが、あの男はそれも把は握あくしていたのではないか？』

　サイラオーグさんの言葉にヘラクレスも苦く笑しようする。

『……食えない野や郎ろうだからな、あいつも』

　サイラオーグさんはヘラクレスの身勝手なワガママを曹操との戦いの邪じや魔まだとは思っていないようで、むしろ快こころよく受け入れていた。

　サイラオーグさんがレグルスに言う。

『──着るぞ、レグルス。どうやら、着なければならない相手が来たようだ』

『ハッ！』

　仮面をつけた少年が、巨きよ大だいな黄金の獅し子しになり、そしてサイラオーグさんのほうに駆かけていく！　二人がぶつかった瞬間──神こう々ごうしい光が一ひと際きわ盛り上がって、弾はじけたッ！

『『禁手化バランス・ブレイクゥゥゥゥッッ！』』

　叫びと共にそこに現れたのは、獅子の鎧よろいを着込んだサイラオーグさんだ！──獅子王と称しようされる大王次期当主の姿だ。

『ライオンさぁぁぁぁんっ！』

『がんばってぇえええええええっ！』

　サイラオーグさんが獅子王になったことで、会場の子供たちもさらなる声せい援えんを送る。

　全身から、絶大な闘とう気きを放ちながら、サイラオーグさんがその場から消え失うせる！

　ヘラクレスは──それを目で追えているようで、サイラオーグさんの一撃をすんでで避けるが、拳けん圧あつはヘラクレスの体に痣あざを残していく。

　すんでのところで避けても、拳圧を浴び続ければ体力は確実に削けずられる。ヘラクレスは後退すらも許されない状態になっていたが──奴は狂きよう喜きしているかのように楽しげな表情を浮かべるばかりだった。

『ようやくその鎧と戦えるようだな！　前回はそこまで行けずに情けない姿を見せたぜ！』

　ヘラクレスの言葉に、サイラオーグさんが拳と蹴けりの乱打を続けながら言う。

『俺もあれから鍛えたのだがな。それだけ、貴様も必死だったということだな』

　ヘラクレスも巨体ながらうまく立ち回り、サイラオーグさんの拳を避けて直ちよく撃げきを受けずにいた。それでもヘラクレスの体は闘気の余波を受けて、ダメージが蓄ちく積せきしていく。

　ヘラクレスの攻撃もサイラオーグさんに当たり、爆発を引き起こすが──目立ったダメージもなく、鎧もヒビすら生まれていない。

　ついにはサイラオーグさんの拳がヘラクレスの腹部に深く突き刺ささり、奴の体がくの字に折れ曲がった。苦く悶もんの表情を浮かべるヘラクレスに、容よう赦しやなくサイラオーグさんの膝ひざ蹴げりがあごに的中する。

　あごに強きよう烈れつな一発を受けたヘラクレスは、リタイヤの光にこそ包まれないものの、その場で突っ伏ぷしてしまった──。

《ダウゥゥゥゥンッッ！　ヘラクレス選手、これはたまらずダウンだァーッ！》

　実じつ況きようも大いに盛り上がっていた。

　シヴァが言う。

《さて、ここからが正念場だ。英えい雄ゆうの魂たましいを真に継つぐのなら立つだろう。立てぬままリタイヤならば、偽いつわりということになる》

　なかなかに厳きびしいことを言ってくれていたが……。

　一向に立ち上がる気配のないヘラクレスだった……がそのとき、観客席に変化が訪おとずれる。

『おじちゃぁぁあああああんっ！』

　観客席の一角──そこで幼よう稚ち園えん児じくらいの男の子たち数人が立ち上がる。

『ヘラクレスのおじちゃん、がんばってぇぇぇっ！』

『立ってっ！』

　それは──ヘラクレスを応おう援えんする子供たちの声援だった。

　……ヘラクレスが冥界首都リリスの幼稚園で守衛をしていることは知っていたが……そこの園児たちなのだろうか？

　フィールドの空に映し出された観客席の映像から、子供たちの声が聞こえたのか、ヘラクレスがピクリと動き出し、のろのろと起き上がり始める！

　はあはあと息を切らしながら、立ち上がったヘラクレスは、口の端はしから流れ出る血を手で拭ぬぐいながら苦笑いしていた。

『…………お、お、おじ……ちゃんじゃねぇって……言ってんだろうが……っ！』

　毒づくヘラクレス。

　鼻血も拭うと、奴やつは息を整えたのち、不敵な笑えみで言う。

『俺のとっておきを見せてやる』

　そう言うなり、懐ふところに手を入れて何かを取り出した。

　それは──数枚のトレーディングカードだった。モニターに映ったのは「おっぱいドラゴン」こと俺のカットを写したカードだ。

　ヘラクレスはそれをサイラオーグさんに見せながら言う。

『こいつはすげえレアなカードで、こっちがさらにすげえレアなカードなんだとよ。ガキどもが、俺にくれた……まあ、お守りみてえなもんらしい。あいつらが言うには「おっぱいドラゴン」みてえにパワーが何倍にもなるってお呪まじないがあるんだってよ。ったく、親にねだってようやく手に入れたもんだろうに余計なことしやがって』

　照れながら悪たれ口を叩たたくヘラクレスがそのカードを懐にしまい込む。

　巨きよ漢かんが、構えを見せてオーラを滾たぎらせる……ッッ！　かつてないほどの迫はく力りよくを身にまとうヘラクレスの姿に俺は息をのんだ。

『そのクソガキどもが見てるんでよ。──いまから俺のパワーは「おっぱいドラゴン」みてえに何倍にもならないといけねぇ！』

　もちろん、カードにそんな効力があるはずもないが……。俺はヘラクレスの言っていることが深く理解できた。

　──応援している子供たちにそんなものを渡わたされたら、体の底から力が生じて当然だ。

　ヘラクレスの両手の先に力強い波動が高まっていた。

　サイラオーグさんがその光景を見て、笑う。

『なるほど、おまえの攻こう撃げきのなかで最強のものが出そうなお呪いだ』

　ヘラクレスの言葉をバカにせず、正面から受け入れる様を見ながら、ヘラクレスは……憤いきどおりを爆発させる。

『……それにな、俺は……ッッ！　頭にキテんだよ……ッッ！　おまえを偽にせ物ものだと、偽りの戦士だと宣のたまう奴らがいる……ッッ！』

　ヘラクレスは天に向かって吼ほえた。

『そいつら全員、こいつの一発を食らえばいいのによッッ！　こんなバカでクソみてぇに正面からパンチぶっ放すアホが、要領よくパワーアップアイテムなんざ使うわけねぇだろうがよッッ！』

　そう叫さけぶと、ヘラクレスはさっき以上のスピードでサイラオーグさんに詰つめ寄り、正面から力が高まった拳を放っていく。

　サイラオーグさんがそれを手で弾はじこうとするが──強烈な炸さく裂れつ音が響ひびく！　サイラオーグさんの左手から血が流れ出ていたっ！

　ヘラクレスの爆ばく破はが、サイラオーグさんの鎧を貫かん通つうし、生身にダメージを与あたえたんだ！

　さらにヘラクレスが連打でパンチを浴びせて、サイラオーグさんの鎧にヒビを入れたっ！　さっきまではまったく入らなかったのにッ！

　ヘラクレスが言う。

『禁手バランス・ブレイカーってのを見直してなっ！　あんなミサイルだらけの見た目だけの攻撃は、やめだッ！　単純に爆発力を一か所で高めて、繰くり出せばいいッ！』

　ついにはサイラオーグさんの右みぎ肩かたの鎧部分をパンチと同時の爆破で破は壊かいしてしまうっ！

『こんなふうに一発が鋭するどくできるからよッッ！』

　ヘラクレスの野郎、禁手バランス・ブレイカーを見直して「威い力りよくの一点集中」ができるようなったのかっ！

　鎧の一部を破壊され、生身の体から血を噴ふき出させても、サイラオーグさんは構わずパンチとキックをヘラクレスに浴びせて、浴びせて、浴びせ続けるッ！

　ついには立っていられなくなるほどのダメージと疲ひ労ろうが蓄積し、ヘラクレスは息をぜーぜーと切らし始めていた。

『……やっぱ、痛いてぇよな、おまえのパンチはよ……』

　顔中ぼこぼこに腫はらしたヘラクレスは、しかしうれしそうに笑っていた。

　サイラオーグさんと正面から打ち合えて、本当に楽しそうだった。

　そして、ヘラクレス最後の一撃も払はらわれてしまい、そこにサイラオーグさんの闘気のこもった拳けん打だが顔面に深々と突つき刺さっていく。

　誰だれが見ても決定打と思われるほどの快音が辺り一帯に響き渡った──。

　倒たおれていくヘラクレスにサイラオーグさんが言う。

『礼を言う。英雄ヘラクレスの魂を継つぎし者よ、おまえと戦えて俺は誇ほこりに思う』

　地に伏ふしたヘラクレスは誇らしげに言った。

『……けっ、んな礼は俺には似合わねぇよ……』

　そう言うと、ヘラクレスはリタイヤの光となって消えていった──。

《「天てん帝ていの槍やり」チームの『戦車ルーク』一名リタイヤ──》

　しかし、試合はまだ続いていく。







　短期決戦のためか、次々とリタイヤの報告が告げられていく。

《「紫金の獅子王インペリアル・パーピユア」チーム、『僧侶ビシヨツプ』一名リタイヤ》

《「天帝の槍」チーム、『兵士ポーン』二名リタイヤ》

《「紫金の獅子王インペリアル・パーピユア」チーム、『騎士ナイト』一名リタイヤ》

《「天帝の槍」チーム、『兵士ポーン』三名リタイヤ》

　さほど広くないフィールドの各地で戦いは激化し、確実にお互たがいの戦力が削られていった。

『くっ！　霧きりを吸い込めるのか!?　新しい術式も組み込んでいたのだけどな！』

　ゲオルクが霧を放出させて、結界を作ろうとしたが、それをサイラオーグさんの『女王クイーン』であるクイーシャさんが、アバドン家の特性──「穴ホール」で霧を吸い込んでしまう。

『私もこれぐらいはできます。バアル家の「女王クイーン」ですから』

　──と、そこに！

『面おも白しろいっ！』

　赤い巨馬で関かん帝ていが駆かけつけ、青せい龍りゆう偃えん月げつ刀とうを振ふるい、クイーシャさんを斬きり倒たおそうとするが──とうのクイーシャさんは自ら「穴ホール」に入り、素す早ばやく回かい避ひしてしまう。離はなれた場所に「穴ホール」ごと現れたクイーシャさんは、さらに「穴ホール」を大量に宙に出現させて、ゲオルクと関帝を相手に一歩も退ひかぬ様相を見せた。明らかにクイーシャさんは俺たちと戦ったときより強くなっている。

　とはいえ、さすがにゲオルクと関帝が相手ではあまりに荷が重すぎる。リタイヤせずに短い制限時間いっぱい堪こらえきればいいという側面もあるルールではあるが……。

　──と、クイーシャさんのもとに他ほかの「紫金の獅子王インペリアル・パーピユア」チームのメンバーも加勢に駆けつけた。次し第だいにそこの戦いも加熱していった。

　そのなかで、ついに中央の広場にかの二人が相まみえる──。

　先にたどり着いていた曹操が、聖せい槍そうを肩にトントンさせながら、鎧を着込んだサイラオーグさんの到とう着ちやくを不敵な笑みで迎むかえ入れた。

『約束通り、中央で会えたようだ。万ばん全ぜんの獅し子し王おうと戦いたかったが……あいつの意地も通してやりたかったのでね』

　曹操の言葉にサイラオーグさんは首を横に振ふる。

『いや、それでいい。むしろ、感謝している。──あの男と戦ったことで、俺が万全になれた』

　サイラオーグさんの言うように、ダメージは負ったものの、サイラオーグさんの闘とう気きは滾りに滾っていた。

　その闘気を見て、曹操は楽しげな表情となっていた。

『……ああ、わかっているさ。兵ひよう藤どう一いつ誠せいとキミは同類だ。──そういう状態でベストコンディションになるのだからな』

　槍を器用にくるくると回しながら、曹操が言う。

『キミと直接戦わずに済む戦術を幾いく十も考えた。勝利の方程式も幾百と導き出した。──が、そんなものはすべて捨すてた。なぜだか、わかるかな？』

　曹操は槍の切っ先をサイラオーグさんに向けた。

『いくつ勝利する方法を思い描えがいても、獅子王とタイマンで打ち合う選せん択たく肢しに比べれば、それらすべてが糞くそ以下の価値しかないからだ』

　話しながら──勝負は静かに始まった。曹操が距きよ離りを詰め、高速の突きを幾十にも放っていく。サイラオーグさんはスウェーだけでそれを躱かわし、槍をかいくぐろうとするが、曹操はすぐに飛び退のき、距離を取る。

　サイラオーグさんは、曹操が間合いをすでに把は握あくしていると認にん識しきしたようだった。サイラオーグさんが笑う。

『ふふふ、面白いことをいろいろと考える男だ』

『兵藤一誠あの男と打ち合った戦士おとこが、この状じよう況きようを望まねば噓うそというものだろう』

『ふっ、お互い、あのバカのような、冗じよう談だんのような男の放つ一発で頭がおかしくなった者同士ということだな』

　曹操とサイラオーグさんがそう言う。

　二人は、二人にしかわからない会話で楽しげに笑いながら、お互いに攻撃を放っては避よけるという動きを続けていた。

　……俺の名前を出してもらえて光栄だが、俺としては冷や冷やしながら試合を見ているよ！

　どっちも相手の攻撃が致ち命めい的てきなものとなる。聖槍の聖なる力は、たとえ獅子王の鎧よろいを着ていてもサイラオーグさんを貫つらぬき、悪あく魔まの身を激しく焼くだろう。

　対する曹操も肉体は人間のため、サイラオーグさんの絶大なる一発を食らえば致命傷となるのは間ま違ちがいない。

　──どちらかの一撃で、勝敗が決まると言っても過言ではない。

　それはここにいる全員がわかっているし、実じつ況きようのナウドさんとシヴァもどちらが先に攻撃を当てるかに注目していた。

　聖なるオーラを濃のう密みつに高めている曹操の槍の突き、縦斬ぎり、横斬りは、放つたびに波動を撃うち放ち、サイラオーグさんが避けるたびに遺い跡せきのあちこちに飛んでいき、大きな傷きず跡あとを残していく。

　サイラオーグさんは、聖なるオーラの余波すら受けぬよう一定の距離を取って攻撃を避けており、直ちよく撃げきはいまだ受けていない。

　同時に曹操もサイラオーグさんの間合い──拳圧が届く範はん囲いまでつぶさに把握したようで、こちらも一定の間合いを取って攻撃を避けている。曹操は先ほどのヘラクレスのように、拳圧も、闘気の余波すら受けずに避けていた。

　曹操の野や郎ろう、隻せき眼がんなのによくあれだけ距離感がつかめるもんだぜ……。

　二人によるノーダメージ、ノーガードの攻撃の応おう酬しゆうが繰り広げられていた──。

　これにリアスが唸うなる。

「……神業かみわざね、互いに映像でしか相手の攻撃を見ていないでしょうに、いざ実戦で一撃も食らわずに避け合っているなんて……」

　ソーナ先せん輩ぱいも視線を一インチもモニターから離はなさずに言う。

「サイラオーグは、努力と数え切れない実戦の果てに得た経験から来る対応でしょう。曹操は……完全にセンスですね。こうなると、どちらが先に見切るかということになりますが──」

　全員が見守るなかで、曹操が舞まうように回転しながら槍を繰り出すときに──輪わ後ご光こうを背中に出現させた。

　……相変わらず、自然に軽かろやかに禁手化バランス・ブレイクしやがる……ッッ！

　曹操は派手な変身動作などせずに、攻撃のワンアクションのついでに禁手化バランス・ブレイクするという、卓たく越えつした動きで俺たちに舌を巻かせた。

　禁手バランス・ブレイカーとなった瞬しゆん間かんに曹操のプレッシャーが桁けた違ちがいに増し、槍の速度と聖なるオーラの濃のう度どが飛ひ躍やく的に高まった。

　同時にサイラオーグさんの想定を超こえる範囲にまで聖なるオーラが及および、避けたと思った獅子王の鎧が大きく削けずられるという事態に陥おちいる。

　鎧の下の肌はだからシュゥゥゥと煙けむりが上がった。サイラオーグさんは表情を変えないが、耐たえがたい激痛が襲おそっているのは確かだ。悪魔である以上、聖槍の聖なる波動は致命的だ。あれだけで体力すらも削られる。

　曹操は例の禁手バランス・ブレイカーの球体を出さずにいたが……。

『七しつ宝ぽうは今回出さないでおく。出さない分の余力をすべて槍の聖なるオーラに回すつもりだ。キミや兵藤一誠のようなタイプは、特とく殊しゆな手段でいなすより、単純に技わざで詰めたほうがいいと判断した』

　聖槍のオーラが──極大にまで膨ふくらんだ。モニター越ごしでも、ゾクッとするほどの聖なるオーラが滾たぎりに滾っている。現場にいるサイラオーグさんは、そこにいるだけで聖なるオーラが鎧越しに届き、肌をチリチリと少しずつ焼かれているはずだ。

　球体を出さずに威力だけに注力すると、あんなに恐おそろしげな波動を放つようになるのか。あれをまともに受けたら、悪魔は当然のごとくリタイヤだろうけど、他の種族だってたまらないだろう。

　サイラオーグさんは、大きく息を吸い、叫さけぶ。

『レグルスッッ！　解き放つぞッ！』

『ハッ！』

　刹せつ那な──サイラオーグさんの全身から、黄金色を帯びた紫むらさき色いろの闘気が放たれる！

　サイラオーグさんと胸の獅子がその呪じゆ文もんを口にする。

『──此この身、此の魂こん魄ぱくが幾千と千せん尋じんに堕おちようとも！』

『我と我が王は、此の身、此の魂魄が尽つきるまで幾万と王道を駆かけ上がるッッ！』

　獅子王の鎧が、雄お々おしく攻こう撃げき的なフォルムに変化していくッ！

『唸れ！　誇れ！　屠ほふれ！　そして、輝かがやけッ！』

『此の身が魔なる獣けものであれどッ！』

『我が拳こぶしに宿れ、光こう輝きの王おう威いよッ！』

　周辺一帯、遺跡は高まった闘気の余波で吹ふき飛び、サイラオーグさんの足場は抉えぐれ、さらに抉れ、クレーターと化していった！

　地は裂さけ、空気は震ふるえ、モニターの映像は大いに乱れ、フィールド全体が揺ゆれ動くほどの衝しよう撃げきが展開されようとしているっ！

　そして、サイラオーグさんとレグルスは最後の一節を読み上げるッ！

『『覇獣ブレイクダウン・ザ・ビースト、解放クライムオーバーァァァァァアアアアアアッッ！』』

　極大の闘気が弾はじけ、そこに現れたのは、尋じん常じようではない闘気を放つ紫し金きんの鎧をまとったサイラオーグさんだった。

　これが、噂うわさの『覇獣ブレイクダウン・ザ・ビースト』ッ！　話だけしか聞いていなかったから、初めて目にして光栄ながらも恐ろしいッ！

　サイラオーグさんが一歩進むごとに地が割れ、モニターも時折ザーザーと映りが悪くなる。フィールドに大きな損傷を与あたえているのは確かだ。

　ただ、サイラオーグさんは──口から血を流し始めていた。

　体にもの凄すごく負担がかかるってのも本当なんだ！　戦う前から、もう影えい響きようが出ているんだからっ！

『行くぞ』

　音もなくサイラオーグさんがその場から消える。いまいた足場が大きく抉れるほどの初動──。

　それでも曹操は目と気配で追えているようで、背後に出てきたサイラオーグさんの拳を、瞬しゆん時じに対応して、避けてみせる！──が、少しばかり距離感を誤ったのか、鼻血をブッと噴ふき出していた！　闘気の余波が少なからず届いたかっ！

　曹操が避けたサイラオーグさんの強きよう烈れつな一発の余波は、地を深く大きく削り、遥はるか先の先の先にまで及んでいく！　あんなの一発でも受けたら俺でもダウンするぞっ！　パンチだけでフィールドを完全に破は壊かいできるほどの威い力りよくだっ！

　これを見ていてドライグが言う。

『ああ、拳けん打だ一発が、相棒の真しん紅くの砲ほう撃げきと同等か、それ以上だな』

　そうだよな！　ってことは、もう真紅じゃ、サイラオーグさんの『覇獣ブレイクダウン・ザ・ビースト』に逆立ちしても対応できないってことだ！

　大会で当たったら、これには龍りゆう神じん化しかないか……。

　サイラオーグさんはそのまま神速にて、パンチとキックを放つ。そのたびにフィールド全体が悲鳴をあげるかのように空間が歪ゆがみ、地も揺れている様子が、モニター越しに映し出されていた。

　それほどの攻撃だ。それほどの攻撃なのに──。

《当たらないッ！　当たりませんッ！　サイラオーグ選手の激しすぎる攻撃が、曹操選手にかすりもしませんッ！　曹操選手は、闘気の余波すら見事に避けておりますッッ！》

　ナウドさんが実況するように、サイラオーグさんの攻撃は曹操に致命傷を与えていないのだッッ！

　あの野郎……ッッ！　マジかッ!?　いまのサイラオーグさんのスピードは、木場すら超えている。俺も龍神化しなきゃ、対応できないほどだっ！

　それなのに、曹操は一いつ切さい当たらずサイラオーグさんを翻ほん弄ろうしていたのだッ！

　レイヴェルが言う。

「……当たればサイラオーグさまの勝ちです。それほどの攻撃ですし、あそこで戦っているのがイッセーさまなら、お互たがいに攻撃を与え続けるラッシュになっていますわ。けれど、あの聖せい槍そうの主ぬしは……ただただ当たり前のように避けている」

　いままで黙だまって見ていたうちの『女王クイーン』枠わくであるビナー氏がつぶやく。

「パワー、ディフェンス、スピード、どれを取ってもサイラオーグ・バアルのほうが上よ。けれど、曹操は見切りだけでそれらを退しりぞけている。──天てん賦ぷの才能。彼はセンスだけでサイラオーグ・バアルと戦っている」

　──才能。天才、か。

　最強の神滅具ロンギヌスを持っているとはいえ、曹操は人間だ。身体能力が常人よりも高くても、それでも体の構造は人間だ。

　……なのに、サイラオーグさんの『覇獣ブレイクダウン・ザ・ビースト』が届かないのか……ッッ！

　パンチを打つたびにサイラオーグさんは苦く悶もんの表情が濃こくなってきた。『覇獣ブレイクダウン・ザ・ビースト』形態がそれだけキツいということだろう。

　そして、戦いに変化が訪おとずれる。

　曹操が避よけながらも槍やりの突つきや払はらいを入れだしたのだ。最初は引き際ぎわに一撃だけだったのが、しだいに二発、三発と連撃が入るようになり、ついにはサイラオーグさんのパンチに対する凶きよう悪あくなカウンターとして、聖槍がサイラオーグさんの左ひだり肩かたを鎧ごと抉ったのだッ！

『くっ！』

　これにはサイラオーグさんもたまらず苦痛の声をあげた。

　鎧は弾け、生身の肩から鮮せん血けつが溢あふれて、聖なる攻撃による煙も激しく上がっていた。

　サイラオーグさんの顔に脂あぶら汗あせが噴き出していた。

　曹操は構わずに槍の突きを入れていく！　今度はサイラオーグさんが避ける番になっていった。曹操はサイラオーグさんの動きに対応し始めており、避ける先を読んでいて、そこに槍を連撃で入れていく。

　サイラオーグさんの鎧よろいがひとつ弾け、またひとつ弾け、少しずつ紫金の獅子王インペリアル・パーピユアの鎧が破壊されていった。

　同時に生身のほうにも傷が増えていき、聖なるオーラによるダメージが蓄ちく積せきしていって、サイラオーグさんは口から血を盛せい大だいに吐はき出していた。

　それは『覇獣ブレイクダウン・ザ・ビースト』の影響と、聖なるダメージのダブルパンチによるものだろう。

　これを見ていた匙さじは……顔を悔くやしさで歪ませていた。

「……こんな……こんなことがあってたまるか……っ！　あれだけ努力して培つちかってきたものが、こちらの攻撃は一切当たらないのに、あちらの攻せめで一方的に削られていくのかよっ！」

　……俺も同じ思いだよ、匙。

　俺だって、サイラオーグさんがどれだけ努力してきたか、よく知っているさ。いや、俺が知らないところでも、サイラオーグさんは自分を研けん磨ましてきた。

　それでも……それでもっ！

　──天才には届かないのか。

　サイラオーグさんの鎧は削られ削られて、オーラで再形成してもすぐに壊こわされる始末だった。全身のあちこちから聖なる攻撃による煙が上がり続け、体の至るところから血が流れ出していた。息も荒あらく、呼吸が整わなくなってきている。

　パンチもすでに鈍にぶっており、曹操は余よ裕ゆうを持って避けるほどだ。

　それでも全身から放つ闘とう気きで、曹操が至近距きよ離りに来るのを拒こばんでいるが、それも時間の問題だろう。

　あの闘気が弱ったら、曹操は槍をひと突きして戦いを終わらせに来る。

　けど、サイラオーグさんは膝ひざを突くことなく、果か敢かんに立ち向かい、攻撃の手を休めない。

　このままではサイラオーグさんが負けるかもしれないと、俺が嫌いやな予想を抱いだき始めたときだった──。

　サイラオーグさんの攻撃が──当たりかける場面があったのだ。

　見み間ま違ちがいかと思ったのだが、それから数十秒後にも同じように、曹操に届きそうな一発が出たりする。

　それに皆みんなも気づいていた。何が起きているのか注視していると──。

　曹操の顔は球のような汗あせでいっぱいだった。

　呼吸も荒くなっており、明らかに疲ひ労ろうの色が見えてきている！

　いまだ正面から立ち向かうサイラオーグさんは、全力で駆け、距離を詰つめて、拳を放つ！

　曹操は避けるが──体勢を崩くずしかけて、そこを蹴けりで追つい撃げきされそうになっていた。それすらも曹操はどうにか避けるが……息は上がっていた。

「曹操の足に追いつきつつあるぞっ！」

　ゼノヴィアも興奮した様子で立ち上がってモニターに指を突きつけていた。

　リアスもモニターに釘くぎ付づけになりながら言った。

「スタミナ……体力の面でサイラオーグが曹操を上回っているということね」

　スタミナ──体力……。

　その瞬しゆん間かん、俺の脳のう裏りにこの間の風景が蘇よみがえった。




　──スタミナ作り……これだけは積み重ねがものを言う。何よりも信しん頼らいできるトレーニングだ。




　……愚ぐ直ちよくなまでに毎日走り込んで走り込んで走り込んで……。前日にあんな罵ば声せいを浴びせられても、走り込んで鍛きたえた体力……。




　──幾いく度ども負けては、倒たおれては、この体を鍛え続けてきた。

　──次こそは勝とうと、前に進もうと。

　──拳これならば、どこにでも届くような気がする。そう思えるように鍛えてきた。




　俺は立ち上がり、溢れてくるものを我が慢まんせずに目から流しながら、声を張り上げる。

「いけ……いけ、サイラオーグさん……っ！」

　匙も立ち上がり、涙なみだを溢れさせながら叫さけぶ。

「いけええええええええええええええええッッ！　旦だん那なッ！　いけえええええッ！」

　サイラオーグさんの拳が、徐じよ々じよに徐々に曹操との距離を詰める。

　息を上げる曹操は槍先をけん制で放つが、それを横よこ殴なぐりのパンチで払われる場面も出てくるほどだった。

　しかし、それでも天才の曹操だ。体を回転させて、槍をサイラオーグさんの横腹に突き刺さした。サイラオーグさんは苦悶の表情を浮うかべ、腹からは鮮血が噴ふき出て、煙けむりも盛大に上がった。

　──が、曹操の足が一いつ瞬しゆんだがぐらついた。踏ふみ込みに予想以上の体力が注がれてしまい、体勢が崩れたのだろう。すぐに立て直すが、それを見み逃のがすサイラオーグさんではない。もう一発横殴りの裏拳を曹操の顔面目め掛がけて放った。

　曹操は槍を引き抜ぬき、その攻こう撃げきも見切りだけで避けてしまうが──紙一ひと重えといったところだ。

　けど、紙一重は──ダメだ。それでは闘気の余波までは防げないッ！

　当然のごとく、闘気の余波は曹操に当たっていたようで、鼻からブッと血が噴き出ていた。同時に足あし下もとがぐらついている。軽い脳しんとうを起こしているようだった！

　この瞬間を、サイラオーグさんは待っていた。

　たったの一発だ。ただの一いち撃げき。

　その一発が当たれば──。

　全身から血を噴き出しながらサイラオーグさんは、よろめく曹操の腹部に闘気に包まれたパンチを放つ──。

　俺はその一撃を目にした瞬間、ぶわっと涙を溢れさせた。

　後方に大きく吹っ飛ぶ曹操。何度も何度も地面の上を転がり続けて……遥か彼方かなたで倒れ伏ふしていた。

　一瞬の静せい寂じやく。観客はまさかの一発に無言で総立ちになっていた。

　そして──。

《ダウゥゥゥゥゥゥゥゥウウウウンッッ！　曹操選手が、ダウンンンンッッ！》

　ナウドさんの叫び！

『おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ！』

　観客席が今日一番の盛り上がりを見せていた！

　当たった──。

　当たった当たった当たった……ッッ！

　近くの席で匙が男泣きをしていた。手で目元を覆おおい、ただただいまの一撃に感無量の涙を流していた。

　消しよう耗もうしていたとはいえ、あれだけのパンチを当てれば──。

　でも、ビナー氏は冷静につぶやく。

「──まだ、終わっていないわ」
















　その一言で皆がモニターに注目する。

『……ふふふ』

　倒れ込んだ曹操から、笑い声が聞こえてきた。

　のろのろと起き上がり、口から噴ふき出た血を手で拭ぬぐう。

　全身がぶるぶると震ふるえており、足はガクガク状態だった。ダメージは深刻そうだが、あの一発を受けてまだ立つのか！

　疑問を感じる俺たちにビナー氏が言う。

「……インパクトの瞬間、彼は槍やりを盾たてにして、直ちよく撃げきを避さけています」

　──っ！　マジかよ……っ！　俺が京都で「龍ウエルシ剛ユ・ドラのゴニツク戦車・ルーク」を使ったとき同様に、槍で一撃を防いだのか……。

　曹操は血をペッと吐き出し、語り始める。

『……伝説の武器だとか、神滅具ロンギヌスだとか、聖せい槍そうだとか、聖遺物だとか……すべてがバカらしくなるほどのパンチだ』

　奴やつは天を見上げて言う。

『……これを見ている全階級の悪あく魔まの方々、そして、古き悪魔よ。……よく見ておくといい。あなた方が怖おそれた聖なる槍を追い詰めているのは……あなた方が一千年、一万年の間、否定し続けた肉体の研磨の末に生まれた体術だ。……机き上じようの理論立てだけでは届かぬ領域パワーがあることを、その眼に焼き付けて、我が聖槍と大王次期当主の戦いを見届けるといい……ッ！』

　……………………。

　……俺だけじゃなくて、リアスやソーナ先せん輩ぱいも、曹操の突とつ然ぜんの言葉に驚おどろいている様子だった。

　訝いぶかしげに感じたのはサイラオーグさんも同様だったようで、訊きく。

『……なぜ、そのようなことを？』

　曹操は真っ正面から答える。

『……この俺を追い詰めるキミや赤せき龍りゆう帝ていが、悪魔たちの不要な疑いと余計なプライドで下に見られるのは、気持ちの良いものじゃないからさ。キミも赤龍帝も俺にとって、十分すぎるほどの好敵手だからな』

　──っ。

　……あの野や郎ろう、サイラオーグさんの事情を知っているのかどうか知らないけど……。

　いや、知っていて、あえてこの場を使って言ったように思えた。まさか、曹操がこんなことを言ってくれるなんてな……。

　そんなふうに思っていたら、実じつ況きよう席のほうで変化があった。

　モニターを見ると、実況席にカメラが行っており、そこには──冥界のテレビで見たことのある人物が立っていた。

　サイラオーグさんにどことなく似た青年悪魔──弟のマグダラン・バアルさんだった。

　マグダランさんは、実況席のマイクを取り、観客席の皆に向かって話し始める。

『次期当主たるサイラオーグは……体術だけで戦っています。バアル家にとって、大事な滅ほろびの力を有していないからです。……兄は、歴代の当主と比べても、政治力は劣おとるでしょう。領内で起きた問題も、机の上で処理するのではなく、わざわざ現地まで足を運び陣じん頭とう指揮を執とるといったように要領もよくありません』

　兄を語るマグダランさんの声に会場は耳を傾かたむけていた。

『領地の特産品も、次期当主自ら着ぐるみを着て他ほかの領地に売り込みに行くなど、到とう底てい貴族と思えない行動を率先してします。そのうえ、領民の願いであれば、子供の頼たのみ事ですら、真しん摯しに聞いて叶かなえようとするほどに仕事を選びません』

　マグダランさんは──モニターに映る戦う兄を見ながら、涙を流し、訴うつたえる。

『それでも私は、一いつ切さいの疑いもなく、兄に付き従う所存です。──サイラオーグ・バアルこそが、大王家の次期当主であり、次期大王バアルです……ッ！』

　マグダランさんの言葉に会場のどこかから拍はく手しゆが起こり、しだいに大きくなって、会場全体を支配するほどのものになった。

　……批判する声もある。

　でも、負けないぐらい認めてくれる者たちもいる。敵味方関係なく、誰だれもが、サイラオーグさんが強いと宣言してくれたのだ。

　これにゲスト解説者のシヴァが笑っていた。

《いい飛び入りの演説だったじゃないか。そうか、悪魔の大王は、滅びがどうとか、家いえ柄がらがどうとかでこだわりがあるんだったね。ま、悪魔の歴史やしきたりは知るところではないが、英えい雄ゆうの定義は簡単だ。──民たみがその者を求め、民がその名を記す》

　そして、こう続けて口にした。

《それに体術も立派な破は壊かいの源だよ。特にこのような練り上げられた拳こぶしの破壊は滅めつ多たに見られるものじゃない。破壊を司つかさどる僕が言うんだ、間ま違ちがいないさ。この体術を見せられてもなお疑うというのなら、それはただの嫉しつ妬とだね》

　まるで冥界でのサイラオーグさんへの批判を一いつ蹴しゆうするかのようなコメントだった。

　……破壊神からすれば、破壊の力としての滅びも体術も同一に見えるのかもしれない。結局のところ、どちらも『何かを壊こわす』のだから──。

　会場に響ひびく、マグダランさんとシヴァのいまの話が、フィールドのほうに届いているかどうかはわからない。

　しかし、サイラオーグさんと曹操の激げき闘とうは再開しており、再び拳と槍のノーガード戦法が繰くり広げられるっ！

　拳を打ち、槍を避よけながらサイラオーグさんが言う。

『……おかしな男だ。──だが、嫌きらいではないっ！』

　槍を突つき、蹴けりを避けながら曹操が返す。

『こちらこそ、倒しがいがあるッッ！』

『『勝つのは俺だッッ！』』

　そこからは体力以上に意地と意地のぶつかり合いだった。互たがいにフルパワーを放つせいか、動くだけでもスタミナは消耗していき、互いに攻撃の当たらない戦いが続くが、それでも両者はそんな勝負に笑えみを浮かべていた。

　当たったら敗北、当たったら勝利、などという戦いはそうあるものでもない。

　ここでしか味わえない戦いを、二人は心底楽しんでいたのだ。

　そのなかで、サイラオーグさんが纏まとう鎧よろいが完全に破壊され──。

《「紫金の獅子王インペリアル・パーピユア」チーム、『兵士ポーン』一名リタイヤ！》

　ついにレグルスがリタイヤとなってしまった！　『覇獣ブレイクダウン・ザ・ビースト』による消耗と、聖槍によるダメージの蓄ちく積せきで、先にレグルスのほうが参ってしまったのだ。

　獅し子しがなくなってもサイラオーグさんは生身で曹操に詰つめ寄っていく！

　曹操もすでに禁手バランス・ブレイカーを維い持じできるほどの体力を失い、通常の状態で戦いを繰り広げていた。

　息があがり、汗あせがとめどなく流れ、血も噴き出すなかで、両者は呆あきれるほどに純じゆん粋すいなまでにノーガードで攻こう撃げきをし続けたのだった──。

　そして、制限時間は訪おとずれる──。

《──タイムオーバーッッ！　試合終しゆう了りようですッ！　勝者は──》

　制限時間が過ぎた以上、撃げき破はした合計駒こま数の多いほうのチームが勝利となる！　両『王キング』とも健在のなかで、どちらのほうが撃破数が多かったのか──。

　審しん判ぱんの声が響く。

《──『天てん帝ていの槍』曹操チームの勝利ですッッ！》

　──っ！

　点数を見てみれば、「紫金の獅子王インペリアル・パーピユア」チームが19、「天帝の槍」チームが25と、確かに曹操チームのほうが多かった。

　……サイラオーグさんと曹操以外のところで、勝負が決まっちまったか……。関かん帝ていもいたからな。悔くやしいけど、これもレーティングゲームだ。

　……サイラオーグさんチームの負け、か。

　試合が決まり、どっと疲つかれたのか、サイラオーグさんは肩かたで息をしていた。

『……俺の負け、か』

　そう言うサイラオーグさんに曹操が歩み寄る。

『……いや、あのまま続けていれば……というのは、蛇だ足そくか』

『ああ、結果がすべてだ。なに、問題はない。──また、同じ舞ぶ台たいで戦えばいいだけのことだろう？』

　よろめいて体勢が崩くずれかけた曹操だったが、それをサイラオーグさんが抱だき止めて、肩を貸した。

　共に転移の魔ま方ほう陣じんまで歩み出す。

　曹操が言う。

『……次に戦うときはどんなルールだろうか』

『ふっ、次は複雑なルールで戦うのも意外に楽しめるかもしれんぞ？』

『そうだな。しかしキミと兵藤一誠と正面から打ち合うのは寿じゆ命みようが縮まるな』

『仕方ないだろう。俺も奴もそれしか芸がないのだからな』

『実に楽しみだ』

　見事な『王キング』同士の戦い──。今回の戦いを通じて両者に妙みような繫つながりができたように思えた。

　俺たち観戦室の者たちも、スタンディングオベーションを両チームに贈おくるなかで、匙がいつの間にか俺の隣となりに立っていた。

「いい試合を見られた。これで、心置きなく兵藤と戦えそうだ」

「……ああ、この試合みたいにいい戦いをしよう」

　それは盛り上がる会場の片かた隅すみで、静かに応じ合う俺と匙の意思表示だった──。

　この試合のあとすぐに俺たち兵藤一誠チームは──ソーナ・シトリー眷属のチームと戦うことになる。
















　同期だからこそ、あいつより強くなりたかった。

　同期だからこそ、あいつより強くありたかった──。

















　　　Line.1　去年とは色々と違ちがいます









　サイラオーグさんのチームと曹そう操そうのチームの試合から数日後──。

　俺とリアス、朱あけ乃のさんとレイヴェルの四人は、兵ひよう藤どう家上階のＶＩＰルームで来客を応対していた。

　お客さんが、持ってきたＢＤのパッケージをテーブルの上に置く。

「これが、この間リアスさんに話したものよ。と言っても、あなた方もすでに番組は確かく認にんしているでしょうけれど」

　そう言うなり、メガネをくいっと上げる──シーグヴァイラ・アガレスさんだった。

　そう、来客とはシーグヴァイラさんだった（アガレスの「女王クイーン」アリヴィアンさんも随ずい行こうしている）。

　俺（マネージャー兼けん眷けん属ぞくのレイヴェルも含ふくむ）とリアスと朱乃さんと、共にそのＢＤを見て話そうというのだ。

　シトリー眷属との試合が近いなかでの交流なのだが、レイヴェル的にそのシトリーに関かかわるものだからと、この場に顔を出していた。

　……俺もリアス経由で事情を聞かされて、いろいろと知ったから、あらためてリアスやシーグヴァイラさんに訊ききたいことができていたんだよね。

　アリヴィアンさんが、シーグヴァイラさんからＢＤを受け取り、ＶＩＰルーム備え付けの機器にセットする。すると、テレビにＢＤの内容が映し出された。

『マジカ～ル☆レヴィアた～んっ！　始まるのよ～っ！』

　見覚えのある姿と聞き覚えのある声──。そう、テレビで始まったのは、冥めい界かいで放送しているセラフォルー・レヴィアタン主演の特とく撮さつ番組『マジカル☆レヴィアたん』だった。

　シーグヴァイラさんが持ってきたのは、それの最新版だ。

『さあ、堕だ天てん使しの将軍さん！　これ以上の悪さは許さないのよっ！』

　テレビでは、いつものマジカル☆レヴィアたんが画面狭せましと大暴れしている。この特撮番組は、本物の魔ま王おうレヴィアタンさまが演じていることで話題になっているわけだが……。

　とうのレヴィアタンさまは、６６６トライヘキサ退治のために隔かく離り結界領域に行ってしまい、長期不在となっている。そう、こちらにいないはずなのだ。つまり、特撮番組の役を演じられるわけがない。もちろん、レヴィアタンさまが帰き還かんされた報告もない。

　なのに、『マジカル☆レヴィアたん』は中止することもなく、最新のストーリーが作られ続けているのだ！

　このことを最近リアスに告げられて俺は驚おどろいたのだが、実際に冥界で放送されているというこの番組の本放送を見て、俺は本当にビックリした！

　……実はこれには理由──裏の事情が存在していた。それも俺はすでに知っているが……。

　シーグヴァイラさんが、あごに手をやりリアスに訊く。

「──という感じなのだけれど、あなたから見てどうなのかしら？　幼なじみのソーナさんがレヴィアたんを演じていることについて」

　そうなんだよ！　シーグヴァイラさんが言うように、このマジカル☆レヴィアたんは、ソーナ先せん輩ぱいが演じているのだ！　ソーナ先輩が、姉の格好をして、番組を続けているということになる！

　最初にリアスからこれを告げられたとき、もうぶったまげるしかなくて、本放送を見ているときも何度もリアスに「本当にソーナ先輩なの？」と訊いたものだ。

　……もちろん、メイクはしているだろうけど、それでも姉妹しまいだからか、この二代目マジカル☆レヴィアたんに違い和わ感かんは感じなかった。

　もちろん、二代目がソーナ先輩だと公表されているわけではないが、魔王レヴィアタンさまが冥界にいないのは一いつ般ぱんの悪あく魔またちも知っていることだ。すでにあちらでも、ソーナ先輩が演じているのではないか？──という噂うわさで持ちきりだという。

　そういうことが冥界で起こっているため、シーグヴァイラさんは、同じテロ対策チームである『Ｄ×Ｄデイーデイー』の俺たちと、これについて話をしたくなったのだという。

　サイラオーグさんもここに呼びたかったようだが、先日あの試合があったばかりで生憎あいにくと現在休息中のため、無理に招くことはしなかった。

　何はともあれ、あれほど姉の魔ま法ほう少女っぷりに頭を悩なやませていたソーナ先輩が、とうのマジカル☆レヴィアたんを引き継ついでいるなんて……。

　以前、魔法少女の格好をしたときも、酷ひどく嫌いやがり、恥はずかしがっていたし……。でも、テレビに映し出される二代目マジカル☆レヴィアたん──ソーナ先輩は、まるで恥ずかしがることなく、横チェキもするし、ぶりっこな面も見せていた。姉のレヴィアタンさまの仕草そっくりで、驚くばかりだよ。

　リアスがシーグヴァイラさんに問われたことを返す。

「……セラフォルーさまのご決断が、あの子のなかで耐たえがたいものだったのは事実よ。なんだかんだ言って、誰だれよりもセラフォルーさまを慕したっていたのはソーナだもの。本当なら、甘えたくて甘えたくて仕方ないはずなのに、姉を立派な魔王として送り出したいために、常に冷静で、己おのれを律していた。当然、魔王レヴィアタンの妹だという自覚もあったでしょうけれど……。私はあの子が小さい頃、セラフォルーさまのあとをついて回っていたのを見ているもの。私が兄に対するもの以上の愛情を抱いだいていたはずよ」

　友人を語るリアスの表情は誇ほこらしげであり、切なげだった。

　リアスはこう続ける。

「必要以上に背負い込む癖くせがある子だから、セラフォルーさまがいなくなったことで、姉の役目を少しでも肩かた代がわりしようと、『マジカル☆レヴィアたん』の役を継いだのでしょうね。らしくない振ふる舞まいだろうとも、大切な姉が戻もどってくるまで、そのポジションを守っていきたいのよ、きっと。これは、ソーナが決めた大切な意志だと思うの」

　……レヴィアタンさまがいなくなったから、ソーナ先輩がそれを引き継ぐ、か。そんなこと、思ったこともなかったけど……リアスの話を聞く限り、こういう状じよう況きようになった以上、これが必然的な結果だったのかもしれない。

　シーグヴァイラさんはこうも語る。

　このマジカル☆レヴィアたんだけでなく、他ほかにもソーナ先輩は、レヴィアタンさまの魔王以外の仕事をいくつか受け持つことになった、と。なった、というよりも率先して受け持ったってのが正しいようだが。

　シーグヴァイラさんが問う。

「それらのこと、直接は訊いてないのね？」

「ええ」

「相談もなかったの？」

「セラフォルーさまが旅立たれてから、何かを決意した表情は見せていたわ。それだけよ。お互たがい語り合うほどのものではないと考えたのでしょう。そして、こうなった以上、こういうことなのよ。なら、私があの子にこのことの是ぜ非ひを問うなんてことはしないわ。私とあの子の関係ならね」

　親友が、姉の意志を継いで相談もなしに特撮番組で二代目を演じることを決断したとしても、リアスは特に慌あわてはしない。

「──私も同じ状況なら、そうするでしょうから」

　──と、それだけ言った。

　……幼少時から共に育った仲だからこそ、語り合わずともわかるものがあるんだろうな。

　これらを静かに聞いていた朱乃さんも語る。

「私はリアスを傍そばで見てきましたが、二人の間には通じ合うものがあると思います」

　隣となりでレイヴェルも「素す敵てきですわ」とリアスとソーナ先輩の仲を讃たたえていた。

　シーグヴァイラさんが何度もうなずきながら言う。

「そうね、いい関係だわ。私も幼なじみが欲ほしかったわ」

　リアスがその一言に微笑ほほえむ。

「あら、そちらとも、小さい頃から何か催もよおされるたび会っていたじゃない。友人だと思っているけれど？」

　リアスの言葉にシーグヴァイラさんはうれしそうな表情を浮うかべる。

「そうだったわね。うふふ、また『シーちゃん』と呼ばれたいものだわ」

　そんなふうに同世代──友人同士の会話が弾はずむなかで、ドアがノックされる。

「どうぞ」

　リアスがそう返すと、開けて入ってきたのは──トレイにおかわり用のお茶のポットを載のせて持ってきてくれたエルメンヒルデだった。

　お茶を入れ替かえてくれたあとで、エルメンヒルデが手元に小型の吸きゆう血けつ鬼き式魔ま方ほう陣じんを展開させて、とあるものを出現させる。

　──BD-BOXだった。ダンガムの！

　そういや、エルメンヒルデはシーグヴァイラさんにダンガムのBD-BOXを（半ば強制的に）貸してもらっていたんだったな……。俺の田舎いなかで起きた事件が思い起こされるぜ。

「シーグヴァイラさま。ちょうど良い機会ですので、これをお返し致いたします」

「あら、そうだったわ。あなたに貸していたのでした。──ダンガムのBD-BOX」

　受け取るシーグヴァイラさん。いままで見せていた上級悪あく魔まの風ふう貌ぼうは一気に消え去って、ダンガム愛好家の顔となってしまっていた！

「……俺の田舎で会ったときのやつか」

　俺がそう口にすると、エルメンヒルデが控ひかえめな口調で言う。

「い、いえ、実は──」

　続けてシーグヴァイラさんがメガネをキラリと光らせながら言う。

「ふふふ、これはエルメンヒルデさんにお貸ししていたダンガムシリーズの七作めです」

　──っ！

　なんてこった！　なんてこっただよッ！

「な、七作めっ!?　そ、そんなに!?」

　驚くしかない俺！　あのあと、さらにBD-BOXの貸し借りがあったんですか!?　七作も見せたなんて、英才教育しすぎじゃないですかね!?

　エルメンヒルデが恥ずかしがりながら言う。

「そ、その……あのときのを全部見てから、お返ししましたら、そのまま続きやアナザーシリーズまでお借りすることになりまして……」

　……吸血鬼のお姫ひめさまに対して、そのような悪魔の所行が行われていたのか!?　って、悪魔だもんな、悪魔の所行するよね……。

「ぬふふふ……」と危険な笑いをしながら、シーグヴァイラさんが言う。

「エルメンヒルデさんはＯＶＡの『リュックの中の紛ふん争そう』がお好きのようです。いいところを突つきます。素質を感じましたね」

　──それはいらない情報であった。

　……いや、チームメンバーとして、知っておいたほうがいいのかな？　いや、必要ねぇんじゃねぇかなぁ……。

　ったく、シーグヴァイラさんが俺の家に来ると、大たい概がいこうなるんだよ！　うちのチームメンバーのいらない素質を引き出さないでくれっ！

　出会った当初あんなに高圧的な態度だったエルメンヒルデが、斜ななめ上の方向に性格が変わっていってるような気がして……。

　──と、ソーナ先輩の二代目レヴィアたん継けい承しようとダンガムで、なんとも言えない空気になっていた部屋だったが、ドアが突とつ然ぜん豪ごう快かいに開かれる。

　入ってきたのは──黒いコートを着込んだ男性だ。黒と金の入り乱れた髪かみ色をしている。

　俺はそいつの登場に立ち上がって驚いた！

「──っ！　お、おまえは……っ！」

「久しいな、現赤せき龍りゆう帝てい」

　──邪じや龍りゆうの筆頭格クロウ・クルワッハだった！

　こいつがリアスのチームの新たな一員だってことは知ってたけど……っ！

　まさか、こんなに豪快に俺の家に入り込んでくるとは！　度ど肝ぎもを抜ぬかれたぞ！　気配だって感じ取れなかったし！

『長いこと、正体を見破られず人間のなかで暮らしてきたのだから、それぐらいはできるのだろう』

　──と、ドライグも言うけど……。俺の周囲のヒトって、気配殺す術すべを発揮しすぎじゃない？　あれ？　もしかして、それ習得していないの俺だけ？

「な、なんで、ここにっ!?　って、リアスに用事か？」

　訊きく俺だったが、今回奴やつは俺に興味がないのか、リアスのほうに顔を向けて話しかける。

「バナナが切れた。契けい約やくのひとつだ。バナナをもらいに来た」

　…………。

　……バ、バナナ……？　俺はクロウ・クルワッハがどういう経けい緯いがあってリアスのチームに入ったか、詳くわしくは聞いていないんだよな。

　ま、まさか、バナナが契約条件のひとつ……？

　怪訝けげんに見守るしかない俺とレイヴェルだったけど……。

「バナナは地下の貯蔵庫にあるわ。朱乃、案内してあげてちょうだい。そこにオーフィスもいるかも。あ、クロウ、オーフィスを外に連れ出さないでね」

　リアスの言葉にクロウ・クルワッハは素直に応じる。

「わかっている。ドラゴン同士で語るだけだ。それも契約条件のひとつだ」

　朱乃さんに導かれて、邪龍は部屋を去って行く。

　……バナナで釣つれる最強の邪龍がいるんだな……。

『……食い意地が張っているドラゴンが多いように感じるな』

　そうだな、ドライグ。……ランクが高くなるほど、ドラゴンって変な奴の度合いが増すように思えるよ……。

　リアスが朗ほがらかな笑顔で言う。

「クロウ・クルワッハって、話してみると案外悪いヒトではないの。ちょくちょくここに来るかもしれないけれど、仲良くしてあげてちょうだい」

　な、仲良くかぁ……。

　まあ、ドラゴンの知り合いは多いし、邪龍と仲良くなるってのも今いま更さらか。

　そのようなこともありつつ、ソーナ先せん輩ぱいの変化についての話し合いは、当面ソーナ先輩を見守るということで意見が一いつ致ちした。

　そしてあちらから相談があれば、当然のごとく、皆みんなで聞いてあげようと決めた。本当、『Ｄ×Ｄデイーデイー』のメンバーは心強いヒトたちばかりだから、俺も含ふくめて、困っている仲間がいればいくらでも力を貸す所存だ。

　……まあ、横のレイヴェルちゃんは難しい表情で考え込んでいたけどね。

　この情報を共有した状況で、次の試合──とうのソーナ・シトリー眷けん属ぞくとのレーティングゲームをどうするのか、思し慮りよしているのだと思う。

　……というところで、そろそろ本格的なシトリー戦の作戦会議といきましょうかね。




　　　　─○●○─




「[image: いつ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チームのメンバー全員が、作戦会議のために兵藤家の俺の部屋に集つどう。今回は、『女王クイーン』枠わくたるビナー氏も駆かけつけてくれた。

　俺たちは、相手チームのこれまでの試合内容をあらためて確かく認にんするため、記録映像を視し聴ちようする。

　映像では、見知ったシトリー眷属たちが、ソーナ先輩の作戦のもと、フィールドを的確に動いて、確実に相手の戦力を削そいでいく様が映し出されている。

　いろんなルールでの彼女たちの動きを見ているけど……無む駄だはないね。元々のシトリー眷属を核かくにチームを構築しているためか、非常によく連れん携けいとバランスが取れている。

　オフェンスは、ヴリトラの鎧よろいを着た匙さじを筆頭に、『戦車ルーク』の狼おおかみ男──ルガールさん、『騎士ナイト』の二人組、巡めぐりさんと死神っ娘こベンニーア、『兵士ポーン』の仁に村むらさんが受け持っている。

　ディフェンスが『戦車ルーク』の由ゆ良ら、『僧侶ビシヨツプ』の花はな戒かいさん。

　サポートが、『僧侶ビシヨツプ』草くさ下かさん、新メンバー、そしてソーナ先輩。

　ソーナ先輩は必要に応じて、高い魔ま力りよく精度で水を自在に操あやつり、時には大規模な広こう範はん囲い攻こう撃げきも可能にしていた。

　……圧巻なのは、やはり、匙だ。

　黒こく炎えんによる高い攻撃力と複数のラインによるサポートで、あらゆるルール、フィールドに対応して、良い仕事をしている。敵にラインを繫つなげれば、黒炎でダメージを与あたえたり、相手の力を吸い取ったりできるからな。

　さらに味方の間でラインを繫いで、各種の力の補強を行い、チームに大きく貢こう献けんしている。仲間の魔力が足りなくなったら、ラインで繫げ、魔力に余力があるメンバーから送ることもできるのだ。

　とある映像の敵がそれに気づいてラインを切ろうにも、黒炎が燃え移るため、容易に排はい除じよすることができず、歯がゆい思いをしていた。

「ラインを繫げての連携が始まったら、厄やつ介かいですわね」

　レイヴェルも匙のラインを注視していた。

　もちろん、匙だけが強力なわけではない。

　他ほかのシトリー眷属を見ていた仲間たち──ゼノヴィアが、唸うなるように言う。

「……留る流る子こと、巡、由良、花戒は人じん工こう神器セイクリツド・ギアを禁手バランス・ブレイカーに至らせているんだな。留流子なら自じ慢まんのひとつでもしてきそうなものだが……さすがにソーナ前会長の手前、自重したのか」

　ゼノヴィアが言うように、人工神器セイクリツド・ギア組である由良、巡さん、花戒さん、仁村さんは、映像を見る限り、いままで持っていた能力のスケールアップしたものを使用していた。

　それはまるで本物の神器セイクリツド・ギアの禁手バランス・ブレイカーのようだった。そこに至る瞬しゆん間かんみたいなのも、映像を見る限り、本家とすごく似ていた。

　仁村さんの場合、脚きやつ甲こうの人工神器セイクリツド・ギア「玉兎と嫦娥プロセラルム・フアントム」が、以前とは形が変わっており、速度も蹴けりの威い力りよくも遥はるかに向上していた。

　巡さんの持つアザゼル先生謹きん製せい黒歴史ソードこと「閃ブレイザー光と・シヤイニ暗ング・オア黒・ダークの龍ネス・サム絶刀ライソード」も、刀の形が変わり、しかも周囲に四体の鎧武む者しやが出現するようになっていた。木き場ばの龍りゆう騎き士し団ほどの規模じゃないが、それでもあれがフィールドを駆け回ったら、厄介だな。

　レイヴェルが、人工神器セイクリツド・ギア版禁手バランス・ブレイカーを見ながら言った。

「鬼き手しゆ──カウンター・バランス。人工神器セイクリツド・ギア版の禁手バランス・ブレイカーのことをそう呼こ称しようするそうです」

　──鬼手カウンター・バランス、か。

　……それが人工神器セイクリツド・ギアの禁手バランス・ブレイカーっ！　本当に実現していたんだな。アザゼル先生のファーブニルの鎧も、一種の暴走状態で発現させていた。でも、シトリー眷属が使っているのは、正式な人工神器セイクリツド・ギアの禁手バランス・ブレイカーなのだろう。

　イリナが言う。

「人工神器セイクリツド・ギアの禁手バランス・ブレイカーは、まだ研究中で完全ではないと聞いていたんだけど……」

　うん、俺もそう聞いていた。少なくとも、まだあとちょっとだけ時間がかかるかもと。

　レイヴェルが俺たちの疑問に答えるように言う。

「どうやら、アザゼル前総そう督とくが、隔かく離り結界領域に行かれる前に理論をまとめていたそうです。まるで、見てきたかのような構築の内容で、グリゴリの幹部の方々も大変驚おどろかれたそうですが……。それでも、人工神器セイクリツド・ギアの研究は大分進めることができたとのことです」

　……へぇ、何があったか知らないけど、トライヘキサとの決戦に臨のぞむ前に、ひとつの答えみたいなものに行き着いたんだろうな。

　──と、俺は気になったので口に出す。

「草下さんも、鬼手カウンター・バランスに至っているとみていいのかな」

　草下さんも人工神器セイクリツド・ギア組だけど、映像を見る限り、仁村さんたちみたいにハッキリと至った場面がなく、すごく気になってしまった。

「おそらく、至っているはずです」

　レイヴェルはそう肯こう定ていする。

　まあ、草下さんは大量の仮面を使って諜ちよう報ほう活動するのが主おもな仕事だしな。現に映像の試合でも仮面をフィールド中に飛ばして、相手の出方をうかがったり、注意を引いたり、良いアシストをしている。

「シトリーの人工神器セイクリツド・ギア組は、全員至っているってことね。しかも、面めん倒どうくさそうな特性を付加させてそうだな……」

　俺の感想だ。元々、テクニックタイプの多いチームだ。自分の神器セイクリツド・ギアが至るとしたら、亜あ種しゆに変化させて、怖こわい付加特性を身につけているかもしれない。

　レイヴェルがうなずく。

「もちろん、真っ正面から接せつ触しよくするのは危険ですわね。どんな枷かせをかけられるか、わかったものではありません」

　当然だけど、試合で接触したら要注意ってことだ。

　そして、俺たちはシトリーチームの新メンバーにも注目していた。

　日本古来の神聖な剣けん──十束とつかの剣つるぎを持つ小学生男児、火照ほでり幸ゆき彦ひこだった！

　アザゼル先生が作った体感型ゲーム「アザゼルクエスト」の折、この小学生男児と出会ったんだよな。まさか、『兵士ポーン』枠として、シトリーチームに参加しているなんて……。

「しかし、火照がメンバー入りしているなんてな」

　俺がそう言うと、ロスヴァイセさんが応こたえる。

「中等部に上がったこともあり、見けん聞ぶんを広めるための修しゆ行ぎようの一いつ環かんだそうです」

「……あいつ、案外アクティブなんだよな。龍りゆう王おうクラスを前にしても突つっ込むからな」

　タンニーンのおっさんに果か敢かんに向かっていく胆たん力りよくはあるので、案外、大成しそうだ。大会の試合でも、格上相手に怯ひるみながらも突っ込んでいっているようだから。

　このようにして、シトリーチームの試合の様子をテレビで確認していった。シトリーチームの大会での戦績だが、勝ち星のほうが多いが、何度か負けてもいる。レートの数値では、うちのほうが上だ。

　レイヴェルはハッキリと述べる。

「──ソーナさまは、戦術の組み立てという面では、プロのプレイヤーと遜そん色しよくないと思いますわ。私よりも遥かに上です」

　レイヴェルもそこを認めているわけだ。

　ソーナ先輩は、大会のルールとフィールドをフル活用して、相手チームを術中にハメているもんな……。

　これにビナー氏が珍めずらしく訊きいてくる。

「……戦略の組み立ては別、というわけね？」

　ビナー氏の言葉にレイヴェルは、

「レーティングゲームによる大局的な戦い方は、あのチームでは行えませんわ」

　シトリーチームをそう断じた。

　……シトリーチームは、大局的な戦い方ができない……。

　ロスヴァイセさんが得心したのか、意見を述べる。

「圧あつ倒とう的な攻撃力……いわゆる魔ま王おうクラス、神クラスが放つ、フィールドを壊こわすほどのパワーはないということですね」

　レイヴェルが肯定するようにうなずいた。

「はい。対する私たちには、イッセーさまと──ビナーさまという、フィールドに大きく影えい響きようを与えるふたつの矛ほこがあります」

　確かにシトリーチームはバランスがいいが……俺の龍りゆう神じん化の砲ほう撃げきクラスの攻撃力は、持ち得ていない。この大会、フィールドを吹ふき飛ばす参加者は、少ないながらも確実に存在する。ほとんど神クラスだが、ヴァーリやクロウ・クルワッハという、神に匹ひつ敵てきする者たちもいるわけだ。

　……なるほどね、ゆえにシトリーチームに大局──フィールドを吹き飛ばしてルールを半ば機能停止させる術すべはなく、その手の作戦は立てられないということか。

　こっちはいざとなったら、頃ころ合あいを見て俺が龍神化の砲撃を放てば、フィールドと相手に大打だ撃げきを与えられるからな。

　レイヴェルが百鬼なきりに言う。

「術の面で限定すれば、百鬼さんも戦略方面の人員ですわね」

「まあ、フィールドしだいかな。あと、仮の空間じゃ、どうしても本物の地脈に比べて格が下がる。その辺りは、ここまで戦ってきてよくわかった」

　百鬼の術は、地に足をつけていれば、そこからいろんな恩おん恵けいを得られるというものだ。自身の攻撃力も高められるし、地面を操作してディフェンスにもサポートにも舵かじを切れる。

　次にレイヴェルはイリナに訊く。

「イリナさま、例のものは？」

「うーん、一応、形にはなってきてるかな。でも、時間的に足りない面は出てしまうかも」

　イリナはトンボの目を回すように、指でぐるぐるぐるぐるとずーっと円を描えがいていた。実はレイヴェル考案の新技開発中なのだ。

「試合までにできるだけ精度を上げていただけると大いに助かりますわ」

　レイヴェルの言葉にイリナは、

「ラジャー。任せて」

　力強く応じていた。

　レイヴェルはエルメンヒルデに訊く。

「エルメンヒルデさまのほうもいかがでしょうか？」

「百鬼さんと一いつ緒しよで、フィールドしだいでしょうか。どういう設定になっているかで、用意しているものの条件が変わります」

　エルメンヒルデの吸きゆう血けつ鬼きの能力は、サポートに適している。これは、神器セイクリツド・ギアの力を解放する前のギャスパーに似ていた。戦せん闘とう型の吸血鬼であるなら前線に出せるのだが、エルメンヒルデの場合、血を吸った相手の力を顕けん現げんできる点以外は、普ふ通つうの女性吸血鬼だ。基本、サポートに回ってもらい、相手に詰つめられたら血を飲んで戦ってもらうしかない。

「……それでも、草下さまの能力に対たい抗こうするには、エルメンヒルデさまの力が必要になりますからね」

　レイヴェルは、草下さんの仮面対策にエルメンヒルデを当てようとしているようだ。

「アーシアさま、ファーブニルさんは……出しづらいですよね」

　レイヴェルに訊かれたアーシアは、気まずそうに答える。

「……はい、どうやら私が『悪い方かた』と強く認にん識しきしない限り、ヴァーリさんのおじいさんに見せたような力は出してくれそうになくて……。もちろん、お呼びすればその分だけ力を貸してはくださいますが……」

　デュリオチームとの戦いのとき、実じつ況きようで参加していたファーブニル。いつの間にか復活していて驚いたが……。アーシアが言うように、あいつはよほどのことがない限り、逆げき鱗りんパワーは見せないんだよな。普ふ段だんはパンツが好きなパンツドラゴンだし……。

　しかも、大会規定の仕様上、使い魔まは制限がある。

　レイヴェルが考え込みながら言う。

「ルール上、ファーブニルさまほどの使い魔ならば、一度の使用が限界ですね。リゼヴィム・リヴァン・ルシファーに見せたという力が発揮できれば、ゲームが大分楽にはなるのですが……」

　あのクラスの外げ道どうは、そうそう出てこないだろうしな……。逆に大会に参加されてても困るぞ。

　レイヴェルがアーシアにこうも告げる。

「それと、回復役のアーシアさまと、作戦を担当している私は狙ねらわれやすいです。次の試合だけではなく、今後も護衛がいなくなる場面が出てくると思いますので、十分に気をつけていきましょう」

　アーシアはこくりとうなずく。

　まあ、貴重な回復役と、うちの要かなめであるレイヴェルは狙われて当然だろうし、ソーナ先せん輩ぱいなら隙すきを見て倒たおしに来るだろう。用心するに越こしたことはない。

　その後も、レイヴェルを中心に各メンバーが状じよう況きようを報告し合い、戦いに備えた意見を交かわした。

　ある程度の報告が終わったところで、ゼノヴィアが意を決したようにレイヴェルに真っ正面から言う。

「レイヴェル、ひとつ私のわがままを聞いてくれるか？」

　レイヴェルは心当たりがあったのか、先に言った。

「──ソーナさまと戦いたいのですね？」

　これにゼノヴィアは驚いていたが……周囲の俺たちもビックリしていた。

「おおっ、わかるのか。さすがうちの作戦担当だ。うん、ソーナ前会長と個人的に戦いたい」

　マジか。

「それは、駒く王おう学がく園えんの生徒会長としてか？」

　俺が問うと、ゼノヴィアは肯定する。

「うん。単純な理由だが、どうしても会長同士で語り合いたいんだ」

　……語り合いたいって、それは戦うと同義なんだろうけど……。

　まさか、こいつがそんなに前会長にこだわりがあったとは……。

「戦いで語る、か。剣けん士しのゼノヴィアらしいな」

　俺がそう言うと、ボーヴァが続く。

「私も理解できますぞ。戦いのなかでしか語れないことがありますからな」

　そう、あるんだよな、戦いのなかでしか語れないこと……。拳こぶしを通してじゃないと、相手の気持ちがわからんときがあるんだよ。だからこそ、俺はいま胸中に渦うず巻まいている想おもいをどうしたものかと苦く慮りよしているわけでさ。

「ということなんだが、作戦的にありかなしか訊きたい」

　ゼノヴィアがレイヴェルに訊くが……とうのレイヴェルは俺のほうに顔を向けた。

「その前にもうひとつだけ。──イッセーさま」

「うん？　もしかして、匙のことか？」

　すぐに匙の名前を出してしまった俺。ちょうど、そのことを考えていたからね。

　つまり、ゼノヴィアがソーナ先輩にこだわるように、俺も匙への個人的なこだわりがあるということだ。

「はい。やはり、一いつ騎き打うちはしたいですよね？」

　俺は……正直な気持ちを真ま面じ目めな表情で告げる。

「──当然だろ。あいつは、試合が決まったときにわざわざ俺の家に来たし、この間アグレアスで一いつ緒しよに観戦したときも、その辺りを話してきた。あいつと俺は、ぶん殴なぐり合わないと先に進めないものがある。それは確かだ」

　あいつの気持ちは痛いほどよくわかる。

　そして、俺もあいつともう一度戦いたい。俺も匙も、去年の夏のレーティングゲーム以来、いろいろと引きずっているものがあるんだよ。

　それは……もう一度戦わないと理解できないし、この想いを晴らすことができない。

「……レイヴェルの作戦的に、俺とゼノヴィアのわがまま二つはキツいかな？」

「……まあ、私やイッセーのわがままで試合に負けたら、元も子もないしね」

　ゼノヴィアも基本、試合に勝つことが大切なことはわかっているため、レイヴェルが断固として否いなを唱えれば諦あきらめるだろう。

　俺とゼノヴィアがレイヴェルの答えを待つが……。

　すると、レイヴェルは凄すごみのある表情で言う。

「……お二人のお気持ちは、よくわかっているつもりです。その上で、まずは作戦のプランを聞いてくださると幸いですわ」

　……レイヴェルが、無む下げに俺たちの想いを振ふり払はらうような真ま似ねをしないのは、俺もゼノヴィアもよくわかっている。

　俺とゼノヴィアはレイヴェルの言葉にうなずいた。

　それを確認したレイヴェルが、一転して柔にゆう和わな表情を浮うかべる。

「よろしいですね？　では、対シトリー戦での各ルールごとの対処方法ですが──」

　そのまま、俺たちは対シトリー戦の作戦を細かいところまで話し合った──。

　そう、すべてはシトリーチームに勝つためだ。








　　　Line.2　生徒会の秘密









　チームの作戦会議にある程度の目測ができたところだが、日々の学校生活というものもこなしていかなければならないわけで。

　放課後、教室を出る前に松まつ田だと元もと浜はまにこう切り出された。

「今年の夏休み！　どうせ、俺たち三人は駒く王おう学がく園えんの大学推すい薦せんで上に行くのだろうから、ある程度時間はあるはず！　今年こそは彼女を──」

「……彼女を……うぅ……っ！　俺たちは変わらない三人だったはずなのにぃっ！」

　そこまで言いかけて、男泣きし始める松田と元浜の姿になんとも言えない状況になってしまった俺だったが……。俺がリアスと付き合っているのは、こいつらも知っているところだからな。他ほかのクラスメイトにはいまだ内ない緒しよにしてくれているところに友情を感じている。むろん、「今度、おまえの周りにいる女子以外の女子を紹しよう介かいしてくれ」という圧力があったりもしたが……。

　俺の周りにいる女子以外の女子ね……。一いつ般ぱん人限定じゃないとダメだろうけど、相当難しい部類だな。俺、基本的に一般の女子とは無む縁えんだからね。

　とりあえず、野や郎ろうども（木き場ばも誘さそって）で夏休みに遊園地でも行こうと約束したのだった。リアスたちがいるとはいえ、男友達との遊びも大切だもん。

「ナンパしたいから、おまえは手伝うのだイッセー」

「イケメン王子にも手伝ってもらおう！」

　──と元浜と松田が言う。

　木場は男友達からの誘いのため、うれしいようで「よくわからないけど、できるだけのことはしようかな」と気さくに応じていた。

　木場！　こいつらはおまえのイケメン力を悪用したいだけだぞ！　クソ！　こいつら、木場と同じクラスで、同じ班になったせいか、木場を利用する方法を覚えつつある！　確かに俺も彼女がいなかったら、木場の協力を仰あおいでいたかもしれん！

　そんなことがありつつも、奴やつらと別れて、俺と木場は旧校舎に向かい、その日も平へい穏おん無事にオカ研の部活動をこなしていく。

「では、今年の夏休みは合宿をしましょうね」

　話し合いはアーシア部長の決定のもと、部員全員が「了りよう解かい」と応じた。

　これには新入部員たちも楽しげだった。

「合宿！　夏休みが楽しみです！」

　ウキウキ気味のルフェイに、

《こういうのはおやつの金額がキモだと聞きますぜ。案外、少ない金額のほうが考えるのが楽しいんでしょうな》

　ベンニーアもすでにおやつのことまで考えていた。

「が、合宿！　夏休みというのも初めて！」

　トスカさんも楽しげだ。やることなすこと全部初体験だろうから、興味は強いだろう。

「合宿もよいが、夏休みは一度実家に帰るのじゃ！」

　九重くのうは実家に帰省する予定があるんだよな。まあ、故郷を離はなれ、見けん聞ぶんを広めるためにここに来ているが、まだ小学生だし、実家への帰省は楽しみだろう。

　レイヴェルがスケジュール帳に合宿のことを記き載さいしながら言う。

「……今年の夏休みはやることが多そうですわね」

　チームの要かなめであり、俺のマネージャーでもあるレイヴェルは、夏休みも関係なく忙いそがしそうだ。──って、それはつまり『王キング』の俺も忙しいってことなんだけどね！

　大会に参加しつつ、部活動もして、「おっぱいドラゴン」もしなくちゃいけないから、今年の夏は忙しさが増しそうだ……。とはいえ、出張で涼すずしいところにも行けるかもしれないから、そこは期待しておくか。

　オカ研の話し合いも終わりが見えたところで、入室してくる者がいた。

　──ゼノヴィアだった。

　ゼノヴィアは視線を巡めぐらせていた。

「イッセーはいるか？」

　俺に用事か？　訝いぶかしげに思う俺だったが、アーシアがゼノヴィアに報告する。

「あ、ゼノヴィアさん！　ちょうど、夏の合宿が決まったところです！　このことをロスヴァイセさんにもお話ししようかなーと！」

　アーシアの報告を受けて、ゼノヴィアも反応する。

　しかし、彼女の視線は俺を捉とらえていた。

「おおっ、合宿か。私も行くぞ。──と、それはいいとして、イッセー、頼たのみ事があるんだが」

　こうして、俺はゼノヴィアの頼み事とやらに付き合うことになる。







　今日の部活の話し合いはほぼ終わりだったので、ゼノヴィアの用事に付き合うことに。

　なんでも、匙さじが忘れ物をしたようで、一いつ緒しよに届けに行ってほしいとのことだった。ゼノヴィアはここに住んで一年だが、まだ地理に疎うといところがある。そこで地元に詳くわしい俺に付き合ってほしいと頼まれた。

　匙の家の住所は知っている。俺たちが住む駒王町から電車で数駅移動したところで降りればいいはず。そこはソーナ先せん輩ぱいの管かん轄かつ──縄なわ張ばりの近くだったりする。

　電車で移動中、車内にて、ゼノヴィアが手に持つ書類封ふう筒とうに視線が行く俺だった。

「匙が忘れ物ね」

「ああ、用事があるとかで、他のシトリーメンバーと共に一足早く生徒会室をあとにしたんだが……珍めずらしく、書類を忘れたようでね。明日の会議で使うものだから、今日のうちに届けようと思ったんだ」

　……用事、ね。試合についての話し合いか、またはアウロス学園についてか、それとも……セラフォルーさまの仕事を引き継ついだソーナ先輩の手伝いだろうか。

　あっちもスケジュールが押してそうだな……。

　などと考え込んでいたが、他にも思うところがあった。

「俺、あいつの家の住所は知っているけど、一度もあいつの家に遊びに行ったことないや」

　そう、意外にも匙の家に一度も遊びに行ったことがなかった。木場とギャスパーがシェアして住んでいるマンションには、ヴァレリーとトスカさんが来る前に何度か行ったことがあったけど……。

　悪あく魔まになってからの同級生で、匙の家は行ってなかったなって今いま更さら気づく。

　ゼノヴィアも意外そうだった。

「そうなのか？　イッセーと匙は仲が良いから、当然互たがいの家へ遊びに行ってると思っていたが……」

「あいつが俺の家に来るのはよくあるんだけどな……」

　まあ、うちの家が何かあったときの集合場所になっていたから、あっちがこちらに来ることは多かったんだよね。

　そのようなことを話しながら、俺たちは目的地の最も寄より駅に降り立ち、お土産みやげ用のカステラを駅前のお店で買った。そのままスマホに登録してあった匙の家の住所を頼たよりに歩を進める。

　駅から徒歩で十数分ほどの住宅街の一角、六階建てのマンションの前にたどり着く。

　……なるほどね、このマンションは独特のオーラを肌はだに感じるな。シトリーの所有物だろうから、ここに住む関係者はすべてソーナ先輩の協力者ということになる。こんなふうに俺たちの地元には、意外と身近に悪魔の関係者が住んでいるよね。

　ふと気になったので、ゼノヴィアに訊きいてみる。

「教会の戦士だと、こういうのはやっぱり近寄ればそちら側の所有物だってわかるもんなんだよな？」

「ふふふ、悪魔が関かん与よした建物は、モノによっては数百メートル先からでも感じ取れるさ。ここは上級悪魔シトリーの所有物だろうから、それはそれはもの凄すごいオーラを感じるね」

　ゼノヴィアもそう答えてくれた。

　まあ、和平前の教会の戦士だったら、上級悪魔が関与した建物に近づいただけで緊きん張ちようするよな。

　……となると、初対面時のゼノヴィアは上級悪魔グレモリーが関係していた当時の兵ひよう藤どう家に入り込むとき、よほどの覚かく悟ごで足を踏ふみ入れたんだろうなって、今更思ってしまう。

　匙の住む部屋は五階だそうなので、エレベーターでそこまで上がった。

　通路を進むと、角部屋にたどり着く。ほー、角部屋！　まあ、家族と住んでいるんだろうけど、いい位置をもらっているな。このマンション自体も結構いいところだと思うし。

　匙の部屋の前に立ち、インターホンを鳴らす。

　……しかし、留守らしい。

　さて、どうしたものかとゼノヴィアと顔を見合わせていたときだった。

「兵藤一いつ誠せいさん──と、ゼノヴィア会長、ですよね？」

　そんなふうにうしろから声がかけられる。振ふり向くと、手を繫つないだ女子中学生と幼よう稚ち園えん児じらしい男の子がいた。園児のほうは、顔や膝ひざに絆ばん創そう膏こうが貼はってあり、怪け我がをしているようだった。

　帰宅途と中ちゆうに買い物をしてきたのか、ビニール袋ぶくろを手に提さげている。

　女子中学生が頭を下げる。

「私、匙元げん士し郎ろうの妹──華か穂ほです。こっちは弟の元げん悟ご。元悟、こんにちはは？」

「こんにちは」

　──っ！　あいさつをくれた女子と園児の正体に驚おどろく！

　匙の妹と弟かよっ！　あいつ、下に二人も「きょうだい」がいたのか！

　……初めて知ったわ。そういや、俺、あいつの家族構成をまったく知らなかった。

　ゼノヴィアが手にしていた封筒を妹さんに差し出した。

「これ、匙の──お兄さんの忘れ物なんだ。渡わたしてくれないかな？　あと、これはお土産のカステラだ」

「あ、どうもすみません。たまにやるんですよね、忘れ物。カステラもありがとうございます」

　封筒とカステラを受け取った妹さんは頭を下げつつ、苦く笑しようしていた。

　よし、用事は済んだな。俺とゼノヴィアはお互いに顔を見合わせうんとうなずいてその場を去ろうとする。

「じゃあ、これで俺たちは帰るよ」

　通路を歩き出す俺とゼノヴィアだったが──。

「あ、ちょっと待ってください。お礼にお茶でもいかがですか？」

　妹さんにそう呼び止められる。

「いや、忘れ物を届けただけだから……」

　遠えん慮りよがちの俺だったが、妹さんがニッコリと微笑ほほえんで言った。

「えーっと、赤せき龍りゆう帝ていと、デュランダル使いのヒトですよね？　私、そちらのチームも応おう援えんしているんです」

　──っ。

　どうやら、思っている以上にこちらの事情を知っている妹さんのようだった。







　俺とゼノヴィアは、匙宅にお邪じや魔ますることになり、リビングに通された。整理整せい頓とんが行き届いた室内だった。

　壁かべには園児の弟さんが描かいたであろう兄弟三人の似顔絵が貼ってあった。仲の良い兄弟なのだろう。

　ソファに座る俺とゼノヴィアは、扉とびらを開けたままの隣となりの部屋で弟さんの着き替がえを見ている妹さんに訊く。

「俺たちの正体……ってか、匙の正体も知っているんだね」

「はい、私は。元悟はまだ知らないけど」

　……園児じゃ、よくわからなくて当然か。だから、現状オープンに話もできるのかな。

　妹さんが言う。

「大会の試合も見てます。天使のデュリオさんとのゲーム、惜おしかったですね。私、一応、兵藤先せん輩ぱいたちのこと、応援してたんですよ？」

　そこまで知っているのか。ま、関係者なら冥めい界かいの放送を人間界でも見られるからな。

　いろいろと匙の知らない面が知れて、俺とゼノヴィアは新しん鮮せんな情報にうなずくばかりだった。あいつ、自分の家族のことを話さないからな。夢や野望は大いに語ってくれるんだが……。

　ふいにリビングの端はしに目が行き、棚たなの上に置かれた写真立てを捉えた。

「それ、うちの両親の写真です。あと、おじいちゃんとおばあちゃん」

　──と、妹さんが報告してくれる。あ、だよな。

　そういえば、この時間帯にお母さんが家にいないということは、出かけているか、仕事なのかな？

　そんなことを想像していた俺に妹さんはごく普ふ通つうに言い出す。

「皆みんな死んじゃってるんですけどね。両親は、元悟が生まれてすぐだったから、もう五年かな。おじいちゃんは去年で、おばあちゃんはずっと前です」

　──っ！

　……………………。

　…………おいおい、なんだよ、それ。写真に写ってる人たちが皆亡なくなってる……？

　あまりに衝しよう撃げき的な情報に俺とゼノヴィアは面食らった。

「……ごめん、匙から何も聞いてなくて」

　もう、何も知らなさすぎてその場で頭を下げるしかない俺だった。

　妹さんは、「あっ」とまずいことを口にしたというふうに当とう惑わくし、苦笑していた。

「あー、やっぱり、元げん兄にい、話してなかったんだ。じゃあ、余計なこと言っちゃったかな……」

　……ああ、匙の奴やつ、何にも話していないぞ。いや、そもそも話したくないことかもしれないけど……。

　同期悪あく魔ま兼けんダチになって一年以上になるのに、あいつ……。

　ゼノヴィアも真ま面じ目めな表情で言う。

「私も初めて聞いた。シトリー眷けん属ぞくの留る流る子こたちも話してくれてなかったな」

　シトリーのヒトたちは知っていそうだけどな……。

　そうか、匙初めシトリー側は、このことをグレモリー眷属側には話してなさそうだ。多分、リアスなら知っていそうだけど……。

　突とつ然ぜん知った匙家の真実に言葉もない俺とゼノヴィアだったが……。

「お姉ちゃん、着替えた！」

　という明るい声が室内に響ひびき渡る。

　私服に着替え終わった弟さんが、部屋を飛び出してきて、キッチンのほうに駆かけていく。

　妹さんもついていき、冷蔵庫を開けて何かを取り出した。

「よし、じゃあ、おやつね。これは隣のおばあちゃん直じき伝でんの手作りプリン！　それと今日はこちらのお兄ちゃんたちが持ってきてくれたカステラ！」

　キッチンのほうのテーブルに出されたおやつを前に弟さんははしゃいでいた。

「すげえっ！　おやつがふたつ！」

「ほら、お兄ちゃんたちにありがとうは？」

　妹さんに促うながされた弟さんが、俺たちに頭を下げる。

「ありがとうございます！」

　元気な対応に俺たちもつい顔が綻ほころぶ。

「はい、じゃあ、テレビ見てていいから」

　妹さんの許しを得た弟さんは、リビングのテレビをつけて、ＢＤ再生機器にディスクを挿そう入にゆうしていく。

「怪かい物ぶつウォッチ怪物ウォッチ！」

　子供たちに人気のアニメが始まり、弟さんはおやつを頰ほお張ばりながら、テレビにかじりついていた。

「元気ですみません」

　妹さんがその隣の席に座ってそう謝ってくる。

「さっき、泣いたあとだったみたいだけど……大だい丈じよう夫ぶ？」

　俺がそう問う。実は通路であったとき、泣いたようなあとが弟さんの頰に残っているのに気づいてしまったんだ。

　妹さんが言う。

「あー、実は幼稚園で体の大きい子と最近よくケンカをするみたいで……。あっちはシングルマザーの家庭らしくて、いろいろと複雑みたいで。この歳としの子なりに鬱うつ屈くつしたものがあって、誰だれかにぶつけたいのかもしれません」

　幼稚園でのケンカか。

「うちはお父さんもお母さんもいなくて、おじいちゃんもおばあちゃんも死んじゃいましたけど、私や元兄は元悟といる時間、割とあるほうなんで。たまにシトリーの方々が弟を見てくれますし、隣の家のおじいさんとおばあさんもよく見てくれますから、結構恵めぐまれてます」

　妹さんが、そのように話してくれる。

　そのあと、軽くだが、匙の家の事情を聞いた。

　ご両親──お父さんは教師をやっていたそうだ。お母さんは博物館の職員をしていたという。どちらも教育関係の仕事に従事していたわけだ。

　ご両親が亡くなったのは五年前──。二人で車での移動中に起きた不幸な交通事故だったらしい。弟さんが生まれてすぐのことだったようだ。

　その後、おじいさんに引き取られて、去年まで共に住んでいたという。けど、そのおじいさんも去年病気で──。

　身内──保護者を失った匙兄弟は、偶ぐう然ぜん出会ったソーナ先せん輩ぱいに匙のなかの神器セイクリツド・ギアを見み出いだされて、ソーナ先輩の眷属になることで後うしろ盾だてを得たという。そして、このマンションの一室に入れることになったそうだが……。

　そんな事情があったなんて……初めて知ったよ！

　あいつ、なんで話して……。話しにくかったかもしれなかったけど……それでも俺たちはダチだろうに！

　いや、それ以上に共に死線を乗り越こえてきた戦友にも……話したくなかった……いいや、迷めい惑わくと心配をかけたくなかったのかも。

　けどよ……俺、もしかしたら、無神経におまえにご両親のこととか訊きいていたかもしれねぇじゃねぇかよ……。そう思うと俺は……。

　弟さんが描いたであろう壁の絵の意味もわかった。……物心ついた頃ころにご両親がいないのであれば、兄と姉しか……家族を知らないよな。

　アニメを楽しげに見る弟さん。妹さんはその姿を見ながら、俺たちに言う。

「元兄、先生になりたいって言ってるでしょ？　ソーナさんの眷属になってから、急に燃え上がった夢みたいなんですよ。悪あく魔まになる前は、安定した市役所の職員になるんだって言っていたのに」

　切なげな表情で妹さんが言う。

「多分ね、元兄は元悟に、お父さんやお母さんの生きた道を見せてあげたいんだと思うんです。自分も教育関係の仕事に就ついて、お父さんやお母さんが元悟に見せられなかった姿を、代わりに見せてあげたいんじゃないかな」

　妹さんは苦笑しながら言った。

「お父さんとお母さんの分まで、格好付けたいんじゃないかなって思うんです」

　…………なんにも言えない俺とゼノヴィアだった。

　俺たちはその後十分ほど学校のことや大会のことを話したあと、匙の家をあとにしたのだった。

　別れ際ぎわ、玄げん関かんで妹さんに言われた。

「試合、応おう援えんしてます。……って、一番応援しているのはシトリーチームですけど」

　帰り道、俺は空を見上げながら言う。

「……皆、いろいろな事情を抱かかえているよな」

　俺の仲間も複雑で不幸な半生を経験してから、リアスのもとにたどり着いた。シトリーの眷属たちも、あまり良い半生を送れずにいたが、ソーナ先輩に救われたと聞くし……。

　隣を歩くゼノヴィアが言う。

「だからこそ、いまの幸福な日常を大事にしなければならないと思うぞ」

　──っ。

　……こいつ、たまに深いことを言うから驚おどろくというか……。

　大切な試合前にちょっとだけもやもやを抱えてしまったかな。

　ちょうど、今度の休日にリアスとデートだから、その辺を話してみよう。

　そう決めて、俺は帰り道を歩いた──。




　　　　─○●○─




　そして、次の休日──。

　俺はリアスと──さらに九重とリント・セルゼンさんと連れ立って、地元のショッピングモールに来ていた。

　去年、このショッピングモールを模したゲームフィールドで、グレモリー眷属としてシトリー眷属と争ったんだよな。

　リアスが、リントさんに言う。

「ほら、リント。好きなところを見て回ってきていいわ」

　俺も、ショッピングモール内のあちこちに視線が行っている九重に言う。

「九重も行っていいけど、あんまはしゃぎすぎて迷子になるなよ？」

　九重は興奮した様子で、手を挙げた。

「大丈夫なのじゃ！　もう、このショッピングモールは全部把は握あくしているからのぅ！　ほら、リント殿どの、まずはゲームセンターに行くのじゃ！」

　九重はリントさんの手を引いて、大はしゃぎでゲームセンターのあるほうに指をさす。

「おおっ、ゲームなセンターですか？　自分、一度でいいからクレーンゲームとかいうのをやってみたかったんスよねぇ」

「私に任せるのじゃ！　イッセーとリアス殿はショッピングを楽しんでくだされ！」

　言うなり、九重はリントさんと共に、足早にショッピングモールの奥へ行ってしまった。

　……自分も記き憶おくあるけど、あのぐらいの歳の子ってやたらとデパートとか大好きだよな。特におもちゃコーナーとゲームセンターね。俺もよく親にせがんで連れてってもらったわ。

　九重の様子が面おも白しろかったのか、リアスはクスクスと笑っていた。

「ですって」

「ったく、九重のやつ、ショッピングモールに連れてけ連れてけって、ずーっと俺にせがんでたからな……」

　一度だけ皆みんなでこのショッピングモールに来たのだが、九重は目を輝かがやかせて屋内のいろんなところに行ったっけな。京都にも大きなデパートはあるのだが、それはそれ、これはこれらしく、特に故郷にいるときは、なかなか人里のこの手のところには連れてってもらえなかったようだ。

　ま、あっちじゃ、常に従者がいるし、こんなふうに好きなように歩けなかっただろうからね。九きゆう尾びのお姫ひめさまってのも大変だ。

　リアスが言う。

「リントもね、普ふ通つうの生活にまったく慣れていないようだし、買い物も不慣れなようだから、ちょうど良い機会だと思って、今日は連れてこようと決めていたの。……迷惑だったかしら？」

　俺とリアスのデートにリントさんの随ずい伴はんはダメだっただろうか？──ということだろう。

　俺は首を横に振ふる。

「俺はリアスとここに来られるだけで楽しいよ。『王キング』になってから、リアスとはこうして買い物すらできなくなっていたからさ」

　少し前までなら、ここにも二人で買い物に来たりしていたのにね。『王キング』──上級悪魔になると、一気にやることが増えるため、デートすらままならない。それはリアス相手だけじゃなくて、アーシアや他ほかの女性陣じんとも同じだ。

　リアスが俺の手を握にぎり、言ってくる。

「さすが私の彼氏。──さて、私たちもあの子たちから目を離はなさないようにしながら、ショッピング……デートといきましょうか」

「うん。たまにはこういうデートもアリかな」

　俺もリアスの手を握り返し、そのままデートを開始した。







　クレーンゲームやメダルゲームで遊ぶ九重とリントさんから目を離さないようにしながら、ゲームセンターの隅すみっこでシェイクをストローで吸いつつ、俺はリアスと世間話をしていた。

　学校のこと、悪魔のこと、大会のこと、そして──この間知った匙のことだ。

「匙の家族のこと、知ってた？」

　俺がリアスに訊く。

　彼女は少しだけ驚いた表情になり、なんとなく察したのかうなずいた。

「……ええ。……その様子だと、最近知ったのね？」

「うん、この間、ちょっとね。リアスは大分前から知ってたんだ？」

　リアスはうなずく。

「ええ、ソーナから聞いていたわ。あなたに話さなかったのは、二人は友達同士だし、匙くんから話すと思っていたから。それに……あなたが匙くんの家に遊びに行ってなかったのは初めて知ったわ。行っていれば……あちらも話したでしょうに」

「ははは、ゼノヴィアにも同じこと言われたな。そうなんだよね、お互たがいに学校も悪あく魔ま稼か業ぎようも、チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』も忙いそがしかったからさ」

　やっぱり、あれだけ戦友として付き合っていたのに、俺が匙の家に遊びに行ってなかったのは、同い年の男子同士としては珍めずらしいことだったんだろうな。俺、高校に上がってからも、松田と元浜の家には休日に遊びに行ってたからね。

　リアスが言う。

「匙くんは……話したくなかったのかしらね。多分だけれど、あなたに心配かけたくなかったのかも。いらない気き遣づかいをして欲しくなかったのかもね」

「……そういうもんかな」

　……そんな想像もしていたけどさ。若じやつ干かん、寂さびしくもある。知っていれば、協力できたこともあったんだろうと……。

　……あっちからしたら、そういうのがいらない気遣いなのかしれないけど。

　考え込む俺だったが、リアスがこのように言う。

「それにあなたが匙くんの家に行かなかったのも、それとなく、彼の態度に何かを感じて、家に行くのを無意識に躊躇ためらったのではないかしら？　あなた、結構、そういうところを空気で感じて表に出しているわよ？」

　──っ。

　匙が俺に家に来て欲しくないオーラを出していて、俺が無意識にそれを感じ取り、あいつの家に行くのを躊躇ってた、か……。

　……それは……あるかも。あいつ、学校生活や冥めい界かいでは俺とダチとして親しく付き合っていたけど、ある意味で木場やギャスパー以上に「これ以上、踏ふみ込んで欲しくない」オーラを纏まとっていたようにも思える。

　放課後、あいつが暇ひまなときでも、帰りにどっかの店に寄ろうぜって誘さそいもかけづらかったのは確かだ。その辺、木場なら、気軽に誘えるもんな。それは眷けん属ぞくうんぬんではなく、俺と匙の間にだけ流れる独特の空気がそうさせていたのかもしれない。

　リアスが俺の顔を覗のぞき込むようにして訊きいてくる。

「次の試合、やりづらくなった？」

「ってことになったら、あいつに殴なぐられるよ。眷属にもそんなの話せるわけもないし」

「そうね。サイラオーグたちも見ているでしょうから、あなたが匙くんへの攻こう撃げきを躊躇ったら、文句がたくさん飛び込んでくるわよ？」

　……ああ、まったくだ。匙の身の上を知ったからといって、それで拳こぶしが鈍にぶったら、同様に辛つらい境きよう遇ぐうを味わってここまで来たサイラオーグさんたちに申し訳が立たなくなる。

　それ以上にそんなことで戦いを躊躇ったら、あいつを……匙を二度とダチと呼べなくなるだろう。

「……レイヴェルに話したら、きっと怒おこられそうだな」

　俺がそう言うと、リアスが微笑ほほえむ。

「あの子はあなたを立派にしたくて一いつ生しよう懸けん命めいだもの。当然のことね」

　レイヴェルは厳きびしいからな。俺の野望はレイヴェルの野望となっている。だから、そのためには心を鬼おににしても、相手を倒たおせと諭さとしてくるだろう。

　うちのマネージャーは『王キング』を奮ふるい立たせるためなら、なんでもしそうだからな。

　……俺は匙についてリアスに訊いて、少し気持ちが軽くなったような気がした。

「こういうの、リアスかアザゼル先生にしか、訊けないことだからさ。すごく、ありがたいというか、助かるよ」

　この手のもやもやしたものは、前は主おもに先生に相談してたからね。いまは遠くに行ってしまったから、おいそれと簡単に通信できない。……いや、話しかけることはできるけど、サーゼクスたちとも同時に繫つながるから、こういう話はなかなかし辛くなってしまったんだよね。

　だから、今はリアスの存在が本当にありがたかった。

　リアスが小さく笑いながら言う。

「ふふふ、そうね。アーシアやゼノヴィアたちは、あなたのことを心の底から慕したっているから、あなたの答えに従うっていうのが大前提だもの。そして私は聞いてあげるだけ。あとはあなたが考えなければダメよ。──もう『王キング』なのだから」

　自分で決めなければいけない立場──か。

　……アーシアやゼノヴィアたちは俺に付いてきてくれると言った。個人的にこの手の話は、相談しにくい。俺の弱い面をあまり見せないほうがいいからさ。彼女たちは彼女たちで、次の試合のための心の準備をしているはずなんだ。そこに新たな心配事──『王キング』のもやもやを聞かせるわけにはいかないよ。

　リアスが、指を一本立てて言う。

「試合の前に私からひとつだけアドバイスというか、ソーナ対策のヒントをあげるわ。──あの子は強いわ。戦術構築の逸いつ材ざいよ。それでいて、とても弱い。……私と同い年の女の子なの」

　──同い年の女の子。

　……そうだ、ソーナ先せん輩ぱいはリアスと同い年の女の子だ。常にクールにしているけど、お姉さんの事業を引き継つぐぐらい情熱的な一面もあれば、お姉さんを失い、悲しんでいる普通の女の子でもある。

「イッセー、ギガラッチューくんが取れたのじゃ！」

「自分はラッチューくんのハワイアンバージョンが取れましたぜ」

　九重とリントさんが、クレーンゲームでゲットした「ラッチューくん」シリーズを持ってきて見せてくれた。

　リアスが「すごいわね」と褒ほめて、二人の頭をなでる。

　うん、とてもお母さんっぽい！　俺に子供が出来たら、こんな感じなのかな……。リントさんはちょっと大きいけどさ。

　リアスが二人に言う。

「じゃあ、ゲームはこれぐらいにして、買い物に行きましょう。お洋服を見に行くわよ」

「「はーい」」

　九重がリントさんの手を引き、ゲームセンターを出て行こうとする。

　その光景を見ていて、リアスが言った。

「女の子っていいわね。将来、一人ぐらいは欲ほしいわ」

　──と、刺し激げき的な一言をいただきました！

　そ、そりゃ、俺も将来的にリアスとの間に子供が欲しいけどさ！　そんなことを言うなんて、リアスは今母性本能が働いているのかもしれない！

　しかし、リアスは自信満々にこうも言った。

「でも、最初の子供は男の子だと思うの。なぜだか、わからないけれど、そういう強い予感がするのよね。うふふ」

　そんなことを言いながら、リアスは俺の手を握り、再びショッピングモールのなかを移動し始めた。

　俺も彼女の手を握り返しながら、「俺の息子は……やっぱりエロいのかな」なんて、余計な心配をしてしまうのだった──。

　こうして、リアスと共に九重たちの面めん倒どうを見ながらショッピングモールを回ったおかげで、匙へのもやもやも解消し、次の試合に臨のぞめるだけの覚かく悟ごがきちんと持てたのだった。

　──ソーナ先輩、そして匙。俺は……負けないよっ！








　　　Line.3　夢の根底









　アウロス学園の仕事と、次の試合についてのミーティングを終えた匙さじ元げん士し郎ろうは、夕飯の時間にはどうにか自宅へ戻もどることができた。

「帰ったぞー」

　玄げん関かんでそう言いながら靴くつを脱ぬぐと、奥から弟──元げん悟ごがパタパタと小走りで駆かけよってきた。

「おかえりなさーい、お兄ちゃん！」

　匙は、元悟の頭をなでながら、リビングのほうへ歩を進める。

「おー、元悟。飯、待ってたか？」

　キッチンからは、夕食──カレーの良い匂においが鼻び腔こうに入ってきた。ひと仕事と会議を終えたあとなので、腹はいい具合に減っている。

「元兄、お帰り」

　妹──華か穂ほはリビングで寛くつろいでいたようだった。兄の帰宅を知るや早さつ速そく夕飯の準備に取りかかる。

　その華穂がどことなく気まずそうな雰ふん囲い気きを纏っていたので、匙は訊きいてみた。

「……どうかしたのか？」

　自身の変化を看破されたことで、華穂が息を吐はいてから話し始める。

「──実はね。さっき、兵ひよう藤どう一いつ誠せいさんと、ゼノヴィア会長が来たの。元兄が書類を忘れたからって……」

　そう話す妹の視線は──棚たなの上に置いてある両親の写真立てを捉とらえていた。

　それだけで匙は何があったのか、理解した。

「……そっか、知られちまったか」

　後頭部をかく匙。

　……隠かくしていたわけではないが、こちらから話す内容でもないと思っていたため、兵藤一誠にも、同どう僚りようのゼノヴィア・クァルタにも家庭の事情は一いつ切さい話してなかったのだ。

「ごめん、話してないとは思ってなかったから……。試合に影えい響きようするかな？」

　華穂がそう心配げに訊いてきた。

　妹は、次の試合が兄にとって、どれだけ大事な試合かわかっているから、そう訊いてきたのだろう。

　匙は苦く笑しようし、首を横に振ふる。

「いや、そんなことはないだろう。──あいつは、遠えん慮りよなく殴ってくるさ。そういう奴やつだ。ただまあ、学校で会ったときは……一言言ったほうがいいのかもなぁ」

　……そう、兵藤一誠とはそういうダチだ。そういう戦友だ。そういう同期だ。だからこそ、ここまであいつを追うことに夢中になれた。

　──遠慮なんてしたら、その場でぶん殴ればいいだけだ。それであいつは目を覚ます。

　しかし、気にしてしまった妹は謝ってくる。

「やっぱり、ごめん」

「いいって。ほら、飯にしよう」

　匙は夕飯の準備を促うながし、三人で食しよく卓たくに人数分の食事を用意していく。

「「「いただきまーす」」」

　リビングで三人でカレーを食べ始めるなか、匙は少しだけ振り返る。

　──五年前、俺の両親は交通事故で死んだ。

　弟の元悟が生まれて、半年ほどの頃ころだった。教員だった父が、学校からの帰り道、母を迎むかえに母の職場まで車で向かい、合流して今まさに家に到とう着ちやくしようとしたときだった。

　居い眠ねむり運転をしていた大型トラックと正面衝しよう突とつし、そのまま帰らぬ人となった。

　匙は中学に上がったばかりの十三歳で、妹の華穂は小学四年生の十歳で……。

　両親を亡なくした匙たちは、突とつ然ぜんのことで理解が追いつかない状じよう況きようだったが、そんな彼らを引き取ったのは、父方の祖父だった。すでに祖母は亡くなっていたが、祖父は匙たち三人兄弟を引き取り、両親の代わりに面倒を見てくれたのだ。

　だが、その祖父も──。

　去年の初め、病気で亡くなった。

　今いま際わの際きわ、病室で横になる祖父は全身を管に繫つながれたまま、匙を呼び、無む念ねんの涙なみだを流しながら語った。

「……じいちゃんが、おまえたちを立派に育てようと思っていたのになぁ……ごめんなぁ、ごめんな、元士郎……」

　ひたすらに謝る祖父の姿に匙は──何も言えなくなり、無言で涙を流した。

　祖父に引き取られてから四年弱、祖父は父の代わりを、母の代わりを、一生懸命担になおうと、いろんな無茶を聞いてくれた。

　自分が高校に、妹が中学に無事入学できたのも、すべて祖父のおかげだ。学校の行事にまで、両親の代わりに来てくれた。遠足のときも、運動会のときも、祖父は弁当を用意してくれた。

　元悟の世話も、何から何まで見てくれた──。

　祖父がかすれる声で言う。

「元士郎……元悟は……親を知らないで育つことになる。……じいちゃんが、おまえらの両親の分まで見てやろうとしたのにな……。……だからな、元士郎。元悟の兄であるおまえが、父親代わりにならなきゃいけなくなる」

　それは匙への──長男である元士郎への、祖父からの頼たのみだった。

「まだ子供のおまえにこんなことを託たくさなきゃいけないじいちゃんを……恨うらんでくれ……」

　祖父は細くなった手で匙の頰ほおをなでる。

　それから、程ほどなくして──祖父は亡くなった。

　匙兄弟は──身寄りを失なくしてしまったのだ。

　匙一人で下の二人を養おうにも、先立つものがない。高校生の匙にはどうにもならない現実が押し寄せてきた。何よりも保護者を失ったことで、三人はこのままでは離り散さんするしかないだろう。

　先が見えなくなり、不安ばかりが渦うず巻まくなかで、匙が出会ったのは──ソーナだった。

　偶ぐう然ぜん、地元の駅で手にした召しよう喚かんのチラシ。何気なくそれを家に持ち帰った匙だったが、家で今後の不安を口にしたとき突然そのチラシが光り、そこから現れたのは──自分が通っている駒く王おう学がく園えんの生徒会長だったのだ。

　ソーナの素す性じようを知った匙が事の経けい緯いを話すと、ソーナが彼の体内を探さぐりその結果、それは見つかった。

　──神器セイクリツド・ギア、「黒い龍脈アブソープシヨン・ライン」。

　そういう神器セイクリツド・ギアを身に宿していたことがわかり、それを見事に発現してみせた匙は、ソーナと主従の契けい約やくを結び、彼女の眷けん属ぞくとして転生したのだった。同時に生徒会に入り、彼女の手と足になって、必死に働く決意を固める。

　こうして、匙はシトリー家という大きなバックボーンを得て、このマンションに引っ越こすことができた。ここに住むのは、シトリーの関係者ばかりだ。事情を知っている住民は、匙たち兄弟に非常に優やさしくしてくれた。

　シトリー眷属として働いたお金は、すべて華穂と元悟を育てる資金に充あて、将来のための貯ちよ蓄ちくもしている。

　辛つらいことがいろいろ起きたが、ようやく手に入れた匙兄弟の安息の日々だった。

　匙はカレーを食べながら、そんな半生を振り返っていた──。

　ふと、匙は弟の変化に気づく。頰や膝ひざに絆ばん創そう膏こうが貼はってあった。

　すぐに理由はわかった。幼よう稚ち園えんで起きているというケンカだろう。

　匙が元悟に訊く。

「元悟、ケンカに負けたのか？」

　元悟は、笑顔えがおから一転して口を尖とがらせて、暗い声で言った。

「…………あっちゃんは、体がおっきいから僕のタックルもパンチも効かないんだ」

　相手は、シングルマザーの家庭の子だと聞いている。あちらも、うちと同じぐらい複雑な事情を抱かかえており、それを察知した子供が、やるせない想おもいをぶつけたくて行動に移してしまったのだろうと匙は理解していた。

　匙はスプーンを置き、元悟に真っ正面から言う。

「いいか、元悟。兄ちゃんもたまにケンカするけど、兄ちゃんのケンカ相手は全員兄ちゃんよりも強い。でも、兄ちゃんは絶対に泣いたりしないし、何回も向かっていく。なんでだか、わかるか？」

　首を横に振る元悟。

「──相手が強くても、こっちも負けないんだぞって、見せてやりたいんだ。だから、元悟も自分の強いところを見せてやれ。二回パンチされたら、一回でもいいから返すんだ。三回パンチされたら二回返せ。そうすれば、元悟は決して弱いなんて思われなくなる」

　それは、匙がいままでに経験した匙なりの戦いへの──ライバルへの答え、想いだった。

　……そう、匙は何度も兵藤一誠にやられていると思っている。それは戦せん闘とうだけじゃなくて、同期として、仲間として、悪あく魔まとして……大きく溝みぞを開けられて、やられてしまっていると──。

　今日のミーティングで、匙は珍めずらしく主あるじであるソーナ・シトリーに進言した。

『会長、お願いがあります。もし、試合の状況が許すようなら……俺は兵藤と一対一でやりたいです』

　兵藤一誠との──真っ正面からの打ち合いを所望したのだ。

　それがどれだけ試合に不利益で、不合理か、匙自身も深く理解している。そのときだって、直前まで自制し、戒いましめた。

　しかし……しかし、それでも諦あきらめきれなかった。抑おさえきれなかった。

　──あいつと、戦いたい。

　その想いは、試合が決まったときから、しだいに大きくなり、ソーナに直じか談だん判ぱんするほどにまで抑えられないものとなっていた。

　これに、『女王クイーン』であり、ソーナの片かた腕うでである真しん羅ら椿姫つばきは戒めるように声を大きくした。

『サジ！　これは大事な試合です！　特にグレモリー眷属の一部である兵藤くんのチームとの戦いは、私たちのチームとしても、去年の雪せつ辱じよくを果たす大事な一戦になるのですよ！』

　副リーダーである真羅椿姫に注意を受けても、匙は真まっ直すぐソーナの瞳ひとみを見て、答えを待った。

　そこで、同僚の花はな戒かい桃ももが、手を挙げてそれを口にする。

『ソーナ会長、元ちゃんの想いに応こたえてあげてくれませんか？』

　匙の希望を尊重する発言をしてくれたのだ。

『──桃、あなたまで！』

　これには真羅椿姫も驚おどろいていたが……手を挙げたのは花戒だけではなかった。

　後こう輩はいの仁に村むら留る流る子こもこう言う。

『ソーナ会長、椿姫さん、実は私も元士郎先せん輩ぱい支持派だったりします』

『留流子まで！　あなたたち、次の試合がどれだけ大切かわかっていないのですか!?』

　驚き、怒いかりの声をあげる真羅椿姫だったが、さらに同意する者は増える。

『桃ちゃんと留流子が賛成なら、私もかなーって』

『では、右に同じく』

　草くさ下か憐れ耶やと巡めぐり巴柄ともえも後押しするように手を挙げてくれたのだ。

『憐耶に巴柄まで！』

　次々と匙の賛同者が増える状況で、真羅椿姫は頭を抱えていた。誰だれよりも冷静に努つとめている彼女にとって、匙のわがままに同意する眷属の姿は驚きだったのだろう。

　由ゆ良ら翼紗つばさもまた支持の意向を口にする。

『私は最初から元士郎を支持する。──ずっと、元士郎は兵藤を見てきたからな。そんなこと、ここにいる誰もがわかっていると思うけど』

　ソーナと真羅椿姫以外のメンバーは匙を支持する構えであり、これは匙の予想外の出来事だった。

　ソーナが息を吐はき、匙に訊いてくる。

『サジ、あなたは賢かしこい子です。チームのタクティクスを崩くずすかもしれないとわかっていて、お願いをしているのでしょうね。……それほどに、あなたはイッセーくんとの戦いに焦こがれているのですね？』

　匙は手を強く握にぎりしめて、想いを口にした。

『……最初にあいつを見たとき、ただのスケベ野や郎ろうだと思ってました。リアス先せん輩ぱいに選ばれたのも偶然で、赤せき龍りゆう帝ていだったのも運が良かったからだって』

　学校でも有名なスケベ三人組の一人が悪魔になったと聞いて、匙は当初、軽けい蔑べつの目で見ていた。

　だが、会うたびにその認にん識しきは塗ぬり替かえられていく──。

　事件が起きるたびに、兵藤一誠は体を張って眷属のために動き、どんな敵が相手でも怯ひるまずに向かっていき、仲間たちと絆きずなを深めていったのだ。

『でも、違ちがいました。あいつがリアス先輩やアーシアさん、ゼノヴィアさんに会ったのは必然です。必然だけど……ここまであいつがすべての障害を乗り越えてきたのは、あいつ自身のがむしゃらなまでの努力と！　必死に！　全力で！　奔ほん走そうしてきたからです！……俺があいつの立場で赤龍帝だったら、きっと半年で死んでます』

　……近くで見ていたからこそ理解できる。

　兵藤一誠の歩んだ一年は──地じ獄ごくのような出来事の連続であり、普ふ通つうなら死んで当然の状況だった。

　それでもあいつは生き残り……匙よりも先に中級悪魔となり、ついには上級悪魔となった。

　ソーナが言う。

『そうです。イッセーくんは──紛まぎれもない英えい雄ゆうですよ。努力と奇き跡せきを体現して、ここに至っています。それだけの相手をあなたは──』

　ソーナの声を遮さえぎり、匙は吼ほえる。

『倒たおしたいです。……同期なんです。同じ時期に悪魔になりました。同じ時期に努力しました。同じ時期に敵と戦いました。同じ時期に死線も乗り越えました。それでも、俺はあいつに勝てないッ！　進めば進むだけ遠ざかる気がするんですッ！　俺が百強くなっても、あいつは千以上強くなってるっ！』

　兵藤一誠が奇跡の類たぐいを起こし続け、たゆまぬ努力も相まって、強くなっていくのはわかっている。

　それでも、匙は──同期なのだ。同じ時期に悪魔になった。同じドラゴンの力を身につけ、同じように上級悪魔の眷属となり、同時にチーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』に参加した。

　しかし、匙も負けないほどの努力を重ね、戦いを生き残ってきた。悪魔の仕事も兵藤一誠に負けないよう、懸けん命めいにこなした。

　──ここまでしても、兵藤一誠に、同期に、同い年のダチに勝てない。

『それでも、俺は……あいつに置いていかれたくない。同じ土俵に立って、真っ正面から「俺はこいつの同期で、仲間で、ダチなんだ」って、胸を張って言うために、俺はあいつに負けるわけにはいかないんですっ！』

　友達だからこそ、置いていかれたくない──。

　悔くやしいけれど、それが、匙の本ほん音ねだった。

　同期のダチに──置いていかれたくない。一いつ緒しよに強くなりたい。隣となりにいたい。

　匙は続けて言う。

『ようやく、公おおやけにあいつと戦える機会を得られました。……戦いたい。一対一で。あの日の続きを、去年の戦いの続きを、あのときの雪辱を果たしたいっ！　俺は、おまえなんかに負けねぇぞって、ぶっ飛ばしたいんですッ！』

　試合の組み合わせが発表されたとき、体の底から沸わき立つものがあった。

　頭に浮うかぶのは──一年前にレーティングゲームで兵藤一誠と戦い、やられてしまう自分の姿だ。何度も何度も夢に出て、一人でいるときには常に思い出してしまう。

　悔しさは、思い出すたびに募つのるばかりだった。

　この胸に渦うず巻まくものは、もう一度あいつと戦わなければ解消できないと、匙は理解しているのだ。

　今回ぶつかった結果、いま以上の悔しさを抱いだくかもしれない。それでもいい。

　それでもいいから、いまは──いまあるこの想いをあいつにぶつけたい。

　俺も強くなったのだとあいつに教えたい。

　──兵藤と、がむしゃらにぶつかりたい。

　匙がソーナに心の内を吐と露ろするなかで、普ふ段だん寡か黙もくな狼おおかみ男──ルガールが、口を開いた。

『……マスター、サジを赤龍帝と戦わせてやるべきだ』

　無口な男の発言に皆みんなが驚いた。

　これにはソーナもビックリしているほどだった。

『ルガール、あなたまで』

　ルガールは、匙の肩かたに手を置き、鋭するどい眼差まなざしでソーナに言う。

『同じ戦士だからわかる。いや、同じ男だからこそ、理解できる。これは理り屈くつではない。戦術、戦略、確かに戦いには重要なものだ。しかし、それでは片付けられないものがあるのも事実』

　ルガールが拳こぶしを匙の胸にコツンと当てた。

『──男というのは、絶対に負けたくない男が必ず一人はいるものだ。ならば戦うしかない。戦い以外で、その想いは解消できないだろう』

　ルガールの熱い言葉に匙は──目元を潤うるませた。

『……ルガールさん』

　これを見ていた新メンバーの火照ほでり幸ゆき彦ひこは、うーんと首をひねっていたが……。

『なんだか、わかるようなわからないような……でも、匙先輩の熱い想いは伝わったっス！　それにドラゴンにはドラゴンをぶつけたほうが、会場は盛り上がりますよね』

　──と、熱いテンションで語る。中学一年生なりに思うところはあるのかもしれない。

　ベンニーアが、お茶をすすったあとに言う。

《ま、どちらにしてもあのおっぱいドラゴンに真っ正面から挑いどめるメンバーは、サジの兄さんしかいませんぜ？》

　たまに冷静なことを口にするベンニーアだ。

　ベンニーアが言うように、この会議でも、天てん龍りゆうの兵藤一誠を止められるのは実力的に龍りゆう王おうの匙しかいないだろうと結論が出ていたのだ。

　チームメンバーたちの想おもいを聞いて、真羅椿姫も息を吐いて椅い子すに座ってしまう。自分が何を言ってもメンバーは聞かないだろうし、あとは主に采さい配はいを任せようということだろう。

　ソーナは匙とメンバーたちの意見に──小さく笑った。

『……本当に、サジも皆も、あちらのイッセーくんも、不器用な子たちです』

　ソーナは気を取り直して言う。

『基本、いままで話し合ってきた内容で対応するつもりですが……どちらにしても、イッセーくんを止められるのはサジ以外にいないでしょう。それにあなたが出るとわかったら──』

　ソーナは断言するようにこう続けた。

『赤龍帝は、龍王の匙元士郎の挑ちよう戦せんを一人で受けます。それを彼ら「[image: いつ]いつ誠せいの赤龍帝」チームが邪じや魔まするとは思えません。ならば私たちもあなたを送り出しましょう。レーティングゲームはエンターテインメントの面も強い。見ている観客の意にそぐわない行動をしても、私たちの弊へい害がいになるだけです。観客の多くが、あなたとイッセーくんの戦いを期待するでしょうから』

　そこまで言って、ソーナは破顔する。

『──というのが建たて前まえ。私も、自じ慢まんの眷けん属ぞくが負けっぱなしでは格好がつきません。サジ、どんな結果になってもいいです。けれど、強いあなたを見せなさい。匙元士郎という悪あく魔まが、どれだけ強いか、各勢力に見せてやりなさい。──そうすれば、あなたと私たちをバカにする者はいなくなる』

　主の想いを聞き、匙は──男泣きした。

　主は……ソーナ・シトリーは、きちんと匙の主張を認めてくれていた。

　ソーナは、最後にひとつだけ言い聞かせる。

『その代わり、イッセーくんに仕し掛かけるタイミングはこちらで計らせてもらいます。いいですね、サジ？』

『はいッッ！』

　自分の唯ゆい一いつといっていいわがままを聞いてくれたソーナと仲間たちに、匙は心の底から感謝したのだった──。

　そんな回想のなか、華穂と元悟との食事が終わった。

　その後、弟と共に風ふ呂ろから上がったあと、匙は棚たなの上に置かれた両親、祖父祖母の写真立てに手を合わせる。




　──父さん、母さん。俺に神器セイクリツド・ギアを与あたえてくれてありがとう。




『神器セイクリツド・ギアシステム』は、聖書の神が遺のこしたものだとされているが、それでも匙は自分を生んでくれた両親と、ここまで育ててくれた祖父こそが、この力をくれたのだと思えてならなかった。

　家族がくれた力のおかげで、自分は華穂と元悟を食わせてやることができている。

　悪魔になった以上、自分が死んでも両親や祖父たちと同じところには行けない。だから、もう二度と父親と母親、祖父母たちに会うことはできない。

　しかし、それでも匙はこの道を──悪魔として生きる世界を選せん択たくした。

　──一家は離り散さんさせない。俺は、華穂と元悟と共に生きる。

　……だが、自分が悪魔になったということは、華穂と元悟は、自分よりも先に老いて、先に逝いってしまうのだろう。一緒にいられる時間は──八十年もないかもしれない。

　若いまま変わらない自分を見て、二人は「兄」と、「家族」と呼んでくれるだろうか？

　匙はずっと、それだけが怖こわかった。──が、いま、それでも構わないと匙は断言する。

　──俺が後々恨うらまれたとしても、二人が生きてくれさえすれば。立派に成人してくれさえすれば……それだけでいい。華穂と元悟が、すこやかに生きてくれさえすれば、自分はどんな目に遭あってもいい。

　それでも、そのなかでも、匙は自分の目標を打ち立てた。

　──父さん、俺も「先生」になろうと思ってる。父さんがどうして教師の道を選んだか、もっと聞いておけばよかったって、いつも後こう悔かいしてるよ。……もし、「先生」になったら、少しでも父さんの気持ちがわかるかな？　そうしたら、元悟にそれを見せられるかな？

　一方で、それとは別に体の底から燃え上がるものが胸に渦巻いていた。

　──けどね、父さん、母さん、じいちゃん、ばあちゃん、夢と同じぐらい楽しみで、とても焦こがれてきたものが、次の試合にあるんだ。

　匙の脳のう裏りを過よぎったのは──倒したい同期で、頼たよりになる仲間で、最高のダチの姿だった。
















　華穂が、両親たちに祈いのる匙を見て問う。

「何をお祈りしたの？」

「明日、兵藤に一発入れるって、約束したのさ」

「明日、元悟を隣のおばあちゃん家ちに預けたら、隙すきを見て一時間ぐらい試合を見に行くよ。ソーナさんから、転移の魔ま方ほう陣じんってのをもらったし」

「……おばあさんがＯＫしたらな」

「うん、行くまでに負けないでよ」

「ったりまえだ」

　匙は明日の試合が楽しみでたまらなかった──。

　あいつとまた殴なぐり合えるのだから──。








　　　Team member.









○「[image: いつ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チーム・大会登録メンバー

王キング──兵ひよう藤どう一いつ誠せい

女王クイーン──ビナー・レスザン

戦車ルーク──百鬼なきり勾こう陳ちん黄おう龍りゆう

戦車ルーク──ボーヴァ・タンニーン

騎士ナイト──ゼノヴィア・クァルタ

騎士ナイト──紫し藤どうイリナ

僧侶ビシヨツプ──アーシア・アルジェント

僧侶ビシヨツプ──レイヴェル・フェニックス

兵士ポーン『４』──ロスヴァイセ

兵士ポーン『２』──エルメンヒルデ・カルンスタイン







○「ソーナ・シトリー」チーム・大会登録メンバー

王キング──ソーナ・シトリー

女王クイーン──真しん羅ら椿姫つばき

戦車ルーク──由ゆ良ら翼紗つばさ

戦車ルーク──ルー・ガルー

騎士ナイト──巡めぐり巴柄ともえ

騎士ナイト──ベンニーア

僧侶ビシヨツプ──花はな戒かい桃もも

僧侶ビシヨツプ──草くさ下か憐れ耶や

兵士ポーン『５』──匙さじ元げん士し郎ろう

兵士ポーン『１』──仁に村むら留る流る子こ

兵士ポーン『２』──火照ほでり幸ゆき彦ひこ







※１、「[image: いつ]いつ誠せいの赤龍帝」チームのロスヴァイセ選手と百鬼勾陳黄龍選手は、今回位置を移動している。

※２、匙元士郎選手の駒こま価値（大会基準）は、その身に宿す龍王ヴリトラの本格的な復活に起因するところが大きい。

※３、「ソーナ・シトリー」チームの『兵士ポーン』枠わくである火照幸彦選手は、ソーナ選手の眷けん属ぞくではなく、チームメンバーである。








　　　Line.4　リベンジマッチ始まります！









　試合当日──。

　俺たち「[image: いつ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チームは、試合の会場となる冥めい界かい堕だ天てん使し領にある「アルマロスコロシアム」に来ていた。

　あの特とく撮さつ幹部ことアンチマジックの使い手であるグリゴリの幹部の名を冠かんした円形闘とう技ぎ場だ。

　正門には、アルマロスさんを模した巨きよ像ぞうが両りよう脇わきに立っており、いまにもその像から二重で「ガハハハハハッ！　グリィィゴリィィッ！」と叫さけんで来そうな雰ふん囲い気きだった。

　すでに俺たちはフィールドに並び、試合直前となっている。

　コロシアムの中央舞ぶ台たいに「[image: いつ]いつ誠せいの赤龍帝」チームと「ソーナ・シトリー」チームの面々が勢せい揃ぞろいしていた。

　向かい合うように横並びになり、そのときを待つ──。

　堕天使の実じつ況きようが、マイクを震ふるわせる。

《お集まりの皆みなさまッ！　今日も「アザゼル杯カツプ」の一戦が始まろうとしています！　本日の一戦は、注目を集める「[image: いつ]いつ誠せいの赤龍帝」チームと、魔ま王おうレヴィアタンの妹であり、「若手四王」の一角──「ソーナ・シトリー」チームの一戦となります！　それでは、今回の対戦ルールを決めていきたいと思います！》

　コロシアムの巨きよ大だいスクリーンで、目まぐるしくいろんなルールがルーレットで高速表示されていく。

　程ほどなくして、それは決まった。

　スクリーンに映し出されたのは──『ワンデイ・ロング・ウォー』っ！

　これにはうちのチームだけじゃなくて、シトリー側も渋しぶい表情となっていた！

　俺も今回初めて当たったけど……これかっ！

　実況が吼ほえる。

《ルールは、『ワンデイ・ロング・ウォー』となりましたッッ！　なんとなんと！　これはえらいことになりました！　その名の通り、一日がかりの超ちよう長期戦のルールですっ！》

　そう、先日のサイラオーグさんのチームと曹そう操そうのチームが戦った『ライトニング・ファスト』のまさに逆のルールっ！　超長時間──一日という制限時間を設定され、その間、広大すぎるフィールドを動き回って、相手を倒たおしていくルールだ。

　あまりに広大なフィールドを用意されるため、索さく敵てき能力が重要になり根気とスタミナが必要になるんだよな。

　……でも、プロのルールだとさらに長い数日がかりのルールもあるわけで……レーティングゲームって、あらゆる意味で体力と根気の世界でもあるよね。

《えー、観客席とテレビの前の皆さまはこのルール適用ということで、長期的な──》

　実況がルールの説明をファンにしているときに、前方のソーナ先せん輩ぱいと目が合った。

　……立ち位置的には、互たがいに『王キング』ということで、俺の正面はソーナ先輩ってことになる。

　ソーナ先輩は真っ正面から俺に言ってくる。

「一年前、リアスから紹しよう介かいしてもらったイッセーくんが、こうして『王キング』となり、眼前で相手チームを率いているなんて、あの頃ころは想像もできませんでした。──よく、ここまで来ました」

　──っ。

　……俺を上級悪あく魔まの一人として、迎むかえ入れてくれている言葉だ。うれしくて、涙なみだがこみ上げてくるが……我が慢まん我慢。

　ソーナ先輩は一転して戦意に満ちた表情となり、こうも続ける。

「私の前に立つ以上、私たちの目標のため、倒させていただきます」

　それは静かでシンプルな宣戦布告だった。

　俺も正面から言う。

「──勝つのは俺たちです」

　俺は匙さじのほうにも視線を送り、互いに睨にらみ合った。

「匙、一年前の続きをしよう」

「ああ、望むところだ、兵ひよう藤どう」

　互いに意気込みを確かく認にんし合い、両チームの気合いが入ったところで実況の声が届く。

《それでは、フィールドへの転移を行います！　転移先の本ほん陣じんでフィールドを記したマップを入手できますので、それで地形を把は握あくしてください。それでは──》

　俺たちの体が転移の光に包まれる。

《転移開始ですっ！》

　転移の光が広がるなかで、俺はレイヴェルのほうに視線を向けていた。

　レイヴェルは薄うすく笑っていた。──彼女の求めていた類のルールに決まったからだ。

　俺はこの間話し合ったレイヴェルの作戦を思い出していた。

　レイヴェルは、シトリーチームの戦績表を取り出して、俺たちに見せた。

『シトリーチームの戦績ですが……これを見て、皆さんは何かお気づきになられますか？』

　それを見たロスヴァイセさんがすぐに気づいたようで、感想を口にする。

『なるほど、高火力の攻こう撃げき手段を持つチームとの試合は、勝率がよくありませんね』

　──っ。

　そうか、絶大な攻撃力を持つチームが相手だと負けてるのか。

　レイヴェルが言う。

『はい、それがシトリーチームの大きな弱点です。実のところ、あの方たちは、強大な攻撃手段を持ちつつ、タクティクスもある程度しっかりしたチームとの相あい性しようが悪いのです。パワーに対応できるレベルに限界がありますもの』

　レイヴェルの言葉に、イリナは意外だと言わんばかりの驚おどろいた表情となっていた。

『え？　うちみたいなパワー押しのチームに弱いってこと？　カウンターとかテクニックでパワー押しの相手に対処してくるチームだと思っていたけれど……それでリアスさんたちは苦戦したんでしょう？』

　イリナの意見に、レイヴェルは首を横に振る。

『あの試合は、フィールドを破は壊かいすることがマイナス点だったから苦戦しただけです。もちろん、パワーを覆くつがえす術もあちらは用意してましたが……それもある一定のレベルまでの話です。こちらはイッセーさまとビナーさまの凶きよう悪あくな攻撃力があります。これをまともに浴びればあちらは吹ふき飛びますわ』

　レイヴェルは不敵な笑えみを浮うかべて、こう述べた。

『フィールドの破壊に制限のあるルールも想定済みですが、仮にそのような制限がなくなった場合──すり潰つぶしに移行しますわ』

　彼女は、ぞくりとするほどの怖こわい雰囲気を作り出していた。

　レイヴェルは──デュリオのチーム……いや、リュディガー・ローゼンクロイツさんが監かん督とくしていたチームに負けたとき、何かを得て、何かが外れた。

　そして、俺たちは転移先の本陣で、フィールドマップを確認したレイヴェルの──決意の眼差まなざしを見たのだった。








　　　Opening.









　転移した先でソーナ・シトリーは、すぐにフィールドを軽く確認する。

　自分たちシトリー眷けん属ぞくがいるのは、切り立った崖がけの上のようだ。レーティングゲームでは、このように遠くを見晴らすことのできる位置に本陣が置かれることが多い。

　個人的にソーナは、そのような位置に本陣を置きたくないと感じている。目立つ場所ほど、相手の格好の的まとになるところはないのだから。

　それでもレーティングゲームはエンターテインメントだ。観客からよく見える位置に本陣を置きたくなるのが、運営の本意、事情というものだろう。

　ソーナは本陣の卓たくに表示されているマップに目を通す。フィールドは、広大な高原だ。川もあれば森もあり、北東と南西の位置に山も存在した。フィールドはチェスボードのマス目のようにエリアが区切られている。

　そしてこちらは、チェスボードで言うところの現在ｅ８にいる。対する兵ひよう藤どう一いつ誠せいのチームは、ｄ１に転移しているようだ。オーソドックスな本陣位置だ。立てていた作戦の多くが適用できそうである。

　端はしから端まで全力で飛んで一時間近くかかるとさえ説明された。それだけの広大な土地だ。長期戦を見込んで、休息ポイントをあらかじめ設定しておくのと、今回のゲームでも用意されているであろう回復のポイントを早めに押さえておきたい。

　あちらには回復の手段があるから、こちらの回復を封ふうじるために動くのは確実だ。それならば、用意していた作戦でそこに罠わなを──。

　そのときだった。

　匙さじと、狼おおかみ男であるルガールが何かを感じ取ったように南側のほうに視線を向けていた。匙の両目はヴリトラの赤い瞳ひとみとなっており、龍りゆう王おうが何かを感じ取ったのだと理解した。

　訝いぶかしげに思うソーナや仲間たちであったが──。

　匙とルガールが叫んだ。

「急いでここから退たい避ひですッッ！」

「奴やつらめ……ッッ！　正気かッッ!?」

　険けわしい表情となった匙とルガール。尋じん常じようではないことを知り、ソーナは卓からマップだけを取り外して、その場から急いで退避していく。

「もっと速くッ！」

　匙に促うながされて、全員が戸と惑まどいながらも全力でその場を離はなれていく。

　刹せつ那な──南側から、閃せん光こうのようなものが輝かがやいて──。

　ソーナたちの眼前で展開したのは、常じよう軌きを逸いつするほどの極大で極ごく太ぶとの──黒と赤が入り交じったオーラの本流だった！

　圧あつ倒とう的なまでの超ちよう常じようの破壊力が、自分たちがいた場所へ、南側から北側に一直線に放たれたようだっ！

　膨ぼう大だいすぎる疑ぎ似じ龍りゆう神じん化の砲ほう撃げきが終わると──あとに残ったのは何もかもがなくなった荒あれ地だった。広大な高原のフィールドが南から一直線に丸まる裸はだかとなり、木々も川もすべて抉えぐられ、吹き飛ばされて土肌はだを覗のぞかせるだけとなっていたのだ。

　……兵藤一誠チームは、「雷光ライトニング」チーム戦で見せていた、フィールドのすべてを根こそぎ消し去るという、あの破壊を行ったのだ。

　南側から放たれた一いち撃げきは、北側まで一直線、その間にあるものすべてを消し去ってしまった。

　この結果に『女王クイーン』の真しん羅ら椿姫つばきが戦せん慄りつしていた。

「初手で龍神の砲撃を躊ちゆう躇ちよなく放ってくるなんて……」

　ソーナも唸うなる。

「……ルールしだいでは序じよ盤ばんに撃うってくるとは予想していましたが……しかし、大だい胆たんです」

　ソーナはすぐに被ひ害がい状じよう況きようを知ろうと、『僧侶ビシヨツプ』の草くさ下かに仮面の人じん工こう神器セイクリツド・ギアを放つよう命令した。

　数多くの仮面が散らばり、フィールドの様子を確認する作業に移る。程ほどなくして、草下から驚きよう愕がくの事実を突つきつけられた。

「会長。フィールドを壊こわすほどの兵藤くんの砲撃ですけど……どうやら、一直線だけじゃないようです」

　広げたマップに草下が上空から確認した様子を示す。それをペンでなぞっていくと──。

　南側から、三方向に砲撃がされたことを示していた。

　まずは、ｄとｅのラインが一直線にほぼ丸裸にされている。さらに南側から北東、北西の位置に斜ななめの直線砲撃がされていた。つまり、南側から三方向の砲撃がされたことになる。

　おそらく、龍神化の四つの砲ほう門もんのうち二門を北へ、もう二門の一門ずつをそれぞれ北東、北西方面に向けて、放ったのだろう。

「これって、フィールド上に線が三本できたってこと？」

　マップを見ていて、仁に村むら留る流る子こが砲撃の軌き道どうをなぞる。

「けど、フィールドの端から端まで届く砲撃って驚きよう嘆たんだね。あらためて神クラスと戦ってるって突きつけられるわ」

　由ゆ良ら翼紗つばさは厳きびしい表情となっていた。

　そう、この砲撃は脅きよう威いだ。一番気をつけていた相手の手だと認識していた。ゆえにどのタイミングで撃ってくるか、予想を膨ふくらませていたのだが……。

　初手で撃った以上、次のチャージが完かん了りようするまでどれぐらいかかるのか……。現在の兵藤一誠の疑似龍神化の事情は、よくわかっていない。ここ最近、テロもなく、『Ｄ×Ｄデイーデイー』での活動もないに等しかったため、その辺りの情報共有はなかったのだ。

　これまでの試合の様子からも、相手チームとの組み合わせの影えい響きようか、龍神化をあまり使用していないため、参考にはならなかったし、こんな長期戦も今回が初めてだろう。

　どちらにしても、いますぐに二回目のあの砲撃が放たれることはない。少なくとも、彼が本格的な龍神化に至っていないのは確実なのだから。

　ソーナは思し慮りよする。彼らの初手の理由を──。

　──この砲撃の軌道、初撃に放った理由……。

　ソーナはマップに視線を落とし、砲撃の軌道をなぞる。

　抉られて裸になった部分の現在のマップも考こう慮りよしていくなかで──ソーナはハッと気づくことがあった。

「…………ッッ」

　……なんて子、レイヴェル・フェニックス。

　リアスは圧倒的な火力を自分の戦術プランに組み込んで、相手の戦術に対たい抗こうする。彼女は、レイヴェル・フェニックスは、圧倒的な火力を…………ッッ！

　レイヴェルの思おも惑わくの一いつ端たんを理解し、唸るしかないソーナ。

「レイヴェルさんは、そもそもこちらの戦術と競きそう気すらないということです」

『──ッッ!?』

　ソーナの告白にチームメンバー全員が仰ぎよう天てんしていた。

　レイヴェル・フェニックスが、ソーナ同様、作戦を立てて相手を搦からめ捕とるタイプの悪あく魔まだとメンバーは認にん識しきしていた。だからこそ、彼女があちらの要かなめなのだと。

　ソーナはマップを睨にらみながら言った。

「圧倒的な火力で、こちらの思惑を丸ごと封ふう殺さつしてくる気です。つまり、自分たちに有利な盤ばん面めんを作り出すことにしたのでしょう」

　あの砲撃で、彼女たちは自分たちに有利な条件を強ごう引いんに作り上げた。

　草下が突とつ然ぜん叫さけぶ。

「会長！　南のほうから、コウモリの大群が飛んできているようです！」

　──ッッ！

　……エルメンヒルデ・カルンスタインのコウモリだろう。あれは──索さく敵てきも兼かねた…………いや、それ以上のッッ！

　ソーナは息を整え、冷静に努つとめようとする。

　…………初手でこれ、か。

　──龍神化の砲撃をレイヴェル・フェニックスは攻こう撃げきとして使わない。

　ソーナはあらためて、リアス眷属と赤せき龍りゆう帝てい眷属の決定的な違ちがいを思い知らされる。

　リアスならば、疑似龍神化という切り札を、重要な場所で使う決定打の必殺技わざとして運用するだろう。

　レイヴェルは違う。彼女にとって、切り札は持ち札の一枚に過ぎないのだ。盤面を支配するためなら、序盤でも躊躇なく切り札を出してくる。

　……どうやら、小賢こざかしい手はレイヴェル・フェニックスにはあまり通じそうにない。

　相手は私たちを倒しに来ているわけではない。

　──潰しに来ているのだ。

　ソーナはそれを踏ふまえた上で、この状じよう況きようを打破する作戦を思し索さくし始める──。








　　　Line.5　フィールド・ブレイク









　俺たち兵ひよう藤どう一いつ誠せいチームは、転移後にレイヴェルの指示通りに行動を開始していた。

　まずは俺が疑ぎ似じ龍りゆう神じん化を果たして、三方向に砲撃を放ち、フィールドにある広大な土地を三方向に抉り抜ぬいた──。

　∞インフイニテイ・ブラスターを放った先は──乾かわいた笑いしか出ないほどに丸まる裸はだかだっ！　砲撃の先にあった森、川、平原を丸ごと吹ふっ飛ばして、土肌はだしか残らない荒あれ地と化してしまったのだから。

　……自分の攻撃ながら、相当えげつない一発だと思うぜ。ただ、撃っても相手チームのリタイヤアナウンスがないということは、これがシトリーチームにとって打だ撃げきにはならなかったようだ。

　ただ、レイヴェルの思惑通りなら、彼女たちはそれ以上の枷かせをかけられたことになる。

　レイヴェルの指示で各おの々おの、準備をしていくなか、本ほん陣じんの一角で吸きゆう血けつ鬼きの術に集中していたエルメンヒルデ。

　赤い瞳ひとみを輝かせながら、ぼそりとつぶやく。

「……コウモリの配置、完了しました」

　レイヴェルがうなずく。

「わかりました。ありがとうございます、エルメンヒルデさま。百鬼なきりさん、そちらは？」

　本陣の別のところでは、百鬼が座ざ禅ぜんを組んで手で印を結び、彼を中心に術方ほう陣じんが展開していた。

　瞑めい目もくしながら、百鬼が言う。

「……コウモリが落とした符ふを全部繫つなげることはできた。とりあえず、兵藤先せん輩ぱいが丸裸にしたフィールドは、誰だれが通っても把は握あくできるよ。ま、空を飛んでいたら俺の管かん轄かつ外になるけど」

　レイヴェルがマップに視線を落としながら言う。

「空のほうはエルメンヒルデさまのコウモリがそのまま監かん視しを続けます。それで百鬼さん、このフィールド全域の索さく敵てきができるようになるまで、どのぐらい要しますか？」

「……なかなか広いからな。五、六時間はかかるかもしれない」

「では、五時間でどうにかお願いしますわ」

「了りよう解かい了解。ちなみに死神グリム・リツパーも管轄外だ。あれは歩いているのか浮ういているのかわからないからな」

「わかりました。そちらはエルメンヒルデさまのコウモリをはじめ、他ほかの対処方法でどうにかしましょう」

　淡たん々たんと作戦を進めるレイヴェル。次に北の方向に視線を向ける。

「ビナーさま、そちらはいかがでしょうか？」

『フィールドのほぼ中央上空にいまたどり着いたところです』

　インカムからビナー氏の声が届く。ビナー氏も移動を開始しており、フィールド中央の遥はるか上空に待機という格好になった。

「では、そのまま作戦通りにお願い致いたします」

　そのようにレイヴェルが各員の状況を把握していく。

　オフェンス組はいつでも行動開始できるように、各々のリラックス法でそのときを待つが……。

　レイヴェルはこの本陣に転移してすぐにマップを確認して、しばしの熟考ののち、俺たちに作戦を話し始めた。

　まずは衝しよう撃げき的な一言からそれは始まる。

『ソーナ先輩と戦術で競わない!?』

　俺はレイヴェルの宣言を聞き、素すっ頓とん狂きような声をあげていた。そう、彼女は開口一番に「ソーナさまとは戦術で競いません」と告げてきたのだ。

　その上でこう語り出す。

『はい、ソーナさまが多様な作戦と対策を講じているのはわかっています。確実にこちらの戦力を徐じよ々じよに削そいでくることでしょう。こちらよりもパワーが足りない以上、手数で攻せめるしかないからです。私は戦術の緻ち密みつさでソーナさまに勝てるとは思っていません。それならば最初から戦術の土台ごとひっくり返させていただきます』

　レイヴェルがこのフィールドに着いてから考えた作戦はこうだ。

　まず、俺に龍神化をさせて、三方向にフィールド壊こわしの砲ほう撃げきを放つ。その方向にある木々や川などを完全に潰して丸裸にするためだ。

　すると、フィールドに大きく抉えぐれた三つの線が生まれる。

　レイヴェルはチェスボードのようになっているマップを取り出して、自陣にチェックを入れる。そこから三方向、直線と二本の斜ななめの線を入れた。

　すると、マップにほぼ直角三角形が四つ現れた。

　レイヴェルは中央北側のふたつの直角三角形に指を指す。

『現状、あの砲撃のうち、北方向に向けたものから逃にげたということは、この領域のどちらかに相手チームが潜せん伏ぷくしています。そこで、この線──∞インフイニテイ・ブラスターで丸裸にした部分を境界線と位置づけ、ロスヴァイセさまの魔ま法ほうで強化したエルメンヒルデさまのコウモリを一定の間かん隔かくで配置していきます』

　確かにあの砲撃でリタイヤの報告がない以上、シトリーチームは本陣から逃げて、中央北側の直角三角形になったフィールドのどちらかにいるだろうけど……。

　レイヴェルは続ける。

『大量のコウモリたちは上空からの監視役です。もし、中央にできた三角形のエリアから、境界線を越こえて移動しようものなら、こちらはその位置を把握できます。境界線を越えずに三角形のなかを真まっ直すぐにこちらの本陣に南下してくるのならば、それはそれで準備をして待ち構えればいいでしょう』

　ロスヴァイセさんが言う。

『コウモリが攻撃されれば……それだけで相手のいる方向もわかりやすくなるということですか……』

　しかもロスヴァイセさんの魔法で強化するなら、それなりの攻撃力じゃないとダメだろうし、静かにコウモリを落とすことは難しいかもしれない。

　レイヴェルは百鬼に視線を向ける。

『コウモリに、百鬼さんの術の範はん囲いを広げるための符を持たせてもいいでしょうか？』

『いいけど、それでどうする？』

　百鬼の問いにレイヴェルは抉ってできた丸裸の境界線三方をなぞりながら言う。

『この三つのラインから、相手チームの地上での動きを捉とらえてください』

　レイヴェルの真意がなんとなくわかったのか、百鬼があごに手をやる。

『──っ。カルンスタインが空の監視役なら、俺は地上の監視役か。この線を術で繫げて、近辺の気配を探知しろってことだな。それと、結界も張れってか？』

　百鬼の言葉にレイヴェルはうなずく。

『はい。三つの線を百鬼さんの術で繫げ、最終的に中央の三角形エリアふたつを覆おおいます。相手の動きを封ふうじますわ』

　……絶対包ほう囲い網もうじゃないか！　しかも俺の攻撃でフィールドを破は壊かいして、こちらの都合の良いものに作り替かえるってやつだ！

　レイヴェルは続けて言う。

『イッセーさまにはその間、あまり動かず休んでもらいますわ。龍神化の力がある程度回復ししだい、今度はシトリーチームがいる領域に二度目の砲撃を放ちます。一日がかりのルールだからこそ、可能な作戦ですわ』

　まあ、一日あれば確かにある程度は回復するだろう。そういう意味でも開始早々に虚きよを衝つく意味も含ふくめて撃うったほうがよかったというわけか。

　レイヴェルが言う。

『──ということをあちらも想像するでしょうから、タイムリミット前に攻こう撃げきを仕し掛かけてくるでしょう。それはそれで他の案で対応します。さらにもう一点──』

　レイヴェルは上空を指さした。

『三つの線の中央上空にビナーさまに待機していただきます。いつでも爆ばく撃げきできるように制空権も取りますわ』

『『『『『『『『『……………………』』』』』』』』』

　全員がレイヴェルの作戦に息をのんだ。

　これは完全に相手の選せん択たく肢しの幅はばを狭せばめ、ペースをこちらに向けるものだ。

　レイヴェルはマップをしまい、皆みんなの顔を見み渡わたすように言った。

『あちらが技わざで力を封じてくるならば、こちらは火力でその技──いいえ、戦術ごと吹き飛ばすだけです』

　ソーナ先輩はマップを見て、いろんな戦術、罠わなを構築するだろう。レイヴェルはそれと正面から戦うことを止やめた。戦術面では後手に回らざるをえないとわかっているからだ。

　そのため、戦わずして相手が何もできなくなるように、フィールドごとことごとく潰すことにしたのだ。

　──リアスとは決定的に違ちがう戦術、戦略の立て方だ。

　レイヴェルの作戦を聞いて、百鬼も引き気味だった。

『いやー、おっかねぇ』

　こうして、俺たちは∞インフイニテイ・ブラスターを撃ち、コウモリを放って……レイヴェルの作戦通りに事を運んでいた。

　ここに至るまでにレイヴェルが各員に指示していたことが効果を発揮していた。

　エルメンヒルデもコウモリ操作の特訓をしていたためか、広こう範はん囲いかつ大群での運用が可能になっていた。……まあ、大分辛つらそうな顔をしているけども。

　百鬼も座禅を組んで、術に集中しているが……。先ほどの説明では、三つの線はともかく、中央の三角形のエリアにまで完全に意識を同調できるには、五時間はかかるそうだが……。

　その百鬼が、ちらりと俺のほうに視線を送ってきた。

　長丁場の戦いのためか、話し相手が欲ほしいのだろう。俺が話しかける。

「百鬼の能力、便利だよな。地に足をつけている限り、ソナーみたいに相手の居場所がわかるんだろう？」

「ええ、力が強ければ強いだけ、地脈を通じて俺に伝わります。距きよ離りが近ければ足音とかもある程度まで把握できるんですけどね。足音からも相手の状じよう況きようがわかります。それに地下を潜もぐってもわかりますよ。まあ、あっちもそこまでして境界線を越えてこないとは思いますけど」

　……それも考こう慮りよして、百鬼に地上（地中も）の監視を頼たのんだんだろうな。

　百鬼が言う。

「歴代の『黄おう龍りゆう』継けい承しよう者のなかには、遠くにいる相手から地脈を通じて生気を吸い取れた、なんてヒトもいたそうですよ」

「……そりゃ、怖こわいな」

　でも逆に考えれば、遠くの相手のパワーを吸い取って倒たおすことも可能なのか。

　などと男子同士で会話をしていると、ゼノヴィアがちょいちょいと手招きしてきた。

　歩み寄り、「なんだよ」と訊きく。

　ゼノヴィアはレイヴェルのほうに視線を送り訊いてくる。

「イッセー、ひとつ訊きたい。この戦い、マスター・リアスとソーナ前会長の試合だったら──私たちがマスター・リアスのチームのもとで戦っていたとしたら、どういう序じよ盤ばんだっただろうか？」

　そんなことを聞きたかったのか……。

　俺は考えてから、口に出した。

「リアスなら、真っ正面からソーナ先輩と戦術で競きそっただろうな。幼なじみだからこそ、お互たがいにわかることもあるだろうしさ」

「イッセーの龍神化の砲撃は、こういう運用の仕方もあるんだな……。レイヴェルには、私たちのパワーがどういうふうに見えているんだろうか」

　龍神化の火力を攻撃ではなく、敵の動きの封ふう殺さつに使うなんてな。俺やリアスじゃ、多分考えつかなかった。あくまで最終手段、必殺技として運用しただろう。

　レイヴェルがロスヴァイセさんにも指示を出していた。今回の試合、ロスヴァイセさんは『兵士ポーン』なんだよな。代わりに百鬼が『戦車ルーク』になった。

「ロスヴァイセさま、頃ころ合あいと隙すきを見て相手陣じん地ちに侵しん入にゆうしてください。その後プロモーションで『女王クイーン』に昇しよう格かくしたあと、『僧侶ビシヨツプ』と『戦車ルーク』の力を解放したら、臨機応変に味方のサポート及およびオフェンスの一いち翼よくを担になっていただけますと光栄ですわ」

「ええ、わかってます」

　ロスヴァイセさんを『女王クイーン』に昇格させることで、能力を全体的に向上させるつもりなんだろうな。

　そこから俺とシトリーチームは、数時間の間、沈ちん黙もくを続けた──。










　四時間ほど経過したときだった。

　フィールドに変化が訪おとずれる。動きを観測していたエルメンヒルデと百鬼が続けて声をあげた。

「──東側エリアより、中央の境界線を越えて、西に移動する影かげが複数」

「こちらも気配と足音を捕ほ捉そく。──これは仁に村むらだな。あとは」

「花はな戒かい桃ももさんと由ゆ良ら翼紗つばささんも捉とらえました」

　──と、エルメンヒルデと百鬼がそれぞれ報告してくれた。

　……そうなると、ソーナ先せん輩ぱいがいるであろうシトリーの本営は東側の三角形エリアか。

　西側に移動したのは……。

　俺もマップに視線を落としながら、西側のとある点に注目する。──回復ポイントだ。

　そこにいけばダメージを回復できるのだが……誰だれかが怪け我がをしたのだろうか？　それともそこを確保するつもりか？

　レイヴェルはというと──前方のフィールドを見ながら、考え込むようにしていた。

「……百鬼さんの術が、自分たちが潜伏しているエリアまで及ぶ時間を、向こうもなんとなく理解していたのかもしれませんわね。あちらにも五大宗家の真しん羅ら椿姫つばきさまがいらっしゃいますし、日本の術者に明るい方が多い。とはいえ、回復ポイントを占せん拠きよするために動いた……？」

　しばし、考え込むレイヴェルだったが……。再度上空を見上げて、ビナー氏の動向に目を向けていたが……。

　次に俺とイリナ、ロスヴァイセさんに視線を送った。

「おそらく、相手のデコイか、罠でしょう。それならば、こちらも警けい戒かいしながら出て行きましょうか。イッセーさま、イリナさま、ロスヴァイセさま、お三方で仁村さんたちのほうに向かってください」

　おおっ、いよいよ本格的に行動開始か。

　レイヴェルが指示を出す。

「イッセーさまはよほどのことがない限り取られないと思いますが、一応、気をつけてくださいまし。もちろん、部分的な龍神化もダメです。イリナさまは……例の技を早さつ速そく放ってください。ロスヴァイセさまはお二人のサポートを」

「「「了りよう解かい！」」」

　レイヴェルがゼノヴィアとボーヴァに言う。

「ボーヴァさんはゼノヴィアさまを背に乗せて、相手チームがいるであろうエリアの空を広範囲に飛んでください。空から動きがわかりしだい、随ずい時じ報告を」

「「了解！」」

　こんなふうに、相手のいる位置を大おお雑把ざつぱとはいえ、把は握あくできるなんてな……。

　俺だけだったら、マップを渡わたされてもどうやって相手と接せつ触しよくするか、皆かい目もく見当もつかなかっただろう。

　自分の有利な盤ばん面めんに作り替える、か──。

　俺はマネージャー兼けん眷けん属ぞく兼軍師役のレイヴェルを心強く感じながら、本ほん陣じんを離はなれて、相手チームの探たん索さくに移った。







　エルメンヒルデと百鬼の情報とマップを照らし合わせてレイヴェルに逐ちく一いち報告しながら、俺とイリナ、ロスヴァイセさんの三名は北西方面──チェスボードで言うならｃ５付近にある森のなかを進んでいた。

　草くさ下かさんが仮面を飛ばしているかもしれないから注意してくれとレイヴェルに言われたが……。

　いくら仮面でも、エルメンヒルデと百鬼の監かん視しをかいくぐれるのか？──と訊いたら、仁村さんたちが境界線を越こえたときに何個か持って移動した可能性もあると返された。

　……相変わらず、そういうところまで目を光らせている隙のないマネージャーさまでございます。レイヴェルはシトリーチームで何よりも怖いのは諜ちよう報ほう面だと言っていた。

　チーム『Ｄ×Ｄデイーデイー』時代に、シトリー眷属は前線にあまり出ず、諜報活動のほうで協力してくれていた。対テロリストでその面を相当鍛きたえられたとレイヴェルは認にん識しきしている。

　……レイヴェルは『Ｄ×Ｄデイーデイー』に所属してなかったけど、シトリー眷属をよく見ていたんだな……。

　そのレイヴェルの予想では、俺たちの向かう方角の先にある回復ポイントにシトリー眷属が向かっている可能性があると言っていた。

　もちろん、あっちも意図があってそちらの方面に行くのだろう。回復手段がないシトリー眷属にとって、回復ポイントは重要だ。押さえておきたいのもあるだろうが、逆にそれを利用して俺たちが来るのを待ち構える罠の拠きよ点てんにするかもしれない。

　……何にしても、レイヴェルはあの回復ポイントを「どうにかしたい」と口にしていた。

　森を進み、開けたところに出る。

　──池のある場所にたどり着いた。

　イリナが気配を感じ取ったのか、池のほとりに視線を配っていた。

　そこには──仁村さんと由良が立っていた。

　もう一人、花戒さんもこちら側に来ているはずなのだが……。一人離れて任務をこなしているか、陰かげに隠かくれて隙をうかがっているか。

　俺は目配せして、花戒さんがいなくて不気味なことを、イリナとロスヴァイセさんと確認し合う。

　仁村さんが腕うでを組んで堂々と言ってくれる。

「まさか、イリナ先せん輩ぱいと兵藤先輩にロスヴァイセちゃんが来るなんて、予想超こえました！」

　元気に言ってくれるな。その辺のテンションは試合でも変わらずだ。

　続けて訊いてくる。

「罠わなだと思わなかったんですか？」

　俺はハッキリと言う。

「──うちのマネージャーが、罠だとしてもそれごと打ち砕くだけとご所望でさ」

　それを聞いて仁村さんは不敵に口角を上げていた。

「レイヴェルちゃん……同い年と思えないほどの子ですよ。──しょんどいです」

　しょんどい……「正直しんどい」ってことね。仁村さんは、駒く王おう学がく園えんに通う異い形ぎよう側の者のなかで一番女子高生していると思う。

　イリナが天使の翼つばさを生やし、オートクレールを手にして仁村さんと由良に切っ先を向ける。

「えーと……エモいけど、戦いましょうか！」

　……女子高生言葉で競わなくていいんだぞ、イリナ。

「……まったく」

　由良が嘆たん息そくしながら、静かに人工神器セイクリツド・ギアの盾たてを出現させる。精霊と栄光の盾トウインクル・イージス、精せい霊れいと契けい約やくすることで多様な防ぼう御ぎよの特性を発揮できる盾だ。ヨーヨーみたいに飛ばすことも可能ってね。

　仁村さんも両足に人工神器セイクリツド・ギアの脚きやつ甲こうを装着する。玉兎と嫦娥プロセラルム・フアントム、速度と格かく闘とう能力が飛ひ躍やく的に向上する人工神器セイクリツド・ギアだ。

　俺も禁手化バランス・ブレイクを素す早ばやく済ませて、真しん紅くの鎧よろい姿になった。

　ロスヴァイセさんも魔ま方ほう陣じんを手元に展開させて、戦せん闘とうの準備はＯＫ。

　──と、仁村さんが、オーラを高めて一気に弾はじけさせる！

「──鬼手化バランス・アジヤストっ！」

　そのかけ声と共に、脚甲の人工神器セイクリツド・ギアに変化が訪れたっ！

　脚甲の形が派手になり、グレードアップしており、鎧の部分が上半身にも及ぶようになっていた。腰こし回まわり、胸元、両手も鎧化している。

　仁村さんが自じ慢まんげにピースサインをしながら言った。

「これが私の鬼手カウンター・バランス、『玉兎ハイパーと嫦・プロセラ娥とルム・フ巨蟹ァントム』ですっ！　ハイパーを付けてみましたっ！」

　とても誇ほこらしげだ……。本当、新しい生徒会はノリが前年と違ちがいすぎるよね！

　そんな感想を覚えながらも戦闘は開始される。

　盾を持つ由良の相手はロスヴァイセさんとイリナが担当し、仁村さんの相手は俺ということになった。

　鬼手カウンター・バランスになっているせいか、仁村さんは以前よりも速度が冗じよう談だんみたいに上がっており、単純な瞬しゆん間かん速度では真『女王クイーン』の俺よりも速いっ！　音もなく消え去り、もはや気配すらも読みにくいレベルで俺の周囲を動き回っていた。

　視認はまず無理ってのが、木き場ばを思わせるが……この手の相手とはやり慣れているので、俺は全身のオーラを滾たぎらせて──一気に広こう範はん囲いに波動を放出したっ！

　点が無理なら面で行く理論だ！　ドラゴンショットは当たらないと踏ふんで、範囲攻こう撃げきにシフトさせてもらった！

　あっちも理解したのか、距きよ離りを取って俺の攻撃の範囲外に逃にげた。それを見み逃のがさず、俺は一気に詰つめ寄ったっ！

「速はやっ！」

　あちらから見たら、範囲攻撃を避さけたら、瞬しゆん時じに詰められた感覚だろう。直線の動きだけなら、仁村さんに負けない自信はあるさ。

　俺は右手にオーラをこめて、仁村さんに打ち放つ！

　しかし、それは空を切り──。仁村さんがいた範囲の木々が派手に吹ふっ飛んだ。

「とりゃっ！」

　すでに背後に回っていた仁村さんが俺の背中に蹴けりを放った！　いい蹴りだが……俺にダメージを与あたえるほどじゃない。俺はすぐに振ふり返りざまにパンチを放つ！

　ブゥンッ！　と空気を大いに震ふるわせる一発。衝しよう撃げき波はは遥はるか前方の巨きよ木ぼくにまで及および、大きな穴を穿うがつ。

　仁村さんがそれを見て苦笑いしていた。

「……ラスボスと戦ってる感覚っス！　しかも何段階もパワーアップするタイプの！」

　褒ほめ言葉だと受け取ろうかな……。

　続けて、仁村さんが挑ちよう戦せん的なことを言ってくる。

「──ドレスブレイク、やってください。私に通じないことを教えてあげます」

　──ッ！

　……そんな挑ちよう発はつをされるとは露つゆほども思わなかったぜ！

「面おも白しろい！　俺の必殺技わざを防いだ女性はいないぜッ！」

　俺はその挑発に乗ることにしたっ！

　そこからはスケベ根こん性じようを発揮して、絶対に仁村さんを脱ぬがせることに注力して、先ほど以上の鋭するどい動きで相手の高速戦闘に追つい随ずいしていくっ！

　仁村さんが、瞬時に背後に回れば、俺も本気を出してその場から消え去り、仁村さんのうしろを取り返すっ！

「スケベパワーが入ると、動きが別人ですねっ！」

　とうの本人は驚おどろきながらも楽しげだった。

　くっ！　触さわらせない自信があるから、余よ裕ゆうなんだろうなっ！

　俺はさらに動きを洗練させて、視認できないレベルの速さを発揮していく。

　ついには仁村さんの体たい捌さばきに対応しきって、隙すきを見つけて肩かたに触ふれたっ！

　すぐに妄もう想そうを膨ふくらまらせて、オーラを解放するっ！

「──行くぞ、洋服崩壊ドレス・ブレイクッ！」

　指を鳴らして、術を発動させようとする！

　──が、仁村さんは目をキラリと光らせて、宣言した。

「これを待っていましたよってね！」

　仁村さんは両足の脚甲からオーラを大量に噴ふん出しゆつさせて、その場で回転蹴りを始めた。俺からも距離が離れているし、なぜそこで蹴りを放ったかわからないが、空を切るはずの蹴りは──バチッという何かを弾はじく音を立てたのだった。

　一いつ拍ぱくあけて、離れた場所から悲鳴があがる。

「きゃあああああああああああああっ！」

　振り返れば──イリナの服がバラバラに吹き飛び、全ぜん裸らとなっていたッ！

　おおっ、いつも見ているとはいえ、まったく飽あきない見事に天使なプロポーションでございますっ！

　これに実じつ況きようが吼ほえる。

《おおーっと！　これは……兵藤選手の技でイリナ選手の衣服が弾け飛んだと見ていいのでしょうか？　ゲームの性質上、小さいお子さんも見ているため、試合中にいかがわしいことが起きますと、即そく座ざに加工が施ほどこされ、プライバシー保護の措そ置ちが取られます。観客の皆みなさま、テレビの前の皆さま、何卒なにとぞご了りよう承しようくださいませ！》

　あ、実況は騒さわいだけど、映像にはすぐに加工が入るから、試合中の俺たちが見ているような感じじゃないのね。

　まあ、子供も見ているから、おっぱいがまろび出るところなんて見せられないよね！

　冥めい界かい全土のお父さんたちの分まで俺が見ておきますので、安心してくださいっ！

　そんなことより、俺の洋服崩壊ドレス・ブレイクを破った仁村さんっ！

　術の条件は確かに仁村さんに対して整ったはずなのに、あの蹴りのあとにイリナの服が弾け飛んでしまった！

　仁村さんが自慢げに言う。

「ふっふっふっ！　いまの私の蹴りは、兵藤先輩の卑ひ猥わいな技すら蹴り飛ばしますよっ！」

　一方でイリナも抗こう議ぎしてくる。

「ちょっと、ダーリンっ！　私の服を壊こわしてどうするのよっ！　将来の妻の裸はだかを他ほかのヒトに見られてもいいの!?」

　それはダメだけど、ここは俺以外女性陣じんしかいないからカンベンしてくれっ！

　……しかし、無敵とされた俺の洋服崩壊ドレス・ブレイクが効かないとは！　って、効かないわけじゃないか。現にイリナの服は弾け飛んだ。つまり……どうせ無効化できないなら、跳はね返すってか。

　他の試合で仁村さんの人工神器セイクリツド・ギアの禁手バランス・ブレイカーこと鬼手カウンター・バランスを見たことがあるが……まさか、術や技の類たぐいまで跳ね返す……もとい、蹴り返すとは。仁村さんの鬼手カウンター・バランスの特性は、技や術をそのまま跳ね返す、あるいは軌き道どうを逸そらすといったものなんだろうな。

　俺はそこまで思し慮りよしたところで、思考を切り替かえて仁村さんに言い放つ。

「しかし、ここで諦あきらめてしまったら、俺の名がすたるっ！　キミに当たるまでやらせてもらおう！」

　俺の宣言に仁村さんは目玉が飛び出る勢いで驚いていた。

「マジっスかっ！　スケベな精神、ここに極きわまるってやつですねっ！」

　構わずに俺は飛び出し、再び仁村さんを捕つかまえようと躍やつ起きになって、高速で動き回る！

「とりゃ！」

　たまに蹴りを放たれるが、そんなのスケベ根性が全開になった俺にゃ効かないぜっ！

「はいっ！」

　再び仁村さんにタッチすることができた！　すかさず指を鳴らして、

「洋服崩壊ドレス・ブレイクッ！」

　仁村さんはまたあの蹴りで、俺の技を蹴り返す格好となった。

　一拍あけて、今度は──。

「ちょっとっ！」

　あああああ、今度はロスヴァイセさんのヴァルキリーの衣い装しよう（[image: いつ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい版）がぁあああああっ！　イリナに引き続き、ロスヴァイセさんの服が弾け飛んだのだったっ！

　相変わらずの見事なプロポーション！　ありがとうございます！

「もう、イッセーくん！」

　ロスヴァイセさんまでぷんぷんと怒おこっていた！

　相手をしている由良も後頭部をポリポリとかき、なんとも言えない表情となっていた。

　俺がロスヴァイセさんに謝る。

「す、すみません！　なんだか、ここで諦めたら負けな気がして！」

「反射させているだけです！　意地になっちゃダメですよっ！」

　ロスヴァイセさんにそう言われるが……。

　反射されただけでも衝しよう撃げきですよっ！　というか、そうか、こんな方法で俺の洋服崩壊ドレス・ブレイクを防ぐ術があったんだな……。

　今後の課題として、その点を改良したいと思う俺だった。

「まだだ！　まだやられんよっ！」

　気を取り直して、俺はまたまたスケベパワーで仁村さん相手に構える。

　仁村さんも驚きよう愕がくしていた。

「まだ続けるんですか!?　しつこいというよりもこの状じよう況きようを楽しんでません!?」

　さて、また攻せめるかと思っていた矢先、俺の耳につけているインカムに声が届く。

　──っ。

　……次の行動に移るようだ。

「三度目の正直──と、いきたいところだけど、どうやら進展があったようだ」

「？」

　疑問顔の仁村さんだったが……。

　俺が上空を指さして言った。

「キミたちは、回復ポイント周辺で何かをしようとしていたようだけど……うちの軍師さまはあれを『いらない』と断言した。だから──」

　俺がそこまで言ったときだった。

　空がカッと光り輝かがやき、何かが飛んでいく。

　刹せつ那な──。ゴゴゴゴゴゴゴゴゴッ！──と、地を大きく震わせるほどの衝撃がこちらにまで伝わってきた。
















　仁村さんと由良が回復ポイントのほうに視線を向けた。

　俺が言う。

「──壊したよ。上空で待機してる仲間に壊してもらった」

　ビナー氏──グレイフィアさんによる絶大な魔ま力りよく攻こう撃げきを上空から放ったのだ。

　魔ま王おうクラスと称しようされるあのヒトの一いち撃げきは、回復ポイントを容易に打ち砕くだく。

　けど、リタイヤの報告が届かないということは、そこに花戒桃さんが待機していたわけでもないようだ。

　仁村さんと由良の表情が変わる。

「翼紗さんっ！」

「わかっている！　一いつ旦たん退ひく！」

　二人が、退たい却きやくモードになった。

　──っ！　逃にげる！　だがそうはいかないぞ！

　ロスヴァイセさんもそう思ったのか、イリナに言った。

「──イリナさん、いまがタイミングかと！」

　それに気づいたイリナは急いで指をぐるぐると回し始めて──光力の輪を作り出した。

「そうね！　行くわよっ！　リングッ！」

　イリナが仁村さんと由良に向けて、ふたつの光のリングを放った。

　二人はそれを避よけようとするが──リングはホーミング精度が高く、高速で軌道を変えて、仁村さんと由良に着ちやく弾だんした。

　ダメージを与あたえるためではない。これは──。

　仁村さんと由良の首元にリングがハマっていた。

「──っ！　何これ、首に……光力の輪っか？」

　仁村さんが首につけられたリングに触れようとするが──由良が注意する。

「触るな、留る流る子こ！　光だ。触れば手が焼けるぞ。このまま一旦退く」

「はい、翼紗さん」

　仁村さんと由良は首に光のリングをつけたまま、この場から退却していった。

　戦せん闘とうが終わった俺たちは一息ついていた。

　俺がイリナにリングのことを訊きく。

「イリナ、あの輪が発動するまでどのぐらいかかるんだ？」

「……締しめ付けだけならもうすでに。アレ用に使えるようになるまでなら、現状あと一時間ぐらいは必要かな」

　……アレまでには時間を要する、か。

「レイヴェルに報告しておこう。仁村さんと由良にリングをハメたって」

　俺は現状をレイヴェルに報告して、イリナたちと一旦本ほん陣じんに帰き還かんすることにしたのだった──。




　　　　─○●○─




　一戦終えて、本陣に帰還した俺たち（イリナとロスヴァイセさんは予備の服に着き替がえた）。

　レイヴェルに俺は問う。

「仁村さんたちはあそこで何をしようとしていたのかな？」

「回復ポイントを利用した戦術を組み立てていたのかもしれませんが、破は壊かいした以上、作戦のいくつかは潰つぶせたとは思いますわ。……もちろん、こちらに破壊させることすら作戦と言われたら、お手上げですけれど」

　……うーん、真相はわからずじまいだが、破壊しちまったからな。

　レイヴェルは言う。

「破壊されるところまでは予想していたと思いますわ。ただ、破壊されない可能性も考こう慮りよして、いろいろと準備をしていただろうというのと、仁村さん由良さまが囮おとり役をしたというのもあるでしょう。相手の本隊の動きが気になりますわね」

　仁村さんたちは囮役になったと。気になった俺たちがそこを探さぐっているうちに、本隊が本当の目的を進めるとかそういう作戦かね。

　レイヴェルは隙すきを見せないように徹てつ底てい的に監かん視ししていたけど……。

　レイヴェルの作戦は、相手のあらゆる可能性を残さず潰していくスタイルで一いつ貫かんしている。「すり潰す」と言った通りのことをしていた。

　しばし、相手の動きがなくなり、さて、これからどうしたものかと、残り時間を考えながら作戦会議をしようとしたときだった。

「──動きましたわ」

「……ってこれは」

　エルメンヒルデと百鬼が、境界線に反応があったと報告してきたのだ。

　百鬼が反応のある方角──遥はるか先に視線を送っていた。なんとも言えない難しい表情となっている。

　そのとき、フィールドの遥か先の上空にドラゴンを思わせる黒い炎ほのおが走った。

「あれは……黒こく炎えん」

　ゼノヴィアが空に上がる黒い炎を見てそうつぶやく。

　黒い炎は、フィールドの中央辺りから上空に放たれているようだった。

　──中央。俺の砲ほう撃げきで丸まる裸はだかになったところだ。

　百鬼が俺に言う。

「……匙さじ先せん輩ぱいです」

　──匙。

　……そこにあいつがいるのか。

　レイヴェルが目を細めながら言う。

「……あそこに匙さまがいらっしゃるということでしょうが、なぜわざわざ自分の位置がわかるようなことを……」

　また黒い炎が、上空に上がった。

　それが何なのか、俺はもう理解しちまっている。わかっちまっている。

　……これは、呼んでいるんだ。匙が、俺を呼んでいるんだよ。

　──中央で待つ、と。

　そうだよな。サイラオーグさんと曹そう操そうの試合を見たばかりだもんな。何よりもわかりやすいよな。

　俺は胸の内を熱くして、つぶやく。

「……ああ、わかっているさ。どうしようもねぇほど、おまえも俺も不器用だもんな」

　俺はレイヴェルに告げる。

「レイヴェル、行ってくる」

「イッセーさま？」

　俺は中央に指を指した。

「──あそこで匙が待ってるんだ」

　これはあいつからの誘さそいだ。一対一の戦いへの誘い──。

　あいつがあんなことをしている以上、仲間に余計な手出しはさせないってことだろう。

　レイヴェルが言う。

「……罠わなが待っている、というのは無ぶ粋すいな考えなのでしょうね」

「罠、か。あるかもな。でも、あいつは一人だ。一人で待ってる。──だから、俺が行かなきゃいけない」

　ボーヴァが間に入り、レイヴェルに言った。

「参さん謀ぼう殿どの、これはドラゴンとドラゴンの決けつ闘とうです。──そこにいかなる介かい在ざいもあってはならぬのです。ここで我が主あるじが、ヴリトラ殿の挑ちよう戦せんを受けなければ、一生の恥はじとなる。それはあってはならぬことなのですッ！」

　ドラゴンを熱く語るボーヴァの一言にレイヴェルも息を吐はき、折れてくれた。

「……わかりました。増ぞう援えんも送りません。しかし、ひとつだけ約束してください」

　レイヴェルは俺に正面から言った。

「──必ず勝ってください」

「ああ、任せろ」

　俺はそれだけを言い残し、あとのことは仲間たちに任せた。

　……馬ば鹿かげているだろうさ。

　チームにとって、一番大事な『王キング』が一人でそんな誘いに乗って、ノコノコ前線に出るんだからよ。あれだけレイヴェルにお膳ぜん立だてしてもらったのに、もしかしたらこれで全部フイになっちまうかもしれない。

　でも、しょうがないだろう？　しょうがないだろうが……ッ！

　中央でただただ俺の登場を待つ匙に対して、俺が行かないなんて選せん択たく肢しがあるとでも思っているのか!?

　……どうしようもなく、バカなんだ。俺とあいつは。

　バカの頂上決戦、してやろうぜ。なあ、匙──。
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　──俺の名前は匙さじ元げん士し郎ろう。二年生で支し取とり会長の『兵士ポーン』だ。

　フィールドの中央に向かうなか、俺は匙との出会いを思い出していた。

　同学年に『兵士ポーン』がいて、俺はうれしかった。でも、あいつはため息ついてたっけな。

　──俺としては、変態三人組の一人であるおまえと同じなんてのが酷ひどくプライドが傷つくんだけどな……。

　嫌いやみな奴やつだと思ったよ。駒こま四つ消費することを自じ慢まんしててさ。

　けど、木き場ばの事情を話したら、泣いて協力を約束してくれた。すぐに良い奴だとわかった。そういや、そのあと俺も匙も、主あるじに尻しり叩たたき食らったっけな。

　匙を遠くに視し認にんするなかで、ここに、送り出してくれたときのレイヴェルの言葉が蘇よみがえる。

『イッセーさま、正直言いますと……この状じよう況きようはある程度読めていました』

　そう切り出し、こう続ける。

『匙さまがイッセーさまとの戦いに個人的な感情を抱いだいているのは双そう方ほうのチームの誰だれもが知っていること。ですから、戦せん況きようしだいでソーナさまは匙さまとイッセーさまとの一対一戦を認めるだろうと予想はついておりました。理由は──イッセーさまもなんとなくおわかりになられているかと思います』

『ああ、ソーナ先せん輩ぱいは──クールそうに見えて、うちのリアス並に情愛が深いからな。匙の想おもいを叶かなえたくなるだろうさ』

　ソーナ先輩も眷けん属ぞくをとても大事にしている。匙がレーティングゲームでお偉えらいさんに認められたときは、涙なみだを流していたと人ひと伝づてに聞いたことがあった。

　レイヴェルが言う。

『一対一戦のほうが、複数でイッセーさまを狙ねらわれるより安全だと一度は考えましたが──それは逆ですよね？』

『当然。──あいつは複数で俺を攻せめるよりも、一対一戦のほうが絶対に手強てごわくなる。そういう奴さ。ソーナ先輩は情愛を込こめながらも、ちゃんとそれを見み越こしてる』

　そう、あいつも俺もそういう類たぐいの悪あく魔まなんだ。

　ライバル相手に複数で戦うことは、テンションが著いちじるしく下がるだろうから。たとえ、作戦だろうと、きっと心の底では一対一戦を望んだだろうから。

　あいつはすでに鎧よろいを着込んでいた。俺も──ここに来る途と中ちゆうで真しん紅くの鎧を装着している。

　真紅の天てん龍りゆうと──漆しつ黒こくの龍王が対たい峙じした。

　すでに両者の間の空間はプレッシャーで歪ゆがみ、空気を震ふるわせていた。

「来たぜ、匙」

　俺が言うと、匙が武む者しや震いするかのように全身を勇み震わせていた。

「……ああ、待ち焦こがれたぜ。あのときから、ずっと、ずっと」

　鎧越ごしに睨にらむ俺と匙だったが、この場は俺たちだけの戦場ではなかったようだ。

　──ヴリトラが、言葉を発する。

『我が名はヴリトラ。龍りゆうの王の一角と評されるドラゴンなり。赤せき龍りゆう帝ていドライグに決闘を申し込む』

　それは……決闘の申し込みだった。

　これを聞き、俺のなかのドライグが愉ゆ快かいそうに笑う。

『……名乗ったな、ヴリトラ。ククク、正面から名乗りを上げられたのは久しぶりだ。さて、相棒。もう、退ひけないぞ？』

　ドライグが勇ましく言った。

『──ドラゴンはドラゴンに名乗りを上げられた以上、退くわけにはいかない。どちらかが倒たおれるまで、戦い続けなければならんのだッ！』

　ドライグが天高く吼ほえた！

『我が名はドライグ。天龍の一角と評されるドラゴンなり。「黒邪の龍王プリズン・ドラゴン」ヴリトラの挑戦を受けるッ！』

　次の瞬しゆん間かん、俺と匙の全身を濃のう密みつすぎるほどのオーラがまとう。

　熱気、熱意、戦意、敵意、情熱、情念、執しゆう念ねん──。あらゆる気持ちの高ぶりが、我が慢まんできなくなった俺たちの体から放出していたのだ。

　もう、言葉は無粋だった。

「やろうぜ」とか「さあ、始めるか」とか、そういうやり取りを交かわすレベルじゃない。すでに勝負は──潰つぶし合いは始まっちまってるっ！

　お互たがいに拳こぶしを構えた瞬間だった。

　……どうしようもなく、抑おさえきれない感情の波が俺を襲おそっていた。

　……一年前、俺はおまえにやられちまったよな、匙？

　あれから俺は……。

　悔くやしくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて悔しくて……。

　……何度も頭のなかでおまえをもう一度ぶっ倒す日を思い描えがいていた。おまえを完かん膚ぷなきまでに叩たたきつぶすシーンをいつだって妄もう想そうしていた。

　……よくもリアスの前で恥をかかせてくれたもんだぜ、ダチ公……。あんな恥ずかしい想いを俺が忘れるわけがねぇ……ッッ！　いまだに記き憶おくの奥底にこびりついて消えやしねぇんだ……ッッ！

　そのおまえが……妄想じゃない、本物のおまえが目の前にいてくれる──。

　──ようやっと、あのときのリベンジが果たせるんだな。

　まるで、一週間断だん食じきをしたあとで目の前に好物が用意されたかのように……俺はもう飛びかかりたくて仕方なかった。

　そして、互いに構えて、しばしの沈ちん黙もく──。

　どちらが先に仕し掛かけたかわからないが、認識したときには──。

「ああああああああああああああああああああああああああああああッッ！」

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおッッ！」

　俺たちは声を張り上げて、眼前のライバルのもとに飛びかからんばかりにその場を駆かけだしていたッッ！

　最初の一発は──お互いの顔面パンチだった！

　鎧の兜かぶとを壊こわすほどの衝しよう撃げきが互いの脳みそにまで響ひびき、ぐわんぐわんと目が回るが……。

　回復しないまま、構わずに拳の応おう酬しゆうが始まったっ！

　俺の顔に奴の拳が入り、奴の顔に俺の拳が入り、ひたすらなまでに顔に、顔に、顔に、顔に、顔に、顔に、顔に、顔に、拳を入れ続けるッ！

「兵ひよう藤どうォォォォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ！」

「匙ィィイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイイッッ！」

　ついには互いに肩かたをつかんで逃にげないようにしてからの顔面パンチを乱打していくッッ！　肩──いや、首根っこをつかんで超ちよう超超至近距きよ離りで顔面に拳を入れ続けるッ！

　拳を真まっ直すぐに顔へ！　拳をただ真っ直ぐに顔面へッ！　力の入った拳打を野や郎ろうのツラに叩き込むッッ！　最速で拳を顔面に送り込むだけの作業だ！

　数十発？　いや、百発……二百発以上も顔面にパンチだけを入れ合うという明らかに不条理なまでの戦いがそこで展開していたッ！

　顔面パンチから始まった戦いは──顔面パンチだけで進んでいたッ！

　これを見ていた実じつ況きようが絶ぜつ叫きようした。

《なんだこれはァアアアアアアッ!?　なんなんですか、これはァアアアアアッッ！　フィールドの中央で行われているのは──原始的なまでの顔面パンチだけの戦いですッッ！　赤い龍帝と、黒い龍王がッ！　取り憑つかれたかのように互いの顔にパンチを入れ続けていますッッ！　ご覧くださいッッ！　この拳の応酬に観客は総立ちとなっておりますッッ！》

　自分の顔がどうなっているか想像なんてしたくないが、きっといい男になっているんだろうよ。だって、いま俺が殴なぐり続けている男もいい具合に伊だ達て男おとこになってきやがったからなっ！

　いままでの鬱うつ憤ぷんを晴らすかのような顔面パンチっ！　俺も匙も、出会ったときから言いたいことが山ほどあった。一年経たつと、さらに言いたいことは増え続け──。

　いまはそんなことを口に出すのも野や暮ぼとなってしまった俺と匙の仲。

　でも、わかる。わかるぜ、匙！　俺もおまえも顔にパンチを入れたくて入れたくて仕方なかったんだよなッ！

　頼たのもしい仲間。憎にくい同期。最高のダチ。嫉しつ妬との対象──。

　全部の想いが入り乱れて、俺たちにできることは──顔面にパンチを入れることでしか表現できなかった。

　三百発……四百発を超こえた頃ころには、鼻は折れ曲がり、目も腫はれ上がって、口の中は血だらけになっていた。

　愚ぐ直ちよくなまでに、実況が言うよう取り憑かれたかのように、執しつ拗ようなまでに、顔に、顔に、顔に、顔に、顔に、顔に、顔に、顔に、顔に、顔に、顔に、顔に、顔に、顔に、顔に、顔に、顔に、顔に、顔に、顔に、顔に、顔に、顔に、顔に、拳を入れ続けるッ！

　ようやく互いが体勢を崩くずして離はなれたときには──ぜーぜー息を切らして、満まん身しん創そう痍いの二人がいた。もう、スタミナだとか、余力だとか、そんなことは頭からスッポリ抜ぬけていた。

　──そんなものはもうどうでもいいんだ……ッッ！　先にぶっ倒れたほうが負けっていうそういうシンプルな勝負だからよ……ッッ！

　腫れ上がった顔で俺と匙はニッカリと笑った。

「──ざまぁねぇな、兵藤」

「よく言うぜ、匙。そっちのほうがすげえ顔だぜ？」

　ひとしきり笑ったあとで、匙は息を大きく吸った。

　奴が俺の顔面を殴って叫さけぶ。

「俺はおまえが憎かった──ッッッ！　何をしてもおまえが先に行っちまうッッ！」

　俺も匙の顔面を殴り返して叫んだ。

「俺もおまえをぶっ倒したかった──ッッッ！　先に行っちまう？　よく言うぜ。俺の貴重な出だしを潰しやがってよ！　だから、先に行きたくなったんじゃねぇかッッ！」

　同時に拳を繰くり出して──クロスカウンターの要領で互いの顔面にパンチを深く、深く入り込ませたッッ！

　互いに仰のけ反ぞるが、すぐに体勢を立て直して、俺と匙は感情のままに殴り合いを再開するっ！

「このクソ野郎ォォオオオオオオオオオオオオオオオオッッ！」

「てめえのほうが、クソだろうがァアアアアアアアアアアアアアアアアアッッ！」

　声を張り上げて、俺たちは──またがむしゃらに顔面にパンチを入れ合い始めた！

　今度は、俺が拳にオーラを込めて、あいつは拳に黒こく炎えんを込めて！

　全身が黒い炎ほのおで包まれて火傷やけどを負おうとも……俺はオーラのこもった拳であいつの顔面を狙い続けるだけだったっ！

　実況がこの状じよう況きように声を張り上げる！

《信じられないッッ！　再開しましたァッ！　顔面にパンチを入れ合うだけの戦いッッ！　こんな戦いがあるのかァァァアアア!?》

　顔面への容よう赦しやのないパンチの連打だ、時折意識が飛びかけるが……それを必死につなぎ止めて、俺は尋じん常じようじゃない気持ちの高まりを拳に乗せて、匙を殴り続けるッ！

　仮にも天龍と龍りゆう王おうの戦いだ、拳で打ち合うだけでも周囲は大いに影えい響きようを受けて、地は割れ、遠くの木々すら漏もれた衝しよう撃げき波はで折れていくほどだった。

　俺は腕うでを大きくさせたソリッドインパクト仕様で匙の顔面を何度も何度もぶん殴り続ける。さすがに極ごく太ぶとの腕から放たれる一発は強きよう烈れつなようで、匙は大きくよろめくが……匙も複数のラインを右腕に巻き付けて、黒炎に包まれたパンチで俺の顔面を打ち抜いていく。

　激痛はすでに通り越こしている。もう死ぬんじゃないかってほどのパンチを互いに打ち合っていて……。

　数え切れないほどの顔面へのパンチ勝負は、ついにそのときを迎むかえる。もう何度めか忘れたほどのソリッドパンチが匙のツラに入った瞬間に、俺は手て応ごたえのようなものを感じた。

　それでも俺は次のパンチを放とうと──しかし、その俺の一いち撃げきが空を切った。

　──匙がくずおれたからだ。

　匙は──突つっ伏ぷしたまま、ピクリとも動かなかった。

《顔面パンチだけの一戦、匙選手がついにダウゥゥウウウウウンッッ！》

　実況がそう吼える。

　……意識を断つ一撃だと認にん識しきできたいまのパンチで、匙は……。このまま、リタイヤの光に包まれて終わりとなるのか。

　倒れたダチの様子を見ている俺だったが、実況席に変化があったようだ。

《あーっと！　謎なぞの少女が、マイクを片手に実況席を占せん拠きよしてしまいました！》

　フィールドの上空に映し出された観客席の様子。そこでは──なんと、マイクを持った匙の妹さんが実況席に立っていた。

《すみません、匙元士郎の妹です。ちょっとだけ、マイク貸してください》

　マイクを片手に妹さんが語りかける。

《元げん兄にい……聞こえる？　今日ね、幼よう稚ち園えんで先生から聞いたの。──元げん悟ごがね、ケンカに勝ったって。いじめっ子の男の子に勝ったんだって！》

　妹さんの目に涙なみだが溜たまり、そして頰ほおを伝っていく。

《元悟が勝ったんだよ！　元兄がそこで倒れたまんまじゃ、格好付かないよ！　立ってよッ！　立ってよ、お兄ちゃんっっ！》

　妹さんの声が、このフィールドにまで響き渡わたる。

　次の瞬間だった──。

　匙が少しずつ動き出し、のろのろと立ち上がっていく。うつろな表情の匙は、到とう底てい意識などあるように思えず……。

　……そうだ、意識なんて、とうに失っているはずだ。それだけの数の攻こう撃げきを浴びせた。

　しかし、匙の腫れ上がった眼、その奥にある瞳ひとみは──燃え上がっていた。

　匙の全身から信じられないほどの黒炎が燃え上がり、再度鎧よろいを形成していく。

　その光景を見ているなかで、俺は匙の妹さんの言葉が脳のう裏りに蘇よみがえっていた。




　──多分ね、元兄は元悟に、お父さんやお母さんの生きた道を見せてあげたいんだと思うんです。




　──お父さんとお母さんの分まで、格好付けたいんじゃないかなって思うんです。




　……匙、そうか。そうだよな。おまえ、見せたいってことだよな。自分の格好付けたところを、妹さんに、いつか弟くんにも！




　──兵藤、俺、先生になりたいんだ。




　……ああ、ああ、わかっているよ匙。そうだよな。……俺もおまえも野望を……夢を持って駆け抜けてきた。しかもおまえには──守るべき家族がいるんだ。

　だから、こんなところで寝ねているわけにはいかないってことなんだろう!?

　ヴリトラの声が聞こえてくる。

『……そうか、立つか、我が分身よ。意識が薄うすれようとも、おまえもまた邪じや龍りゆうであったな。ならば、見るがいい、赤龍帝よッッ！　兵藤一いつ誠せい、そしてドライグよッ！』

　ヴリトラが天高く吼ほえた。あの冷れい徹てつなヴリトラが感情を露あらわにしたのだ。

『我らは邪龍ッッ！　たとえ、半身が吹ふき飛ぼうとも、意識を失おうともッッ！　執しゆう念ねん、その一念のみで我らは動くッッ！　天てん龍りゆうの前にも立ちふさがる存在なのだとッッ！』

　匙の体にかつてないほどの黒い炎とオーラが滾たぎりに滾っていた。

　その姿を見て、俺は決意を、覚かく悟ごを決めた。

「……ああ、そうだな。そうだった。おまえは、おまえらはそういう奴やつらだった」

　耳のインカムで、レイヴェルに話しかける。

「レイヴェル、聞こえるか？」

『はい』

「先に謝っておく。──試合の後半で使うかもしれなかった『龍りゆう神じん化』、ここで使わせてくれ」

『──っ！』

　レイヴェルは驚おどろいているようだったが、すぐに状況を理解してくれた。

『……匙さまと決着をつけるのですね？』

「……相変わらずのバカ『王キング』でごめん。こいつとこういう流れになった以上、俺はとことんまで付き合わなきゃダメなんだ。ダメなんだよ……ッ！」

　──退ひかねぇ。退いてなるもんかッッ！

　……ここで退いたら、俺は匙やサイラオーグさんたちに合わす顔がなくなっちまうんだよッッ！

　こいつの全部を受け止めなかったら、俺はこいつの『ダチ』を二度と名乗れねぇッッ！

『わかっていますわ。私はそういうことに真しん剣けんに向き合うイッセーさまだからこそ、あなたのもとに行ったのです』

　レイヴェルは俺の決意を汲くんでくれた。

「ありがとう、レイヴェル」

　レイヴェルに礼を言い、通信を切ったのち、俺はドライグに告げる。

「てなわけで、ここからが本番のようだぜっ。いくぞ、ドライグ！」

『ククク、なーに、いつものことだ。わかっているさ』

　心底楽しそうなドライグだった。ドラゴン同士の決けつ闘とうを、ドライグもこの上なく堪たん能のうしているんだろう。

「それでドライグ、いま部分的な『龍神化』をしたらどのぐらい放てる？」

『完全に回復していない以上、何度もできんだろう。もしかすると、一発で──』

「保もたせろッッ！　いや、一いつ緒しよに保たせるぞッッ！　こいつらをたたき伏ふせるには、もうそれ以外に方法はねぇッッ！　じゃなきゃ、この執念は断ち切れないッ！」

　匙は拳こぶしを構えて、第二ラウンドの態勢に入っていた。

　ああ、待たせて悪かった匙。殴なぐろうぜ？　殴り合おうぜ？　俺たちにはそれしかできないんだからよ。それでしか、この想おもいを晴らせないのだから──。

「来いよ、匙ィィイイイイイイイイイイイイイイイイイイイッッ！」

　俺は真っ正面から駆かけ出し、

「があああああああああああああっ！　兵藤ォォオオオオオオオオオオオオオオッッ！」

　意識を失いかけている匙も俺に向かってがむしゃらに駆けてきたッ！

　あきれるほどに、俺たちは顔面へのパンチを再開させるッ！

　それ以外の選せん択たく肢しは、この場ではもう意味がないんだ。これ以外の攻撃は、俺たちにはもうできやしないっ！

　匙は大量のラインを両手に巻き付けて、オーラと黒炎を最大にまで高めてくる！

　その状態でのパンチは、俺の全身をくまなく激痛と熱気で包み込んでくれたっ！

　ドライグが舌を巻いていた。

『まだこれだけのラインを……っ！　あきれ果てるほどにしつこいっ！』

　俺は勝負を決めるために呪じゆ文もんを口にしていく。

『濡ぬれ羽ば色の無限の神よ！　赫かく赫かくたる夢む幻げんの神よ！　際さい涯がいを超ちよう越えつする我らが寸すん刻こくの禁を見届けよッ！』

「『《Dragon∞Driveドラゴンインフイニテイドライブ!!!!!!》』」

　右腕が部分的に龍神形態となる！

「負けるもんかよォォォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッッ！」

　その龍神の拳で、俺は匙の顔面を砕くだくッ！　インパクトの瞬しゆん間かん、匙は動きを止めた。インパクトの衝しよう撃げきは地面を大きく破は壊かいして、深いクレーターを生み出していく。

「……ーナ……会長……」

　俺の龍神化の一撃を受けて、よろよろと後退あとずさっていく匙。一歩、また一歩とうしろに下がっていった。

　うわごとのように匙はつぶやく。

「……約束しましたから……俺は、先生になると……会長と…………華か穂ほ……元悟……」

　そこまで口にして、匙はピタリと止まる。

　そして──。

「……俺が……父さんと、母さんの分まで…………俺が……俺が……ッッ！」

　黒い炎が三度、燃え盛さかった──。

「──先生になるからよッッ！」

　空に向かって吼える匙は黒いオーラをいまだ発生させ続ける。

　……もう、圧巻としか言えなかった。

　すでに匙の体力は限界のはずだ。意識だって朦もう朧ろうとしていて、正常じゃない。痛みだって感じなくなっているだろう。

　それでもおまえは……。

　ドライグが言う。

『……なるほど、執念。人間の執念ほど恐おそろしいものはないが……これほどのは久しぶりだ。たとえ悪あく魔まに転生していようとも、このただならぬ想いの強さは、人間としての精神性を持つゆえだろう』

　……ああ、匙はどこまでも人間くさい野や郎ろうさ。だから、たまらなく俺は好きなんだ。

『──次が最後の「龍神化」だっ！　どこにする、相棒！』

　ドライグがそう訊きいてくるが、もう答えは決まってる！　それ以外にあり得ない！

「拳ここに決まってんだろォォォオオオオオオッッ！」

　拳を再び龍神化仕様に変化させて、俺は──匙に放っていく！

　匙の意地の一撃とも言える黒炎まみれの一発が先に俺の顔面を射い貫ぬいた。

　俺の意識が吹っ飛びそうになるが、どうにか保って今度は俺が──。龍神化のパンチが匙の顔に届き、奴を後方に大きくぶっ飛ばした。

　地に倒たおれ伏し、さすがにもう立ち上がらないだろうと──。

「……ひょ、ひょう……ど……」

　──っ！

　……匙は……まだ動く。これほどのものか。それほどの執念を俺に持っていてくれたのか、おまえって奴はよ……ッッ！

　これに実じつ況きようも言葉を震ふるわせる。

《まだ立ちます。匙選手、まだ立ち上がりましたッッ！　なんたる執念ッッ！　観客は全員言葉すら失っていますッ！　彼をここまでさせるのはいったい何なのかッ!?》

　空に映し出された映像には、実況席の近くで号ごう泣きゆうする妹さんの姿が映っていた。

　起き上がろうとしては転び。もう一度起き上がろうとしては転ぶ。何度も転んだ末にようやく匙は立ち上がったが……膝ひざは笑っており、目も焦しよう点てんが合っていない。

　……もう匙は──。

　けど、そうだよな。おまえは……そういう奴だ。終わろうとしても、それでも匙元士郎って俺の同期は、俺のダチは──。

　ふと、傍かたわらに黒い蛇へびが出現する。──小さく顕けん現げんしたヴリトラだった。

　ヴリトラは──両眼からとめどなく涙なみだを流し続けていた。

『……トドメを……我が分身にトドメを入れてやってくれ。……もう空からだ。すべてを出し尽つくした。小さな炎すら出せぬ。……だが、我が分身はそれでも止まらぬ』

　ヴリトラが言うように、匙は一歩、また一歩と前進をしてくる。

　もはや、戦う力がなくとも、意識がなかろうとも、匙は──匙は……俺に立ち向かってきてくれていた……っ！

　ヴリトラがこの光景を見て、俺に言ってくる。

『……友人である赤龍帝の手でトドメを……どうか頼たのむ……』

　俺は……拳に力を入れて、匙の前に立つ。匙は反射的に拳を作り……俺にパンチをゆっくりと放とうとしていた。もう力なんて込こめることもできなくなっている。

「……兵藤……ソーナ会長……皆みんな……華穂、元悟……」

　俺は、匙を抱だきしめて、腹部に力のこもった拳を打ち込んだ。

　静かな決着だった──。

　匙の体は一度びくんと反応したあとで、ようやく腕うでをだらりと力なくたらした。

　俺は匙を力強く抱きしめる……。涙が止まらなかった──。

「匙ィ……」

　ぼこぼこの顔の匙は──笑えみを浮うかべていた。すべてを出し切って、やられたことすら満足だったと思えるほどの笑みだった。

　抱きしめる親友がぼそりと俺にだけ聞こえる声で言った。

　──ありがとう。

　そう言い残して、匙の体がリタイヤの光になって消えていく。

「匙よぉ……」

　俺は最後の瞬間まで、ダチを強く抱きしめ続けた。

「……バカ野郎……それはこっちの台詞せりふだ……」

　匙の感かん触しよくが消え去って、勝負が終わっても、俺は──ただただ涙が止まらなかった。








　　　Final Line.　生徒会とレヴィアタン









　イッセーくんと匙さじくんの衝撃的な一戦を見守った僕──木き場ば祐ゆう斗とは、試合会場の観戦室でゲームの続きを仲間たちと見ていた。

　唯ゆい一いつイッセーくんに対たい抗こうできたであろう匙くんを失ったことで、シトリー眷けん属ぞくの敗色は濃のう厚こうになり、隠かくれる意味もさほどなくなったのか、シトリーチームのメンバーが動きを再開していた。

　シトリー側の残ったメンバーが、イッセーくんチームの本ほん陣じんに迫せまっていき、戦せん闘とうが各地で始まっていた。

　この観戦室には、僕たちリアス・グレモリーチームとシーグヴァイラ・アガレスさんのチームが入っていた。

　リアス姉さんとシーグヴァイラさんは、圧あつ倒とう的な火力の差をソーナ先せん輩ぱいがどう覆くつがえすのかに注目していたのだが……。

　レイヴェルさんの打ち立てた作戦……戦略にシトリー側が頭を押さえられるという形となって、そのほぼ一方的なゲーム展開に、室内はしんと静まり返っていた。

　リアス姉さんもシーグヴァイラさんも難しい表情だが、いまだ無言を貫つらぬいていた。

　僕たちは主あるじの言葉を待ちながらも、モニターで展開する戦いにも視線を送る。

　岩いわ場ばで戦うのは──狼おおかみ男に変化したルガールさんと、吸きゆう血けつ鬼きのエルメンヒルデさんだった！

　強きよう烈れつな魔ま法ほう攻こう撃げきを使うルガールさんは、狼男としての身体的能力の高さも相まって、エルメンヒルデさんでは荷が重い相手となっていた。

　コウモリなどの使し役えきしている使い魔でルガールさんの攻撃を逸そらしていたが、それにも限界がある。ダメージを与あたえようにも、狼男の頑がん強きようさと再生力の高さは、よほどの吸血鬼でないと突とつ破ぱできないだろう。さらにルガールさんは魔法で自身の身体能力を向上させている。おかげでエルメンヒルデさんは決定打を出せないでいた。

　ついには逃にげ場のない岩場の行き止まりに追おい詰つめられたエルメンヒルデさん。

『カルンスタインの娘むすめ、こちらの想像以上の力を見せてくれたが──そろそろ詰ませて貰もらおう』

　ルガールさんが魔法で攻撃力を高めた両腕を構える。仕留めるつもりだ。

　しかし、追い詰められたエルメンヒルデさんは勇ましい笑みを見せる。

『……いいえ、ここからです。私も奥の手を使わせていただきましょうか』

　エルメンヒルデさんが周囲に小型の魔ま方ほう陣じんを幾いく重えにも展開し始める！　そこから現れたのは──十五センチほどの銀色の人形だった！　人形は……どこか、ロボットっぽいフォルムをしているけど……。

『──人形？』

　ルガールさんも、エルメンヒルデさんの突然の一手に訝いぶかしげにしていた。

　そのとき、試合を見ていたシーグヴァイラ・アガレスさんが勢いよく立ち上がる。

　その表情は──驚きよう愕がくの色に包まれていた。声を震わせながら言う。

「……エルメンヒルデさん、あなた……まさかッッ！」

　モニターのエルメンヒルデさんが、銀色の人形に命じる！

『お行きなさい、私の兵隊さん達っ！』

　銀色の人形は、意思を持ったかのように動き出し、手に持ったサーベルや銃じゆうを構えてルガールさんに向かっていったのだ！

　サーベルで斬きりかかられたルガールさんは、斬られた部分から煙けむりが上がったことに驚おどろく！

　同時に苦く悶もんの表情になっていた！

『これは──銀製かッッ！』

　叫さけぶルガールさん。

　人形たちは銃でルガールさんを撃うち、小規模ながら確実にダメージを通していた。

　銀で出来た人形!?　この成り行きに僕も驚いた。確かに銀なら、狼男にダメージが通る。

　エルメンヒルデさんが嬉き々きとして言う。

『ええ、私たち異い形ぎようにとって、銀は忌いむべきもののひとつ。特にあなた方獣じゆう人じん──狼男の一族には猛もう毒どくに等しい金属です。私が使う分には、こうして人型にして、直接触ふれず異能で操あやつれば問題ありません』

　攻こう勢せいに転じたエルメンヒルデさんの姿を見て、シーグヴァイラさんが唸うなる。

「あの銀製の人形……明らかにダンガムの面おも影かげがあるわ。しかも、あの攻撃の仕方からいって、影えい響きようを受けたのは、最新作の『鉄骨のドルフィンズ』ッ！　あれはビーム兵器を使わず、物理攻撃と旧式の重火器で戦っていますからねッ！」

　水を得た魚のごとく、早口で独り言を呟つぶやくシーグヴァイラさん。

　隣となりでリアス姉さんと朱あけ乃のさんがシーグヴァイラさんの独り言を理解できず、「!?」「!?」とただただ呆あつ気けに取られていた。

　シーグヴァイラさんは天てん井じようを仰あおぐ。心底悔くやしそうにしていた。

「しかし、銀製のダンガム……その可能性は思いつかなかったわ。あり得ない話ではない。何せ、合金を用いたダンガムのおもちゃこそが元祖であり──」

　両手で顔を覆おおい、もはや何を言っているのかわからない状じよう況きようだったが……。

　アガレス眷属の『女王クイーン』アリヴィアンさんがニッコリ微笑ほほえんでこう言ってくださった。

「すみません、シーグヴァイラさまは思考の彼方かなたに行ってしまわれたので……。お気になさらず、観戦を続けてください」

　そんなこともあった観戦室……。

　リアス姉さんは至し極ごく真ま面じ目めに言う。

「……イッセーやシーグヴァイラだけじゃなく、エルメンヒルデまで夢中にさせる『ダンガム』……なんだか、興味が湧わいてきたわ」

「……私は『ファースト』と『Ｍ』と『ＱＱダブルキユー』が好きです」

　小こ猫ねこちゃんがそれとなくそう答えていた。

「旦だん那なさま色に染まるためにも、見るしかないのかしら……」

　朱乃さんまであごに手をやり、真しん剣けんに考えていた。

　……ああ、シーグヴァイラさんの影響はリアス姉さんたちにまで波は及きゆうしてきたようだ。これは『Ｄ×Ｄデイーデイー』メンバー全体に広がりそうな予感がする。

　そんな観戦室だったが、別のモニターでは他ほかの戦闘を映していた。

　シトリーチームの『騎士ナイト』で死神のベンニーアさんが、イッセーくんの臣下であるボーヴァさんと対決しており、死神特有の軽かろやかな動きでボーヴァさんの火か炎えんをすべて避よけていた。

『ふっふっふっ、そんな大おお雑把ざつぱな攻撃は当たりやせんぜぇ』

『うぬぬぬっ！　小こ癪しやくなッ！』

　ベンニーアさんの素す早ばやい動きに苛いら立だつボーヴァさん。

　これは相あい性しよう的にベンニーアさんのほうが優勢かもね。

　他のモニターでは、シトリーチームのニューフェイス──火照ほでりくん（涙なみだ目め）が、イリナさんと戦っていた。

『天使のお姉さん！　天使なら、手加減してくださいよ！』

『ダメよっ！　これは試練よ！　私が天に代わって、キミを導いてあげるわ！　アーメンッ！』

　消極的な火照くんだけど、案外、イリナさんと正面から斬り合えているから、中学生ながら将来有望な剣けん士しだと思うけどね。

　さらに別のモニターに映る戦闘では──なんとレイヴェルさんとアーシアさんが、真しん羅ら先輩に追い詰められていたのだ！

　本陣近くの森に退たい避ひしたレイヴェルさんは、炎ほのおの翼つばさを展開して、アーシアさんを守る形で真羅先輩に立ち向かっていた。

　真羅先輩は薙刀なぎなたを手にして、自身の禁手バランス・ブレイカーである望ノスタル郷ジア・マツのド・テイー茶会・パーテイを発動するために、異能で作った大きな鏡を発現させていた。

　あれが可能になったということは、禁手バランス・ブレイカーの発動条件を満たしたのだろう。

　あの鏡から魔ま物ものが出現すると、いよいよもってレイヴェルさんとアーシアさんの勝ち目は薄うすくなる。あの魔物たちは、強力な特とく殊しゆ能力を広こう範はん囲いに放出することができるのだから。

　けれど、レイヴェルさんは努つとめて冷静に懐ふところからとある物体──ページの薄い本を取り出した。

　表紙にイラストが添そえてある本当に薄い本だ。

　レイヴェルさんがそれを真羅先輩に見せるようにして言う。

『──これに見覚えはありませんか？』

　真羅先輩はメガネをくいっと上げて、訝しげにしていたけれど……。

　ハッと気づくなり、突とつ然ぜん狼ろう狽ばいし始めるっ！

『──っ！　ま、ままままままままままままま、まさか、それは……っ！　そんなことって……っ！』

　本に指を突つきつけて、信じられないものを見るかのように全身を震ふるわせていた。

　レイヴェルさんは不敵な笑みで説明を始める。

『これは、真羅椿姫さまあなたが創作し、駒く王おう学がく園えんの裏で流通していたという超ちようレア同人誌の小説ですわ。わずか、五冊しか刷すらなかった、知るヒトぞ知る作品。──「駒王式真羅万象ハイスクール─木Ｋ××一Ｉ─」です』

　真羅先輩は──青ざめるほどに戦せん慄りつしていたっ！

　レイヴェルさんの言葉を聞いて、僕は先日、イッセーくんと共にレイヴェルさんに呼び出されて、直接謝られたことを思い出した。

『先にイッセーさまと木場さまにはお詫わびしておかねばなりません』

　そう言ってレイヴェルさんは僕とイッセーくんに頭を下げた。本当に申し訳なさそうにしていて、僕とイッセーくんは顔を見合わせてなんとも言えない状況になっていた。

『詫びる？　俺と……木場に？』

『もしかして、シトリーチームとの戦いと関係があるのかい？』

　イッセーくんと僕がそう訊きく。

　彼女はうなずいた。

『はい、場合によってはお二人の友情に傷をつけてしまうかもしれませんので……』

　控ひかえめなレイヴェルさんに対して、イッセーくんが笑って言う。

『まあ、今いま更さら何が起きても俺と木場が仲なか違たがいするなんてないと思うけど……。大会ではチームが離はなれているけど、それはケンカの原因になると思えないもんな』

『うん、眷けん属ぞくであることは変わりないしね。けど、それを承知でレイヴェルさんは先に断りを入れておきたかったんだよね？』

　僕の確かく認にんに彼女は──。

『はい』

　と、うなずいていたけど……。

　レイヴェルさんは、真羅先せん輩ぱいに対して、薄い本を開いていく。

　真羅先輩の動どう揺ようは尋じん常じようじゃなく、すでに涙目になっていた。

『なっ！　めくってどうするというのですか!?　そ、そんな、まさか！　あなたは！　そんなことをするヒトではありませんよね……？』

　ぶるぶると全身を震わせる真羅先輩だったが、レイヴェルさんは息を整えたのち、本に視線を落として読み上げ始めた。

『……「それは逆転の瞬しゆん間かんだった。普ふ段だん野や獣じゆうと呼ばれている少年が、学園一のプリンス──木場祐斗の前にとろけきった表情を見せたのだから。哀あい願がんするような野獣──兵ひよう藤どう一いつ誠せいの目つきがプリンスの嗜し虐ぎやく心をかき立てる。どうやら、僕のお仕置きが必要なようだ……、木場祐斗は口の端はしをつり上げる」……』

『──や』

　真羅先輩は何かがプッツリと切れたかのように薙刀をその場に落として、神器セイクリツド・ギアの鏡すらも消失させてしまう。

『やめてぇぇぇぇぇええええええええええっ！』

　そして、泣きながらレイヴェルさんのほうに駆かけより、薄い本を奪うばおうとしてくる。レイヴェルさんは体たい捌さばきでそれらを避けて、本の続きを読んでいく。

『「さあ、僕のかわいい野獣さん。ワイルドなキミが、まるで媚こびた雌めす犬のようじゃないか」「そう言うとプリンスはしなやか指を滑すべらせて、兵藤一誠のシャツのボタンをひとつ、またひとつ外はずしていく」』

　真羅先輩はその場にくずおれて、恥ち辱じよくに耐たえるかのように真っ赤な顔を手で覆った。

『死ぬっ！　私の心がッ！　私の──。……うわあああああっっ！』

　しかし、レイヴェルさんは容よう赦しやなく続けていく。

『「さあ、僕の野獣さん。かわいい声で啼ないてごらん。今夜の僕は聖と魔の入り乱れた僕そのものをキミに注いであげるよ」「ああ、グラムゥ……っ！」』

『いやああああああああああああああああああッ！』

　戦意を完全に消失させた真羅先輩の絶ぜつ叫きようが森に木こ霊だました──。

　イッセーくんと僕の……そ、そういう内容の本だったみたいだけど……。

　ハハハ、どう反応したらいいかわからないや。けど、創作は個人の自由だし、僕が真羅先輩の創作意い欲よくをどうこう言う権利はないと思うし。イッセーくんが嫌いやがったら、ちょっと考えるかもしれないけど……。

　レイヴェルさんの攻こう撃げき（？）にリアス姉さんも戦慄していた。

「おそろしいわね。レイヴェル・フェニックスはここまで徹てつ底てい的に相手を叩たたきのめすのね……」

　小猫ちゃんも頰ほおに汗あせを伝わせていた。

「……レイヴェルは、敵に回したら誰だれよりも怖こわい娘むすめですから」

　匙くんを失い、それでも戦せん況きようを変えようとしたシトリー眷属だけど、イッセーくんのチームはオフェンスメンバーがいなくても、独自の対処方法を持ち得ていて、善戦していた。

　さて、不利な状況は変わらないなかで、シトリー眷属はどうなるのか、見守ろうとした僕の目に、まばゆい閃せん光こうを放つモニターが飛び込んでくる。

　見ればフィールドの上空に待機していたビナー・レスザンさんが、手元に莫ばく大だいな魔ま力りよくを生み出していた。

　ビナーさんの全身はあり得ないほどの質量のオーラで包まれている──。

　……なんてオーラの量だ。最上級悪あく魔ま……いや、それ以上の密度と、質量。

　上空でオーラを滾たぎらせるビナーさんがどう行動するか、皆みんなで見守っていたが……フィールドの一角で光の柱が上がった。

　ビナーさんはそれを確認するや、そこに向けて──極大の魔力の一いち撃げきを放つっ！

　一いつ瞬しゆんカッと光り──次の瞬間には、光の柱が上がったフィールドの一角が丸ごと吹ふき飛んでいった！　イッセーくんの龍りゆう神じん化の砲ほう撃げきほどではないけど、それでも超ちよう広こう範はん囲いにフィールドを消し去ることができる攻撃力だなんて……っ！

《「ソーナ・シトリー」チームの『戦車ルーク』、一名リタイヤ》

　リタイヤの報告を伝えるアナウンスだ。ついに匙くん以外のリタイヤがシトリー側から出てしまった。

　どうしてビナーさんが相手を仕留められたのか、モニターでリプレイが始まった。

　百鬼なきりくんと戦っていたシトリーチームの『戦車ルーク』由ゆ良らさんだったが、突とつ然ぜん、首にハマっていた光のリングが激しい発光現象を始めたのだ。

　百鬼くんはそれを確認するやその場から退避して、それからすぐにビナーさんの絶大な魔力攻撃が降り注ぎ、由良さんは為なす術すべなくリタイヤしてしまった。

　リアス姉さんが言う。

「……始まったわね。ここからは一方的な蹂じゆう躙りんよ」

　朱乃さんが続く。

「……ビナーさまの魔力をここまで上空で練らせたのは、このためなのね。イリナちゃんのあの光の輪っかが、シトリー眷属にかけられた瞬間からすでに──」

　……ビナーさんを上空で待機させていたのは、制空権を握にぎるのと同時に、このために魔力を高めていたからなのか……。

　時が来たら、イリナさんが技わざを解放し、相手の首にハメたリングを発光させて、そこをビナーさんに狙ねらい撃うちさせる。

　あれだけ光れば、空にいる限り、どこに敵がいるか一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

《「ソーナ・シトリー」チームの『兵士ポーン』、一名リタイヤ》

　またリタイヤが報告される。由良さん同様、首にリングをハメられた仁に村むら留る流る子こさんが、ビナーさんの一撃で吹き飛ばされたのだ。

　……こんな手までレイヴェルさんは周しゆう到とうに準備していた……っ！

　リアス姉さんが言う。

「レイヴェルは、試合開始前に私にだけ宣言したわ。『おそらく、シトリーチームには負けない』と」

「おそらく？　負けない？」

　僕が問うとリアス姉さんが答える。

「『おそらく』というのは、前回彼らが参加した『ランペイジ・ボール』のように、相手を撃げき破はするのが目的のルールなどが適用されたら、勝負はどうなるかわからないということでしょうね。けど、あの子は最初から勝てると踏ふんでいた。こういう作戦を練っていたのもあるけれど、あの子、ハッキリ言ったわ」

　──イッセーさまとビナーさまがこのチームにいる限り、隙すきを見せなければ負けることはあり得ませんわ。

　レイヴェルさんはそう断言したそうだ。

　リアス姉さんは目を細めて言う。

「……イッセーとビナー・レスザンは魔ま王おうクラス以上。当たるとしたら、シトリーの総力を結集するか、策に策を練って匙くんがイッセーを押さえるしかない。けれど、やはりそれも無理だった。イッセーも強いけれど、この『[image: いつ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい』チームのメンバーは強者つわものばかり。仲間の能力強化に長たけたイッセーとロスヴァイセがいればさらに強くなれる。何より、それを指揮しているのが──」

　──レイヴェル・フェニックス。

　……リュディガー・ローゼンクロイツ氏が監かん督とくするチームにあと一手まで迫せまった手しゆ腕わんは、すでに冥めい界かいだけじゃなく、他ほかの勢力でも注目の的まととなっている。

　そして、彼女はこの試合でも、イッセーくんの力を見事に使いこなしている。

「プレーンなルールが選ばれた瞬間から、レイヴェルは詰つめるためのタクティクスを淡たん々たんと進めていただけよ」

　リアス姉さんの言葉にシーグヴァイラさんもうなずく。

「初手のあの派手な動きと、その後の対処の仕方で私も見えてきていました」

　そして、リアス姉さんはこう断言した。

「──ソーナは、早々に詰んでいたのよ。特に唯ゆい一いつイッセーに対たい抗こうできたであろう匙くんが敗北した以上、チームの負けはほぼ確定的。もう、あとは誰が彼女を詰むかという戦いになっているわ」

　そう言うように、モニターのひとつでは、ソーナ先輩が追い詰められている場面が映し出されていた。

　フィールドに映るのは、イッセーくんが戦ったところとは違ちがう場所にある池のほとりだ。

　そこでソーナ先輩と──ゼノヴィアが対たい峙じしていた。

　ゼノヴィアはデュランダルとエクスカリバーの二刀流だ。

　ソーナ先輩がゼノヴィアに言う。

『この勝負、あなた方の勝ちです』

　ハッキリとソーナ先輩自身も敗北を認めていた。

『……負けを認めるのか？』

　訊きくゼノヴィアにソーナ先輩が言う。

『ええ、一応、最後まで戦いますが、私たちは早々に詰んでいました。フィールドを破は壊かいされ、そちらのチームが索さく敵てきしやすく、上から迎げい撃げきもできる状態を作り出された以上、私たちにできるのは、サジとイッセーくんの一いつ騎き打うちに賭かけるしかほとんどなくなっていたのです』

　ソーナ先輩は敗北すらも淡々と語っていた。

『いろいろと策を講じましたが……。それすらもレイヴェルさんは封ふうじに来ました。そして、サジがイッセーくんに負けた……。イッセーくんが消しよう耗もうしていたとしても、まだビナー・レスザンさんが残っている。──詰みチェツクメイト、ですね』

『では、シトリーチームは早々に、匙の一騎打ちに賭ける戦いにシフトしていたというのか？』

『はい。あのイッセーくんの砲撃とエルメンヒルデさんや百鬼くんの連れん携けいがわかった瞬間に、大分戦況が辛つらくはなっていて、上空にビナーさんを見かけてからは、自分たちが詰むまで何手か読むだけの状態になっていました』

　ソーナ先せん輩ぱいは目を細めながら息を吐はく。

『──レイヴェルさんは私とまともに戦わないことで、私たちに王手をかけました。末すえ恐おそろしい子です』

　そう消極的なことを口にしながらも、ソーナ先輩は自身の魔力を高める。

　水色のオーラがソーナ先輩の全身を覆おおい出す。

『けれど、このままではリタイヤした子たちに申し訳が立ちません。──あなたぐらいは倒たおしましょう』

　ソーナ先輩の瞳ひとみが怪あやしく輝かがやき、近くにある池に変化が訪おとずれる。

　池の水がうねり、宙に浮うき始めたのだ。池の水はソーナ先輩の魔力操作によって、何かを形作っていく。

　それは巨きよ大だいな──全長十メートルはあろうかという水で出来た蛇へび型の長細いドラゴンだった！

　さらに十体以上の鷹たか、数体の巨きよ大だいな獅し子し、数え切れないほどの狼おおかみの群れも水の魔ま力りよくで作り出していく。

　これを見て驚おどろきはすれど、ゼノヴィアは剣けんを構えて、ソーナ先輩に言う。

『私はあなたと戦いで会話をしたくて、ようやく対決できる場を作ることができた』

　ソーナ先輩が訊く。

『私と戦いたい？　会話も？　それは……生徒会長として、ですか？』

　ゼノヴィアは即そく首を縦に振ふる。

『生徒会長になった今だからこそ、あなたの戦い方、生き様のようなものから、前生徒会長がどのように歩んできたか、あらためて知りたくなったんだ』

　ゼノヴィアの真まっ直すぐな意見に、ソーナ先輩は一瞬間の抜ぬけた表情になるが……おかしそうに笑った。

『うふふふ。……まったく、ゼノヴィアさんらしいですね。言葉ではなく、戦いから知りたくなっただなんて……。そうですか、これが現生徒会長なのですね』

　ソーナ先輩は笑いを止めると、一転して冷れい徹てつな表情でゼノヴィアを捉とらえる。

　水のドラゴンと獣けものの大群を配置して、ソーナ先輩は言う。

『いいでしょう。それなら、あなたの流りゆう儀ぎで生徒会長というものを語りましょうか。──この水の龍りゆう、レヴィアタンと獣たちをもって。……私もそれなりに訓練は積んでいるのですよ？』

　ソーナ先輩が手で指示を出すと、水の龍──レヴィアタンと獣たちは勢いよくゼノヴィアに襲おそいかかる！

　ゼノヴィアは横に避よけて、剣を振るい、聖なるオーラをレヴィアタンと獣たちに浴びせるが、波動は相手の体を素す通どおりしてしまった。

　水の龍は何事もなかったように口を開き、そこから圧縮された針状のものを無数に吐き出した！

　水を魔力で圧縮して硬こう度どを上げたものだろう。

　ゼノヴィアは聖剣で弾はじくが、それでも捌さばき切れずに、体の至るところに水の針が突つき刺ささっていった。抜こうにも元は水のため、魔力を失えばバシャッと地面に水が落ちていくだけだ。

　ゼノヴィアはデュランダルの攻こう撃げき的な聖なるオーラを高めて、極大の波動として放っていく。水の龍と獣たちもこれにはたまらず魔力を失い、水となって地面に降り注いだ。

　しかし、ソーナ先輩はすぐに池の水に魔力を送り、もう一度、レヴィアタンと獣たちを作り出していく。

　ソーナ先輩が言う。

『あなたの体力が尽つきるか、私の魔力が尽きるか、勝負といきましょうか』

　そこからは、水を巧たくみに操あやつるソーナ先輩と、それに翻ほん弄ろうされて決定打が生まれないゼノヴィアの長い戦いとなった。

　その間にもシトリーチームの撃破がアナウンスされていく。ソーナ先輩は、そのなかでも果か敢かんにゼノヴィア相手に水の魔ま力りよくを振るい続けていた。

　池の水がある限り、ソーナ先輩はそこまで魔力を消耗しなくても攻撃手段を作り出せる。

　しかし、ゼノヴィアは戦えば戦うだけ、応戦すれば応戦するだけ、体力とオーラを失っていく。

　すでにゼノヴィアは肩かたで息をするほどにスタミナを消耗していた。

　ソーナ先輩の作り出す獣たちは、回数を重ねるごとに数を増やし、ゼノヴィアも対応できなくなりつつあった。手数でゼノヴィアを完全に仕留める気だ。ついには、ゼノヴィアの周囲を数え切れないほどの水の獣が囲んでいた。

　ソーナ先輩の操る獣たちは、突つっ込むだけという簡単な動きではなく、一体一体がゼノヴィアの攻撃に応じてモーションを変えるという高度な魔力操作の産物だった。中にはフェイントを織り交ぜる獣もおり、ゼノヴィアはその動きに翻ほん弄ろうされていた。

　水の龍──レヴィアタンも、口から加圧された大量の水を勢いよく撃うち出し、戦せん闘とうをしている場所の一帯を広こう範はん囲いに鋭えい利りに切り刻んでいった。木々も地面も大岩ですら容易に切り裂さいていく。あれを食らえば鎧よろいを着ていないゼノヴィアではひとたまりもない。

　……ソーナ先輩は広範囲で、しかも高威い力りよくの攻撃もできるのか。

　何よりも素もとが水のため、水源があれば魔力が尽つきぬ限り、いくらでも補給が利きく。聖剣で形を崩くずされても、すぐに元通りになり、攻撃を再開していった。

　ソーナ先輩の高精度な水の魔力操作に観戦室の誰だれもが目を丸くしていた。

　このなかでもゼノヴィアは息を切らせながら、ソーナ先輩に問う。

『あなたにとって、生徒会とは何だったんだ……？』

　ソーナ先輩は水の獣でゼノヴィアを再び囲いながら言う。

『自分と眷けん属ぞくたちの夢を叶かなえるため、学園と生徒たちのことをよりよく学ぶための場所でした。そして、そこに通う者たちと絆きずなを深めるための場所──。私は生徒会長として、「学校」というものを深く知ることができたのです』

　ソーナ先輩の答えを聞き、ゼノヴィアは感かん銘めいを受けている様子だった。

『……そうか、やはり、あなたは立派だ。私よりも遥はるかにね。けど、私の考えも聞いて貰もらおう』

『ええ、ぜひ』

　ゼノヴィアは真っ正面から言う。

『私にとって、生徒会とは、いや、駒王学園とは！　うれしいことも、楽しいことも、あそこで経験するすべてが夢のように素晴らしい最高の場所だ！　私にとって最高の場所だからこそ、全校生徒にとっても最高の場所であってほしい。──あそこに通う皆みんなの笑顔えがおは私が守るっ！　そのための生徒会であり、そのために私は生徒会長になったっ！』

　ゼノヴィアは天に向かって吼ほえる！

『──皆が楽しいと思える駒王学園にしてみせるッッ！』

　ゼノヴィアの言葉にソーナ先輩は驚おどろくが、すぐに柔にゆう和わな笑みを見せてくれた。

　決意の表情となったゼノヴィアは、ソーナ先輩に言う。

『ソーナ前会長、あなたに比べたら私の頭は小動物の知能に過ぎないだろう。しかし、私には私なりのやり方があるっ！』

　ゼノヴィアはデュランダルとエクスカリバーの聖なるオーラを最大にまで高めて、あの必殺技わざを放つ格好となるっ！

　二本の聖剣をクロスさせて放つ、ゼノヴィアの最終手段だ。あれで、ソーナ先輩の操る水の龍と獣たちを消そうというのか？　でも、一度消したところで、またレヴィアタンと獣たちを低コストで復活させられてしまうだけだと思うが。

　ゼノヴィアは、クロスした二本の聖剣を──なんと、池のほうに向けたっ！

『クロス×クライシスゥゥゥッ！』

　デュランダル、エクスカリバー、二本の伝説の聖剣がクロスして生み出された莫ばく大だいな聖なる波動が、そこにあった池に向かって放出されていく！

　聖なる波動が止やむと──モニターに映ったのは、丸ごと消しよう滅めつさせられた池のなれの果てだったっ！　巨大なクレーターが出来上がり、池の水は一いつ滴てきも残っていなかった！　同時にゼノヴィアを囲んでいた水の龍と獣たちも消し飛んでいた！

『……なっ！　水源そのものを……っ！』

　ゼノヴィアの強ごう引いんな手に絶句するソーナ先輩。

　水の龍と獣たち、そして水源を失ったソーナ先輩に、ゼノヴィアが距きよ離りを詰めて襲いかかる！

　ソーナ先輩は水がなくとも、自身のオーラで魔力攻撃をするが、それを聖剣で弾き飛ばされる！

　身体能力では、ソーナ先輩はゼノヴィアには到とう底てい勝てない。

『取らせてもらうぞ、ソーナ前会長ッッ！』

　ソーナ先輩が前方に展開した防ぼう御ぎよ型魔ま方ほう陣じんを難なく砕くだいたゼノヴィアは、その勢いでソーナ先輩を正面から斬きり伏ふせていった！

　致ち命めい傷しようを受けたソーナ先輩は──リタイヤの光に包まれる。

『……これが、新世代の生徒会長なのですね……』

　それを言い残して、シトリーチームの『王キング』が、満足そうな表情でリタイヤの光に消えていく──。

　程ほどなくして、そのアナウンスは流れた。

《「ソーナ・シトリー」チームの『王キング』、リタイヤ》

　それを見守ったリアス姉さんは瞑めい目もくし、こうつぶやく。

「……見事だったわ、匙くん、ソーナ」

　そして、勝者を告げるアナウンスがフィールドと会場に響ひびいた。

《勝者──「[image: いつ]いつ誠せいの赤せき龍りゆう帝てい」チームッッ！》

　──イッセーくんたちの勝利だった。







　試合が終わり、観戦室をあとにした僕たちグレモリーチームは、廊ろう下かを歩きながら会話をしていた。

「……小猫、とんでもない子が同世代にいたものね」

「……リアス姉さま。私はわかっていました。あの子は、レイヴェルはいつも違う視点で物事を見ていましたから」

　小猫ちゃんは真に迫せまった表情で言った。

「レイヴェルは怪かい物ぶつです。戦せん闘とうだけに関して言えば、あの子とイッセー先輩の組み合わせは、リアス姉さまとイッセー先輩の組み合わせとは違う強さがあります」

　普ふ段だん、そのようなことはあまり口にしない小猫ちゃんの言葉に、リアス姉さんは不敵な笑みを見せていた。

「ふふふ、ハッキリ言ってくれるわね。となると──やはり、それ以上の怪物をさらに用意する必要がありそうだわ」

　このすぐあと、リアス姉さんは「天界の暴挙」と称しようされたヴァスコ・ストラーダ猊げい下かを口く説どき落として、こちらの陣じん営えいに見事引き入れることに成功することになる。








　　　New Line.









　シトリーチームとの一戦から数日後──。

　俺は学校帰りに匙さじと並んでとある場所に向かっており、その間に、会話が弾はずんでいた。

「真しん羅ら先せん輩ぱいは作家デビューすんのか!?」

　ビックリするしかない俺！　いきなり、真羅先輩の作家デビューの話を聞かされるとかさ！

「ああ、あの試合で得られたなかで一番のサプライズかもな」

　匙もそう言っていた。

　なんでも、真羅先輩はあの試合のあと、冥めい界かいの出版社数社から声がかかったそうで、作家としてデビューできるかもしれないとのこと。何やら、あの同人誌の内容に冥界の女性たちが興味を抱いだいたそうで……。

　……俺と木き場ばのそんなことが小説になるのは断固として反対するけどね！　とはいえ、俺たちの人生は本当に何が起こるかわからないもんだ。

　そんな会話をしながら、匙の地元の駅に降り立ち、そのまま匙の家に向かう。

　試合が終わり、俺はあらためて匙の家に遊びに行くことになったのだ。

　玄げん関かんを開けると、匙の弟の元げん悟ごくんがパタパタと廊下を走って現れた。

「お兄ちゃんお帰りなさい！　あ、カステラのお兄ちゃん！」

「よっ、元気にしてたか、元悟くん」

　俺のことを覚えていてくれたようだが……カステラのお兄ちゃんか。ま、いいか。

　中に上がり、リビングに通されながら、俺は元悟くんに訊きいた。

「そういや、元悟くんはケンカに勝ったんだって？」

　俺がそう訊くと、元悟くんはそのときの状じよう況きようを得意げに、体を動かして教えてくれる。

「うん、こうやってこうやってこーんなふうにしたら、リョウくんのほうが泣いたんだよ！」

　その報告を受けて匙が気まずそうに言った。

「そっか、それはすごいな。兄ちゃんは……ケンカに負けちまった」

　匙は弟の元悟くんの頭をなでながら、俺に視線を送りつつ、こう言った。

「──でも、兄ちゃんだって強いってところは相手に見せてやれたぞ」

　……ああ、強かったぜ？　とてもとても強くて……。またいつか戦いたいって思っちまったよ。

　でも、まあ、当分、あんな顔面の殴なぐり合いはカンベンかな。さすがに試合のあと、ボコボコになった俺の顔を見てゼノヴィアは笑うし、アーシアは泣くしで大変だったんだ。

　しばらくして、インターホンが鳴り、匙が玄関に行くと──。

「ごきげんよう」

「遅おくれてすみません、サジ。私も準備を手伝います」

　リアスとソーナ先輩が駆かけつけた。

　そう！　実は今日、新旧オカルト研究部の面々とシトリーチームで匙の家にお邪魔して、一ひと騒さわぎすると決めていたんだ！　試合が終われば仲間同士として交流会さ。

　ソーナ先輩の言葉に匙は慌あわてていた。

「いえ！　俺と妹でやるんで会長は座っていてくださいよ！」

　とは言われたものの、リアスとソーナ先輩は買ってきた食材を使い、キッチンを占せん拠きよして手料理を始めた。ソーナ先輩は壊かい滅めつ的な腕うで前まえなので、基本的にリアスが調理することに。

　二人の手伝いをしながらも、匙の妹の華か穂ほちゃんが何やら荷物を見せる。

「そういえば、元げん兄にい。これ、ソーナさんのお友達から元悟にって送られてきたんだけど」

　皆みんなで送り主を確かく認にんすると、アガレス領からのようだった。

「……シーグヴァイラからですね」

　ソーナ先輩がそう言う。

　荷物を開けてみると──中から出てきたのは、プラモデルの箱と、Blu-rayのＢＯＸだ。

「……ダンガムのプラモデルと、ＢＤのＢＯＸ？」

　……俺がそうつぶやくが……。

　とうの元悟くんはうれしそうにプラモデルの箱を掲かかげていた。

「ロボットのおもちゃ！　お兄ちゃん作って作って！」

「……俺、プラモデルなんて小学生のときに戦車作って以来だぞ……」

　リアスが箱を見て、こう言う。

「あら？　大だい丈じよう夫ぶよ、匙くん。これ、組み立てやすい最新型のものだったはずだわ」

「……リアス、なんで知っているの？」

　突とつ然ぜん、リアスがダンガムを知っているかのように話したので気になってしまった。

「あなたや小こ猫ねこ、シーグヴァイラやエルメンヒルデまで知っているのだもの。交流の一いつ環かんとしてちょっと調べだしたの。まずは初代を全部見てみるわ」

　マジかよ！　リアスまでダンガムを見始めるの!?

　なんだか、シーグヴァイラさんの魔の手が着々かつじわじわと俺たちに及およんでないか!?　相手が引かぬようにおおっぴらには薦すすめず、それとなくそっとダンガムを布教をしているようだから、嫌いやみなく仲間たちに知れ渡わたっていて……。

　ついには大会の試合にまでその影えい響きようが出てきているから、皆が無視できなくなってきているような気がする！

　……シーグヴァイラさんの恐おそろしい作戦は、まだこれからが本番なのかもしれない。

　──と、そんなこともありつつも続々と匙の家に人が集まってくる。

「お邪魔します」

　木場が到とう着ちやくし、

「いろいろ買ってきたぞ」

　ゼノヴィアがお土産みやげを買ってきて、

「あ、料理のお手伝いします」

　アーシアがキッチンに立つ。

　シトリーの面々も集まってきた。テーブルを囲むなかで、仁に村むらさんが言う。

「今日は椿姫つばきさんの作家デビューを祝う会ですね！」

「……うれしいような、複雑なような」

　複雑極きわまりない表情の真羅先輩だった。

　イタズラな笑みを浮うかべながら、匙の妹の華穂ちゃんがレイヴェルに言う。

「レイヴェルさん、また椿姫さんの本を朗読してください」

　それを聞くや否いなや、真羅先輩は木場と俺の手前もあってか、あのとき以上に慌あわてふためいて抗こう議ぎした！

「や、やめてちょうだぁぁぁぁいっ！」

　こんな調子のなかで、今日の集まりが始まるのだが……匙が弟の元悟くんにそれとなく訊いていた。

「元悟、今日はどうだ？」

　元悟くんはリビングに集まった兄の友人知人の面々を見て、満面の笑みで言った。

「うん！　皆、面おも白しろいヒトばかりで楽しいよ！　お兄ちゃん、友達が多くて良かったね！」

　そうさ、匙は友達が多いんだぜ？

　なあ、匙。これからもおまえの家に遊びに来るからさ。

　試合ではあんな調子だったけど、普段の俺とおまえの絆ラインは本物で──ダチだ。お互たがいに、ずっと気長に付き合えたらいいな──。











　　　あとがき






　お久しぶりです。石いし踏ぶみです。ＤＸなのに全編完全書き下ろしの一冊となりました。

　手短にまとめますので以下書き連ねます。




　サイラオーグ対曹そう操そう！　一度、やりたかった一戦です。そこに至るまでの半生を通して、二人がライバルとして成立してくれたら良いなというスタンスで書きました。曹操の過去も……壮そう絶ぜつでしたね。

　曹操チームの幻まぼろし使いであるマルシリオは、『ファンタジア文庫25周年アニバーサリーブック』という本のＤ×Ｄ特別編「リアス・イン・ワンダーランド」で登場しており、この話はある意味で英えい雄ゆう編（三章）の完結編なので気になったらチェックしてください。

　ペルセウスは初出です。まあ、脱だつ退たいしたメンバーがいて当然だったでしょうから。

　なお、元英雄派メンバーは、ほぼ全員禁手バランス・ブレイカーを深淵側アビス・サイドに調整し直してます。

　お次は、シトリー戦。色々とレイヴェルとソーナの策略合戦を考えたのですが、レイヴェルの視点になった場合、「そもそも彼女はイッセーとビナーという二枚のカードを持っているなか、ソーナと戦術で正面から戦うだろうか？」という疑問が生まれまして、今回このようなイッセーチームだからこその策でソーナたちを追い詰つめました。相変わらずノリと勢い重視で穴だらけな戦いでして、あの規模のフィールドで黄おう龍りゆうがどれだけ符ふを用意してたんだよと突つっ込みは入るでしょうが、そこはご愛あい敬きようということで。

　イッセーと匙さじとの戦いは……５巻で描えがききれなかったものが私のなかであったので、それを踏ふまえながら、「こいつらなら、この戦いしかないよな」って泥どろ臭くさい顔面パンチ合戦としました。匙の設定も当時５巻のなかで書けない部分が多く、再戦させるまで匙の身の上話は語るまいと決めていたので、約二十冊越ごしに書けました。

　人じん工こう神器セイクリツド・ギアの禁手バランス・ブレイカーこと「鬼手カウンター・バランス」が初登場しました。実は設定自体アニメ３期ＢＤ特典の小説で一足早く出てきたりしていました。紹しよう介かいできなかったシトリーメンバーの「鬼手カウンター・バランス」は今後どこかで書けたらいいですね。一応、全員至ってます。

　あ、シーグヴァイラが今回も出てますが、ＤＸが主戦場なので今後も確実に出ます。




　謝辞をば。みやま零ぜろさま、担当Ｔさま、いつもお世話になっております。

　ひとつ発表がございまして、「ファンタジアBeyond」やカクヨムさんで掲けい載さいされておりましたハイスクールＤ×Ｄと同一世界観シエアード・ワールドの物語である「堕だ天てんの狗いぬ神がみ ─SLASHDØG─」が富士見ファンタジア文庫さんから、この度たび文庫化することになりました。イラストは、きくらげさんに担当していただくことになります。ウェブ版掲載分はもちろんのこと、その続きも文庫でシリーズ化ということでして、こちらもＤ×Ｄ本編＋ＤＸ同様に完結まで応おう援えんいただけると幸いです。現状、11月に１巻が発売の予定です。詳くわしくはドラゴンマガジンなどで情報を追ってください。そのようなわけで、兵ひよう藤どう一いつ誠せいの物語と、その前日譚たんとなる幾いく瀬せ鳶とび雄おの物語を共に見守ってください。

　あと、カクヨムのほうでアカウントを（大分前に）取得しました。

URL:https://kakuyomu.jp/users/ishibumi_ichiei

　何か掲載していけたら面おも白しろいかなと思っております。最優先はＤ×Ｄ（本編＋ＤＸ）とスラッシュドッグだと思いますので、掲載されたら運が良かったと思う程度に末永くお待ちくださいませ。

　次は、Ｄ×Ｄ24巻本編＋スラッシュドッグ１巻同時発売となります。ついに国際大会の予選編も最後！　リアスチーム対ヴァーリチームがあるなか、イッセーチームはついに神クラスであるヴィーザルたちと戦うことになります！　次回は小こ猫ねこと黒くろ歌かがメインです！　予選を抜ぬける16チームはどうなる!?　乳ちち龍りゆう帝ていと狗神の新刊をお待ちください！








石踏一榮

●いしぶみいちえい



１９８１年生まれ。生粋の千葉県民。今巻は短編集ではなく、本編23巻の間に起きた23．５巻として書きました。内容も全編書き下ろし本編仕様の一冊です。とはいえ、ＤＸだからこそ書けた濃密なまでに男臭い物語でもあります。え？　本編でも男臭い巻がある？　ま、まあ、Ｄ×Ｄって、おっぱいと野郎どもがイッセーを魅了する物語ですから……。
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